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スキップスタート






　──突然だが、これまでのあらすじを語ろう。

　些いささか突然に過ぎるのでは、という苦情は、悪あしからず却下する。

　物事には往々にして『仕切り直し』というやつが必要なもので。

　ロードの度あらすじが入るウザ仕様がＧＯＴＹゲームオブザイヤーを獲とるくらいだ。

　一度くらい寛容な心で見逃して頂きたい。気になる方は読み飛ばしスキツプ求む。




　──舞台となるのは『盤上の世界デイス・ボード』。

　あらゆる武力が『十の盟約』によって禁じられ、全すべてがゲームで決まる世界。

　そんな世界に降り立ったのは──地球出身の、ゲームしか取り柄のない兄妹。

　いや、控えめに言いすぎた。謹んで訂正しよう。

　ヒキコモリでニートでコミュ障と、駄目人間道に功夫カンフーを積む兄妹──空そらと白しろ。

　あらゆるゲームで〝無敗〟を誇る『　　くうはく』──二人で一人のゲーマーという一点を除き割かし社会的に不要っぽいそんな二人が降り立ったのは──『エルキア王国』。

　最後の都市を残すまで追い詰められ、滅亡に瀕ひんした人類種イマニテイ唯一の国だった。

　はてさてまずは～と、軽いノリでエルキア王になった空と白ふたりは。

　魔法や超能力アリの公式チート──【十六種族イクシード】を相手取りゲームを重ねた。

　だがあいにくと愛や友情、正義といった優等生らとは折り合いの悪い二人は。

　ただただ──欺瞞ペテンや不正イカサマ、虚偽やブラフ、権けん謀ぼう術じゆつ数すうといった悪友らを連れて。

　天翼種フリユーゲル、獣人種ワービースト、海棲種セーレーンに吸血種ダンピールと、次々とゲームで降くだし。

　ついぞ神霊種オールドデウス──〝神〟にさえ勝利するに至った。

　あまつさえそれらを隷属させも、支配も、搾取もせず。

　ただ〝傘下〟に加え『エルキア王国』は『エルキア連邦』へと。

　史上初の『多種族連邦国』へと姿を変え、なお急拡大を続けた。

　この間、僅わずか数ヶ月。

　コツコツ積み上げたそれらに、瀕ひん死しの都市国家エルキアは世界有数の大国に。

　そして同時に、世界最大脅威にも至ってしまったが……さておき。

　継続は力なり。駄目人間とて、その功績に拍手を贈ってもバチはあたるまい。




　……ところで。

〝エントロピー増大の法則〟──ご存じの方も多いことだろう。

　雑に言えば、万物は一つ処ところに集まるより、均一化へ向かうという法則だ。

　なに、難しい話ではない。誰しも身に覚えのあることだろうと思う。

　たとえば、部屋を片付けておくより、不思議と散らかす方が楽だろう。

　気になるあの子の好感度を稼ぐのは大変だが、嫌われるのは一瞬だ。

　馬車馬の如ごとく働いて手に出来るお金も、ガチャでも回せばすぐに溶ける。

　そしてゲームに勝つには努力を要するが──負けるには不要である……

　まあ、かくこのようにして。

　総じて物事は、積み上げるより崩す方が、保つより失う方が容易なのだ。




　──さて、ここまで読み飛ばしスキツプした読者諸兄に。

　あらすじついでだ、〝ネタバレ〟も語ろうではないか。

　そんな空そらと白しろ。二人はエントロピーの増大則に従って。

　────────全てを失った。

　そう全すべてだ。王位も、全権代理の座も──何もかもを。

　積み上げたその全ての崩れは、一つの電話が鳴った頃、はじまった。

　圏外表示が続く、異世界では鳴るはずのない。否いな、何ど処こであろうと。

　電話して来る友とも達だちなどいない故に、鳴るはずのない、その電話を。

　不審に思いながらも取って、響いた言葉は──




『お目通り願いたい、人類種イマニテイの王よ。意志者シユピーラーよ。我ら──機凱種エクスマキナなり』





　　　　■■■






　──まだ健在だった頃の、エルキア連邦・エルキア王国。

　その首都中央、堂々とそびえるエルキア城には、現在──看板プラカードがあった。

　尖せん塔とうから吊つり下さがる巨大な看板プラカードには、同じく堂々と、こう書かれていた。

　──『休業中』と……




　そんな休業中のエルキア城内……訂正。

　石碑の上に打ち付けられた木板曰いわく、『９くう８は９くプロ』らしき城。

　ともあれ一人残らず休暇を言い渡され閑散とする城内に響くは。

　赤毛の少女、ステファニー・ドーラ──通称ステフの足音と、

「はいダメ!!　帆ほ楼ろう、そんなんでトップアイドルになれると思ってんの!?」

「……やる気、ないなら……やめちゃ、って……っ」

　同じく木板曰く『レッスン室』に改められた、議事堂から──

「やる気とは何也なりや意味さえ理わ解からぬ！　已やめてよいなら已めるのじゃッ!!」

「ッカー!!　そう言われてハイ止やめますとか、現代っ子かキミィ!?」

「……そんな、だから……ゆとり世代、って……いわれ、る……っ」

　涙目で意味不明を訴える幼い少女と、ゆとり綽しやく々しやく世代二人の嘆声だった。

　前者は帆楼──身の丈程の墨すみ壺つぼを宙に漂わせる、幼い少女。

　何を隠そう紛まごうことなき神。位階序列・第一位──『神霊種オールドデウス』であり。

　後者は空そらと白しろ──『Ｉ♥人類』シャツの兄と、白髪紅眼の妹。

　何もかも隠して紛まがって欲しいが残念ながら──エルキア王、二人そのひとだ。

　駄目人間ズに泣かされる神という呆あきれる光景を半眼で眺めるステフに、

「明日がデビューの大舞台だぞ!?　前日に一体何かねそのステップは!!」

　だが気付く様子もなく、空が大仰に語るのは──そう。

　城を閉鎖してまで、空と白が何をしているかという問いへの答え。

　すなわち神霊種オールドデウス──帆楼の『アイドルプロデュース業』であった。

　その正気を疑いたくなる事実に項垂うなだれるステフを余よ所そに、

「帆楼は指示通りに動いておるのじゃ！　問題を具体的に明示せよッ!!」

　抗議する帆楼に、椅い子すに座っていた空と白は溜ため息いきつき、そして──




　──おもむろに立ち上がり、床を蹴けり声を奏でた。

　ステフさえ言葉を失う──完璧としか評しようのない踊りステツプと歌を演じて、

「はぁッ……はぁ……っ！　だから、こう！　わ、わかるか!?」

「……な、何度もやる、体力ない、の……わかって、ぷりーず」

　そのまま床に突っ伏し息を切らせる空と白に、












「〝先の指示と違ちごおておる〟ではないかッ!!」

　だが帆ほ楼ろうは、そう叫んで、地団駄を踏んだ。

　神に地団駄踏ませる。ある意味では偉業を成す二人は、ふっと笑って、

「譜面踏むだけなぞ素人の所業！　『表現』して観客を沸かせてこそ上級者だ！」

「……観客いなかった、けど……家庭用、か……人いない時だけ……だった、し」

　音ゲーでもカラオケでも、トップスコアに立ったと語る二人は言う。

　帆楼かみさまなら、見たものを完全に真ま似ねるなど造作もない。が──

「完コピしても意味ねぇの！　表現しろ！　機械じゃないんだ、心を込めて！」

「然しからば『表現』とは何也なりか、込めし『心』の定義を！　明確にするのじゃ！」

　曖あい昧まいな指示しかしない無能プロデューサーに帆楼が涙目で叫ぶ。

　……ところで。ここまでステフは四回。

　空そらと白しろの名前を呼んでいたのだが──

「ほら帆楼！　もう一度！　『たすけて神ｓｕｍｍｅｒ☆』の頭から、いくぞ！」

　どうやら本当に、あの呼び方以外には反応する気がないのか。

　一貫して無む視しする様子の二人に、ステフは大きくため息吐つき──叫んだ。





　　　　■■■






「プ・ロ・デ・ュ・ー・サ─────!!」

「ふむ？　おや、なんだ、いたのかねジャーマネ」

「……『Ｐピー』って、気軽に、呼んで……おっけ～」

　ようやくちゃんと呼んだステフに、空そらと白しろはわざとらしく振り返る。

「冗談だと……いえ、正直思ってませんでしたわ。ええ……」

　空と白が口にしたことが、冗談で済まされることはない。

　今更それを知らないはずもないステフは諦あきらめ気味に、それでも問う。

　王城を休業し、城内の全員に休暇を出し、城を閉鎖した意図を──

「でもあえて確認しますわ──内政休業って、国を潰つぶす気ですの!?」

　すなわち──エルキア王そらとしろの〝正気〟の在処ありかを問う叫びに、

「え～？　社員休ませないと、ブラック国家きぎようって噂うわさ立つじゃん……」

「頭おかしい王様しやちようって噂されるよりはマシじゃないですの!?」

　だがあくまで帆ほ楼ろうの踊りと歌を注視して、空が面倒そうに答える様に。

「今！　世間でお二人がなんと呼ばれてるかご存じですの!?」

　びしーっとステフに指をさされて空と白は思う。

　──はて、なんだろう。

　上位種族を次々破り、神さえ破った偉大なる国家再建の王……？

　それだけはないと断じて、あらゆる誹謗中傷を思い描いた空と白は、

「『姿なき王デスクレジツトキング』──救国の王おふたりに、〝不信〟が増す一方ですのよ!?」

「な～んだその程度かよ──っつか、なに、結構カッコいいな？」

「……ちょっと、中二病……すぎ……」

　ステフの答えに内心ほっとして、空は嬉うれしそうに、白は不満げに呻うめいた。

　だがあくまで気楽そうな二人の様子に、業を煮やしたのか、

「これ程のことをして賞賛どころか不満──何な故ぜか、わかりますの!?」

　むしろ空達より、ステフ自身が悔しそうにそう問う声に。

　──何故と言われても……と。

　難題を前にして熟考した二人は、神妙な顔で──

「他ひ人とをハメて惚ほれさせたり、『種のコマ』勝手に賭かけたり。どうすりゃそんな奴やつ『よし信じるぞい！』って気になんだ？　ただのペテン師、下手すりゃクソ野郎じゃねーか」

「アッハ♥　素晴らしい自覚ですわ～♪　後は改める努力だけですわね!?」

　──信用される理由をこそ教えてくれ、と。

　逆に問うた空に、くるくると踊って歌うように、ステフは続けた。

　優雅で情感たっぷりなバレエのような舞が、

「い～え～人がそんなすぐに変わらないのはわかってますわ～。一歩ずつ、少しずつ無理なくですわ～たとえば──私にさえ手の内を明かさないそのペテン師っぷりを改める為ため！　さしあたり内政を止やめた理由を教えてみることから始める～とかどうですの──ッ!?」

　徐々に熱を帯び最終的に激しいシャウト付のブレイクダンスに変じた。

　──帆ほ楼ろうに見習わせたい。そう空そらと白しろは揃そろって思ったが……

「内政を止やめた理由……？　別に……どうせ仕事なんて、なかっただろ」

　今現在、エルキアには──『打つ手やれることがない』のだ、と。

　第一の理由を語る空に、理解出来ないのかステフが反論する。

「そんなわけないですわよ！　実際、商工会が勢いづいてたじゃないですの！」

　……商工会……ふーむ……なんだっけ？

「激増した資源輸出で肥えた貿易業者と諸侯ですわよ！　先日ソラとシロが！　片っ端からゲームふっかけて問答無用で【盟約】で書類を吞のませた方々ですわよっ!!」

「あーいや。覚えてるって大丈夫。あの気き障ざったらしかった連中だろ？」

　噓うそは言ってない。覚えてはいた。忘れていたと言っていないだけで。




　そして空と白は揃って思う。

　──これだから拡大路線の大国プレイスタイルは面倒くさい、と。

　多種族連邦──ただでさえ受け入れ難がたい構想と百も承知。

　まして急激過ぎる拡大と変革に国民の意識も、経済・法の整備が追いつかず国内問題メンドイもんが山積していく。その一つに、資本だけ増大した成金共の騒ぎがあったが──

「で。商工会そいつらがどうしたんだ？　もう解決したじゃん」

「その強権やりかたが火に油なんですのよ！　不満は増す一方じゃないですのっ！」

　そう叫んでステフはビシーッと、空達を指さして言う。

「今こそ！　王としての統率力──カリスマが問われる時ですのよ!?」

　そんな時に王がこのザマなのは……まあ諦あきらめよう、と書かれた顔で。

　だが城を──実質的連邦政府さえ休止するとその補佐フオローも……と憂えるステフに、

「……しろ達、に……一番ない、もの……それが……求心力カリスマ……っ」

「カリスマあったらヒキコモリやってないわっ！　ナメんなよッ!?」

　好すかれることには微々たる自信もない二人は──だが！

　嫌われることには他の追随を許ゆるさぬと不敵に笑う『王ふたり』は──故にと！




「かくかように自明にして！　現在エルキアに決定的に欠けているもの！」

「……すなわち……カリスマ……求心力の、ある……〝象徴〟……」

「すなわち『究極のアイドル育成』が、最優先国家プロジェクトである！」

　そう高らかに〝第二の理由〟を語り帆楼を見やる。

　だがそう示された帆楼は、ふてくされた顔で、黙々と巻物に疑問を連ねていた。

「おーい帆楼！　話を聞いてたか～？」

　聞いていた。だが納得出来ない、という顔で帆楼は応こたえる。

「話が繫つながっておらぬ！　汝なんじらの求心力欠如が帆楼と如い何かに関かかわるのじゃッ！」

「イカもタコもないだろ。帆ほ楼ろうの圧倒的なカリスマで──権威を勝ち取るのさ」

　そう──たとえば、東部連合の巫み女このように、と空そらは不敵に笑う。

　首相そらたちが信用出来ずとも、国を束ねあげる象徴として機能するのだ。




「暫定的に斯か様ような主張を採用し、依り代のように在れとの指示だと仮定──」

　巫女──依より代しろのようにすればいいなら、と帆楼は続ける。

「依り代は歌い踊らぬ！　帆楼が斯か様ようなる意味不明アイドルをする理由を答えるのじゃ!!」

「十九回目の問いだな！　だが十九回同じく答えよう、天命故と──ッ!!」

　アイドルとして、これ以上ない逸材が目の前にいるのだ。

　それをアイドルにしないなどと、天が与えし至宝への冒ぼう瀆とくであろう。

　そう語る空に、ステフの冷たい視線が刺さる。

「……要するに、アイドル活動自体は、ただの趣味ってことですわよね」

「失敬だな～キミ実に失敬だよ!?　趣味と実利を兼ねた完かん璧ぺきな計画だ!!」

　言って空は思う……想像してみようではないか。

　国の権威が、天上天下無二の文字通り神級美少女で『完璧なアイドル』──

　空は思う。白しろも思う──即移住である、とっ！

　そうして遠くを、果てなき理想を見つめる眼めで空は……語る……




「種の壁を越え国を一つにするもの……それは『愛』だ。愛とは想おもい、信念──信仰だ。信仰を集めるのは神だ。すなわち偶像だ。つまりアイドルだ。必然的に美少女だ。よって帆楼だ！　一分の隙すきもないこの論理。論破出来るものならしてみるがいい──ッ!!」

「……詭き弁べんを論破するのは確かに不可能ですわね」

　清すが々すがしいまでの飛躍した七段論法を繰り出す空に。

　半眼で答えたステフに、ふてくされた顔のまま帆楼が続く。




「然しからば『完璧なアイドル』なる具体的指示を述べよ！　完全に演じるのじゃ！」

　そう告げる帆楼に、だが空と白はため息一つ、頭を振って応じる。

「ふぅ……たしかに、数多あまたのアイドル育成ゲームを極めた俺らだ」

「……完璧なキャラ……作り上げる、の……そんな、難しく……ない……」

　そしてニヤリ、とゲスい笑みを浮かべて空は言う。

「なーに。よーするにエロ過ぎない程度にエロスを醸し出すような振り付けと！　衣装を用意して『キミが好すき』とかいうフレーズ入れた曲歌わせて！　『アタシ～ファンみんなの恋人で～す♥』なんて台詞せりふでもチラチラ吐かせ！　更にワンチャンあるかも～と！　夢持たせるために握手会なりでも開催して距離を縮めてハイ！　いっちょ上がりだッ！」

　まして帆楼の容姿。神霊種オールドデウスなら演技だって完璧に演じられるだろう。

「賭かけてもいいぜ。唸うなるほどファンもつくし、腐るほど金も儲もうかるだろうよ」

「……気のせい、ですの？　ソラ、何か私し怨えんを感じますわ」

　そう告げる空そらの顔にステフは何か闇やみを感じたらしいが、無む視しする。

「だが──言ったはずだぞ。俺らは帆ほ楼ろうを『トップアイドル』にしてみせる」

「……二次元フイクシヨンでも……三次元つくりものでも、ない──『完璧なアイドル』……」

　そう無意味に歩き回って語る、空と白しろが定義するもの。

　すなわちトップにして、完かん璧ぺきなるアイドルとは──ッ！




「我らが目指すは！　二次元の非現実的な精神性とッ!!　三次元の作られていない生きる存在力!!　二つを兼ね備えた、次元でもない、でもでもない────え～と？」

　熱情的に語っていた空が、ピタッと止まり、帆楼を向いて問う。

「帆楼、たしか〝多元知性〟って言ってたよな。何次元？」

「て、定義次第、じゃが──『神髄』の核座標は13＋iR変動次元上と仮て──」

「そう！　もはや11次元すら突破した、文字通りに次元違いのアイドルである！」

　元の世界の、最新物理学なんざ知ったことか的話は、参考程度に聞き流し！

　空はなおも雄お々おしく、その貴き理想を吠ほえる──ッ!!

「それは生ける希き望ぼう！　彼氏いようが結婚しようが老いようがッ!!　感涙にむせび泣いて祝福出来る存在──それが！　我らが思い描く全く遠き理想アヴアロン──完璧なアイドルだ……」

　そう熱く語り終えた男とその妹が、余韻をかみしめるように沈黙し、

「……わかるかね？」

「理わ解からぬ」

「わかりませんわ」

　理想への共感を求めた声は、だが神と人から即答で拒まれた。

「まーわからずともよい！　実際俺らもまだわかってないしな！」

「……こくこく」

　語るだけ語って『自分達もわからん』と。

　大きく頷うなずいて言う二人に半眼の視線が注がれるが、

「だが、帆楼自身が──それを体現すると確信してる」

　あるいはその理想以上をさえ、と空は優しげな笑みを浮かべ、想おもう。

「なんせ帆楼は歳としもとらずトイレも行かん！　なぜ帆楼がアイドルかまだ訊きくか？」

　ギラリと最後の、そして殊更重要な要素を語り終えた空に、

「……いいえ……もう十分ですわ……お腹なかいっぱいですわ……」

　ステフは胸焼けしたような顔で、げっそりとそう答えた。

「結構！　では帆楼レッスン再開だ。『たすけて神ｓｕｍｍｅｒ☆』頭から行くぞ！」

「……今日中……ものに、しないと……明日、恥かくの……帆楼」

「ほ、帆楼はまだ問う！　話の半分も理解出来なんだ──のお！　空、白！」

　訴え虚むなしく空と白に手を引かれ往ゆく帆楼に、ステフはため息一つ、

「は～ぁ……いつ攻められるかもわからないですのに……」

「ん？　攻められないよ？」

　そう零こぼしたステフに、だが空そらは即答で以もつて答えた。

「言ったろ。城を休業にしたの、仕事がないから……って」

　今現在、エルキアには──『打つ手やれることがない』。

　内政を止とめた〝第一の理由〟を、空は改めて説く。

「攻められないんだよ。誰も、今のエルキアには、誰も手を出せない」

「…………」

　無言で空の真意を問うステフの、言わんとすることはわかる。

　エルキア連邦の急激すぎる拡大による国内問題……確かに面倒臭い。

　だがそれこそ休止した城──ステフがどうにでも補佐フオロー出来ることだ。




　空と白しろ、エルキア王が──国外からどう思われているかに比べれば。

　多種族を平定し、上位種族を降くだして、その傘下に加え肥大する大国。

　しかも表向きのゲームだけではなく、世界最大国エルヴン・ガルドに間接的に──戦わず勝利し、領土を掠かすめ取とり、内乱に持ち込んだそれは、自国が切り崩されている最中だとさえ疑わせる。

　大国になりつつある？　多種族連邦？　そんなことはどうでもいい。

　要約すれば今のエルキアがなにかを、一言で言うならば。

　──片っ端から戦争ゲームを吹っかける、『征服王』の国。




　しかも連戦連勝、神さえ破る謎なぞめいた『王なにものか』の国だ。

　戦略ゲームでたとえるなら──勝ちすぎているのだ。

　なんなら全世界プレイヤーが結託し、すぐにでも全方位からボコられかねない。

　だが──『無駄なのだ』、と空は不敵に笑って、言う。

「今のエルキア──俺と白に、ゲームを仕掛けられる奴やつは……誰もいない」

　どれほど危険で勝ちすぎていても、だからこそ手が出せない。

　そしてそれこそ気に入らない、と空はつまらなそうに続ける。

「でも放置も出来ないわな。だから──俺と白以外に仕掛けるしかない」

「……あ！　まさか、東部連合やオーシェンドから切り崩すんですの!?」

　ようやく連邦中枢であるエルキアの行政機関を止めても問題ない理由。

　その一つに気付いたらしいステフが声を上げる。

　そう。エルキア以外は今、それどころではない。

　探りを入れ、切り崩しにかかって来る連中から──

「ああ……だが東部連合のゲームは、いまだ必勝のまま……なら？」

　──絞れるだけ絞る……かき入れ時で大忙しだ。

「とはいえ俺らこつちから攻める時でもない……『打つ手やれること』がない。そういう時は？」

「……『一ターン休み』……」

「…………」

　──なるほど、現在進行形で、背後で空そら達の仕掛けた罠わなが動いている。

　連邦傘下国はそれを遠慮なく利用中で、それどころではない、と。

　だがエルキアの内政を止とめる理由までは納得出来ないでいるステフに、




「……信用や信頼なんて、端はなっから求めてないさ」

　苦笑して空は思う──そもそも自分達は、そんな器でもない、と。

　王だと全権代理だとどう呼ばれようと空達は、ただのゲーマーだ。

「何事も専門家に任せるのがベストだ。政治は、政治屋に」

　だから、そう──ゲームは、ゲーマーに。

「俺らは自分達の専門──ゲーマーらしく物事を解決するだけだ」

　そう、笑って言う空に、

「……はぁ……わかりましたわ。お二人に考えあってのことですのね」

　苦笑してこぼしたステフは、まだどこか不満げだった。

　空と白しろ──二人のすることには、必ず……『裏』がある。

　それを察せない短い付き合いでもなくなりつつあるステフは──だが。

　相変わらず自分に教える気はない空達への、せめてもの反撃と、

「でもソラ、最近読み違いが多いですわよね……本当に大丈夫ですの？」

「読み違い!?　誰が!?　いつ何ど処こで何時何分この星が何回廻まわった日!?」

　──先日行った帆ほ楼ろうとのゲーム──対神霊種オールドデウス戦。

　数点読み違え、自称敗北を喫した、と挑発するステフに空は食ってかかり、

「……にぃ、ダサい……小学生、みたい……」

「リアル小学生が言う!?　あー読み違えたよ二度はねぇからな!?」

　だが白の氷点下の眼まな差ざしに、そうヤケクソ気味に叫んだ。

　二人の戯おどけるような声音、言葉とは裏腹に。

　悔しさに煮えたぎり、油断も慢心もなく──

　──眼めは笑っていなかったことに、ステフも気付いたのか。




「それで！　内政を止めさせられてまで、私をどうこき使う気ですの！」

　そのために城を封鎖したのだろう、と苦笑して言うステフに、

「ステフもわかってきたじゃん！　はいこれ！」

「……帆楼、の……衣装……」

　空と白は、複数の紙を投げ渡して、笑顔で告げる、

「明日までにな！　ちゃんと作れる奴やついなくてさ～間に合うよな!?」

「……にぃ、大丈夫……無理、って……噓うそ吐つき、の言葉、なの……」

　そんなドブラックな王様しやちよう二人に、ステフは遠くを眺め、呟つぶやいた。

「……よく考えたら、私は……休暇、ないんですのね……」





　　　　■■■






　そんなフラグ乱立したエルキア城の、外。

　商人らで賑にぎわう中央通りの雑踏を、縫うように進む黒い一団があった。

　全身をローブで覆い、目深に被かぶったフードからは、顔さえ覗うかがえない。

　全身で怪しいものと宣伝するそれらは、無言で、行軍するように歩く。




【観測体ゼーアより報告。神霊種オールドデウス反応確認。目標座標『エルキア王城』と推定】

【解析体プリユーフアより報告。目標特定。人類種イマニテイ・全権代理者──推定名称、『空そら』】

　広域観測や、喧けん噪そうの音声解析した情報を共有しながら、まっすぐ歩く。

　まっすぐ、ただまっすぐと──すなわち、

【──了解。全機、対象と交戦用意。先行演算──開始せよ】




　フラグとは回収されるためにあるという宿命に従うように。

　一歩一歩と、空をめがけて。まっすぐに…………






第一章──停止性問題デフイニツト






　そこはかつて、空と白しろが国王戴たい冠かんの演説を行った場。

　広場に臨むエルキア城バルコニーに、今は一人の少女が立っていた。

　ヒラヒラの衣を纏まとい、墨すみ壺つぼを宙に従えた少女は目を閉じて──待つ。

　空達が言う『アイドルデビューの大舞台』……その開演を告げる音、

　その爆音──大音量で響き出した音楽を合図に、

「ほ、帆ほ楼ろうは帆楼と云いう！　理わ解からぬがアイドル？……らしきものじゃ!!」

　そう意味不明に名乗り上げ、口を、体を動かし出した。

　その言葉通り、何もわかっていない様子で、それでも挫くじけず。

　直前渡しされた台本、『挨あい拶さつ・アドリブ』の一行にも折れず。

　神なる少女──帆楼は、微妙に涙ぐむ自覚もなく歌い、踊り出した──





　　　　■■■






　その様子を、誰より注視していたのは──四人。

　一人は、上空からせせら笑って見つめる、天翼種フリユーゲルの少女、ジブリール。

　そしてジブリールの視界を手元に投影する、魔法スクリーン越しに見つめる三人。

　すなわち──玉座の不機嫌な空そらと白しろと、隣で不眠に揺れるステフだった。

　──さて、ところで。

　徹夜で衣装を作りながら、ステフは延々、以下のように呟つぶやいていた。

　なるほど、空と白は帆ほ楼ろうを主犯に仕立て上げるつもりでいるそうだ。

　だが突然『神です。空達の功績は私のおかげ。あとアイドルです』──

　そんな寝言ほざかれ『そーだったんすか!!』と一体誰が納得するのだと。

　まして『うぉおおおおお』と歓声上げて応援するアホがいてたまるかと。

　故にステフは、空達の〝裏の意図〟を頻しきりに問い続けた。そう──




「…………噓うそですわよね…………」

　魔法スクリーン越しの『うぉおおおおお』なる歓声を聞く、この瞬間まで。

　広場に集まって帆楼に歓声を上げるのは、数千人ほど。

　連邦の人口を思えば端数未満だが、結構いたアホが手を振る姿に、

「……人類種イマニテイって、もうダメかもしれませんわね……」

　思えば『人類種イマニテイのコマ』──存亡がかかっていた対東部連合戦でも、ブラやパンツ破壊に喝采が飛ぶ国民性……もー国内問題なぞ、放ほうっといてもどーにかなるのでは？　と。

　主成分『諦あきらめ』な楽観で、虚うつろに笑うステフをよそに、

「くそ、まるで駄目だ。ふ……タダじゃ済まさねぇぞ」

「……ふ、ふふふふ……いい度胸、してる……の……」

　玉座に座る不機嫌な二人は、そう物騒な笑みで唸うなっていた。

「帆楼ですの？　曲も良いですし、ソラ達のムチャ振りに頑張ってますわ」

「ああ……楽曲がいいのは当然だし、帆楼も頑張ってる。だからこそだよ」

　──当初、スマホ内の音楽、元の世界のヒット曲を使うつもりだったが。

　……来るよ？　異世界だろうと、ジャスラ○クなら、という白の呟きに。

　海棲種ライラたちの感性フレーズ、森精種フイールの理論コード進行を、異世界技術タブＰＣのＤＴＭアプリで編曲し作った音楽サウンドである。

　よくて当然。異世界で音楽だって作れちゃう。そう、タブＰＣならね☆

　それを歌って踊る帆楼も、確かに頑張っていた。

　まだ『表現』は理解出来ないのだろう、動きは堅く、歌も情感などはない。

　だがそれでも、と永遠を狐こ疑ぎした少か女みが頑張っている。

　──だからこそ──ッ!!




「ステージだよ、ステージ！　なんっだあのしょっぼいセットは──ァッ!!」

　と空が指さすはジブリールが投影する魔法スクリーン──帆楼が立つ舞台バルコニー。

　東部連合の機材を駆使した、派手な演出盛り沢山を予定したステージ。

　それが何の飾りもないバルコニーのままとなった様に、空は吠ほえる。

「事務所からの圧力で機材搬入急きゆう遽きよキャンセル!?　どういう了見だ!?」




　──そも、エルキアには『アイドル業』などない。

　最高の独占市場ブルーオーシヤン、と空そら達はほくそ笑んだものだが。

　どうやら東部連合には、アイドル業も事務所も──確執すらあったらしい。

　大事なデビューライブで、機材を寄よ越こさぬと言い出した──それも当日に。

「大手の弱小いびりじゃねぇか！　完全に嫌がらせだろーがッ!?」

「……別にいいじゃないですの。大事なのは帆ほ楼ろう、ですわよね？」

　猛たける空に、ステフがわからない様子で言うが──火に油である。

「文字通りの神アイドルだぞ!?　こんなショっボいステージ!!　一回でも『地下ドル』のイメージついたらメジャー行きがどんだけ大変だと思ってんだ戦略に関かかわんだよ!!」

「意味がわかりませんけど！　他の方に頼めばよかったじゃないですの!?」

　ステフが訴える他の方……そう。連邦傘下の他種族だ。

　天翼種ジブリール、神霊種ほろう、吸血種プラム等々……魔法を使える連中なら確かに。

　演出どころか物理的に景色ごと変えられるだろう……だがッ！

「時間があればそうしたよ！　だから当日キャンセルにキレてんだろーがァ!!」

　舞台演出──繊細な術式編へん纂さんは、ジブリールの不得手だ。時間がかかる。

　帆楼に至っては、まず空達の意図を理解するのに──更に時間を要する。

　吸血種ダンピールの幻惑魔法なら容易たやすいが──プラムが協力？　あり得ない。

　かくて白しろのスマホの再生音量と、声を帆楼自身が増幅するだけという。

　手抜きになってしまった舞台ステージに、空と白は揃そろって唇を舐なめ獰どう猛もうに笑う。




「国家権力を敵に回すとはいい度胸だ。気に入った。潰ころすのは最初にしてやろう」

「……〝行政〟、に……楯たて突つく……どうなる、か……教えて、あげる……の……っ」

　大手アイドル事務所さま？　それがどうした。

　こちとら９８９プロ──天下の〝国営事務所さま〟である！

　俺らを弱小と侮るとは──喧けん嘩か売る相手を間違えたな──!!

「というか堂々と国家権力の濫用を宣言しないでいただけますの!?　仮にも王が!!」

　完全に悪役側の思考を口にする二人に、ステフが必死に叫ぶ。

　だが熟考モードに入った二人にその声は届かないのか──

「それよりソラ？　シロ～……？　はぁ……プロデューサー!?」

「……む～、なに？　東部連合、事務所潰つぶし、て……所属アイドル…引き抜い、て」

「その後どうプロデュースするか考えてんだぞ！　それ以上に重要な用件かねッ!?」

「それ以上にどうでもいい用件もないですわよね!?　それより！」

　空と白の深しん淵えんなる権謀を切り捨て、ステフはなおも吠ほえる。

「あそこで手を振ってる方々、本当に帆楼が主犯だと信じてるんですの!?」

　だとすれば人類種イマニテイの先は長くないと嘆くステフに、空そらは苦笑する。

「まーほとんどいないだろ。少なくとも今は」

「……はい？」

「それに前にも言ったが、信じる必要もない」

　──『狐こ疑ぎ』と『請こ希ぎ』を『誇戯おもいかね』る概念──『神髄』は。

「信じようと信じまいと──その『疑念』こそが、帆ほ楼ろうの力になるんだから」

　疑いも願いも、拒みも望みも全すべて──帆楼の力を増させる。

　そしてなにより重要なことだが、と空は眼光鋭く、断じる。

「可愛かわいい女の子が頑張って歌い踊る……わからんでも手振らなきゃ噓うそだろ!!」

「心から噓であって欲しいものでしたわ……」

　本当に人類種イマニテイを憂える目で遠くを見るステフに、空は笑って続ける。

「ついでに、帆楼が堂々としてれば、それだけ俺らも攻められなくなるしな」

「……昨日もそんなこと言ってましたけど、どういう意味ですの？」

　──ふむ、と。

　ある程度今後の計画プラン補正を終えた空と白しろは、小さく頷うなずいて。

　そしておもむろにステフに向き直り、回答アンサーではなく──

「ではここで、突然ですが！　ステフにッ！　クイズです!!」

「……『空と白は何者だと思われていますか』……はい十秒……」

「は、はいッ!?」

　──問題クエスチヨンで応じた二人に、ステフは慌てて思いつく答えを列挙し、

「エ、エルキア王で、人類種イマニテイで……あ、異世界人でしたわね。あとは──」

　一瞬空を見て──頰ほおを染めたステフは一瞬言葉に詰まって、続けた。

「性根腐ってますわね。人格もねじ曲がってますし、ペテン師ですし──」

「オイ『ハゲにハゲと言って何が悪い理論』は止やめろ！　事実は人を傷つけんだぞ!?」

　そう叫んで、割と傷ついた様子で空と白は、

「……ぶぶ～……はい、十秒経過……時間切れ……ステフ……おバカ」

「捨て歩、問題文に注意しろよ。それは一部が『知ってる俺ら空と白』だろ」

　サラリと、批難を混ぜて──その間違いを指摘する。

「それを知らない大多数──〝大衆せかい〟が『思っている空と白』の話だ」

「え……と？」

　まだわからない様子のステフに、空はやおら玉座から立ち上がって、

「人類種イマニテイの危機に突如として立ち上がった！　ァ勇者達！」

　舞台俳優の如ごとく、高く通る声、大仰な身振りで熱情的に語り──ッ！

「森精種エルフが破れなかった東部連合ゲームを破り！　長く誰も破れなかったオーシェンドゲームも破り！　天翼種フリユーゲルを、終ついぞ神霊種オールドデウスさえ破って！　史上三度目の『神降ごろし』をさえ果たして今や世界のあらゆる悪人こつかを震え上がらせるかくも強き英雄ヒーロー！　しかしてその正体はァ──ッ!!」

「ただの人間でしたって？　それこそ誰が信じんだよ」

　一転、冷え切った声で締める。

「しかもただの人間ですらない。人間でも割と底辺気味の、ヒキコモリニートゲーマー。更に某王族曰いわく？　性根は腐り人格も歪ゆがんだペテン師に、そんなことが出来ると？」

　多分に当てこすりも兼ねた空そらの言葉に、ぅぐっとステフは呻うめく。

　……まあ。実際は出来る。というか、出来た。だが空は──

「や～僕ボカァ出来ないと思うな～。だって人類種イマニテイっしょ～？　人類種イマニテイってアレっしょ～最近まで滅びかけてたクソザコ天道虫っしょ～？　え～なになに急に～まるで──」

　衝動的に殴りたくなるような笑みを作りそう語って──そして、




「──人が変わったみたいじゃ～ん？」

「あ……っ！　こ、国王選定戦の時の、クラミーと同じっ!?」

　やっと思い出してくれたステフに、空と白しろは笑う。

　クラミーは、空と白に、森精種エルフの魔法を看破されたと思った。

　そして、ただの人類種イマニテイに、そんなことが出来るはずないと判断して……

「ではクイズ、『空と白は何者と思われていますか』……？」

「……答え、は……他国……他種族、の……『間者』……」

　──そう。空と白が何者だと『思わせている』かは最初から一貫している。

　戴たい冠かん式しきで全世界に宣戦布告した日の通り──〝裏に誰かがいる何者か〟だ。

　そのブラフは今なお──否いな、より強固になっていく。何な故ぜなら、

「さて、人類種ただのクソザコに出来るはずないそれは──では『誰どこのかんじや』なら出来る？」

　思いつかず黙るステフに、だが空は『正解』と笑う。




　──誰にも出来ないのだ。

　まあ……空達に出来たことだ。他種族も出来ただろう。

　だが、単なる事実として、今日まで誰も出来なかった。

「……つまりな？　俺らは誰にも出来ないはずのことが出来る者──」

　あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな疑惑は、だが今ならば、

「どんな相手ゲームにも勝てる者──謎なぞの『必勝の切り札』持ちと疑われる」

「……そんなの……危険すぎ……正面から……挑むの、自殺行為……」

　──神霊種オールドデウスにさえ勝った今ならば、その疑惑は現実味を帯びる。

　ではどうする？　と、ようやく最初の話と繫つながったステフは言う。

「あ！　だ、だから周囲から切り崩す……ってことですのね!?」

「そ。俺らの正体──『必勝の切り札』を暴く為ため探りを入れるしかない」

「……それも……早急に……他種族だれ、より、先に……損して、でも……」

「……？　損してでも、ですの？」

「どんな相手にも勝てる切り札。『封殺』か『独占』しなきゃマズいだろ」

　そのためには多少の損など安いものだろう。

　その全すべてが、徒労に終わるとも知らずに──と、

「だがそんな切り札モンは無いし、俺らの情報しようたいも手に入らない♪　何な故ぜなら、俺らはフツーにただの人で、フツーにゲームで勝っただけ──その事実をこそ誰も信じない♪」

「……だから……ないもの、探して……カモが……損だけして、帰る……の♪」

　そう悪魔のように笑って語る二人に、ステフがドン引きする中、ふと。




「あ……下手すりゃ俺らが誰の『間者』か、勘違いすらされるかもな」

「……？　誰ですの？」

　──誰にも出来ないことが出来て、必勝の切り札を用意出来るもの。

　空そら達が異世界人と知れば、濡ぬれ衣ぎぬを着せられるものに思い当たって。

　空は苦笑して──同情も込め、その名を言う。

「テトだ。退屈拗こじらせて、俺らを利用マツチポンプして他種族を煽り出したとかな♪」

　そもそも空達を召喚したのは言い訳の余地なく──唯一神テトである。

　ただの人が上位種を破っている話よりは、よほどあり得る話だ。

「まー、テトには気の毒だが『ラスボス』はヘイト稼ぎも仕事だしな～」

「……テト……強く、生きる……の……」

　挨あい拶さつ程度の煽あおりを贈って、空と白しろは一転不満げにスクリーンに目を戻して、

「あ、相変わらずあなた方、唯一神テト様の扱いがぞんざいですわね……」

　ステフの呟つぶやきなどもはや意識にもない様子で、遮られた思考に戻った。




　──東部連合のアイドル事務所をどうするかは、計画プラン補正済み。

　だが、それを実行するにも、なによりさしあたっての問題は──

「……とりあえず、帆ほ楼ろうの〝次のライブ〟をどうするか……だよな……」

　タスクスケジューラーを埋め尽くす予定表の殆ほとんどは、支障ない。

　握手会、サイン会、業者への挨拶回り等、地道な活動は、ほぼ。

　だがショボい舞台で懸命に踊り歌う帆楼に、空と白は揃そろって歯がみする。

　──五日後の２ｎｄライブもこのザマでは『Ｐプロデユーサー』失格だ、と。

　東部連合から機材だけでも調達するか──否いな。また妨害されるだろう。

「仕方ない、白。ジブリールに演出魔法を編んで貰もらおう。五日あれば──」

「……い、いいの？　なんと、なく……爆発とか、しか……しなさ、そう」

「さ、最悪、舞台はエルキアの職人に発注しよう。だが演出類で頼れるのはジブリールだけだ。何なら仮想空間を作って貰うとか……とにかくイメージを具体的にしよう」

　──とりあえず、死人だけは出さないように、と。

『十の盟約』を過信はすまいと、二人はタブＰＣのアプリを立ち上げる。

　二人に絵心はないが、帆ほ楼ろうの舞台演出を共有すべく、絵に起こそうと。

　そう、相談しながら画面に指を滑らせる二人は──ふと、




　──ちゃ～ら～らちゃららちゃ～らーらん……

　唐突に響いた馴な染じみない音に、空そらと白しろ、ステフの三人が首を傾かしげた。

「…………にぃ……電話……」

　スマホから──空が設定した『着信音』だと思い出した白に、

「はっはっは……妹よ、兄ちゃんのスマホはゲーム専用機だ。知ってるだろ」

　だが空は自虐的に笑って、スマホを手に取った。

　馴染みない音──なるほど。それもそのはずだ。

　最後に聞いたのがいつだったか思い出せもしない……なにせ、

「自慢じゃねぇが友とも達だちなぞ永遠のゼロたる兄ちゃんに、誰が電話をかけると!?」

「……本当に、自慢にならないですわね……」

　哀れみを込めた目のステフの言葉は、華麗に記憶から消して。

　空は慣れた手つきで『非通知』表示の画面に指を滑らせ通話を拒否──

「間違い電話か宅配便か……まーなんにせよこんなとこまで来て迷惑なこっ──」

　──しようとした指と言葉を止め──空と白は互いを見やった。

　あまりに唐突、予想外過ぎて、不思議に思うにさえ遅れた怪奇。

　──なんでこの世界デイス・ボードで電話が鳴るんだ？　……と。




「もしもし……誰だ？」

　だが気付いてからは、一秒にも満たない僅わずかな間。

　膨大な思慮を巡らせた空は、『出るべき』と即断──通話に応じ、問うた。

　だが、今なおやはり『圏外』と表示されるスマホから応こたえるのは、

『』

　白にも聞こえるよう、スピーカーモードで響く──ノイズだけ。

「……？　なんですのコレ。ただの雑音ですわよね？」

「……呪のろい、の……電話……とか？」

「そうだなぁ……いっそ呪いの電話であってくれれば助かるんだが……」

　怪け訝げんなステフと白に、ただならぬ危機感で以もつて応じた空に。

　一拍遅れて、白もまた焦燥に顔を染めて、ついに気付いた。




　──二人の知る限りこの世界デイス・ボードに『電波』など概念すらない。

　故に空は『無む視しするか』との自問に、『否いな』と即答、通話に応じた。

　何らかの魔法によって生じた電磁場の類たぐい──たとえば偶発的な無差別干渉なら、通話どころか、今すぐスマホとタブＰＣを電源ごと切らなければ、下手すると壊れてしまう。

　だが狙って干渉しているなら、それを超える問題……放置出来ない。

　そしてまるでその警戒、困惑に答えるように、

『暗号法則──解析了磁場制御試行』

「────────っっ!?」

　音声が混ざり出した不気味なノイズは、空そらと白しろに血の気を引かせた。

「……？　なんですのコレ。なにが起きてるんですの？」

　ステフの問いに答える者はない。なにしろ空達もわからない。

　ただわからずとも危機を感じるに足る状況を知る。そう──




　──異世界技術に干渉されている。

　電波も、基地局もない世界で、暗号化スクランブルまで施されている携帯電波通話に。

　否いな。そも通話機械だとさえ知り得ないはずの端末デバイスが、干渉を受けている。

　呪のろいの電話だと？

　その方がよっぽどマシな、総毛立つような怪奇現象は、こう──続いた。

『双方向通信確立──通話、可能』

　この世界にない技術を、この短時間で暴き、解析し、掌しよう握あくした、と。

　ノイズが消え鮮明にそう宣言した音声に──続いて男の声が響いた。




『お目通り願いたい、人類種イマニテイの王よ。意志者シユピーラーよ。我ら──機凱種エクスマキナなり』




　危き惧ぐした通り、狙って干渉してきた、放置など出来ない者。

　すなわち空達の正体、思惑を何ど処こまで暴けているか確認すべき者。

　──空達の計略を根底から覆しかねない存在の、その言葉に、

「……ああ、いいぜ。会おうか」

　空が感情を殺した声で、電話越しに答えた──刹せつ那なだった。




　音も風も、衝撃も振動も何も……脈絡さえもなく。

　エルキア城正門から玉座の間までが、一本の瓦が礫れきの路へと変じた。

「……………………はあ？」

　たっぷり数秒放心して、辛かろうじて声を絞り出した空の、視線の先。

　城を破壊し生じた瓦礫の路を緩慢に往ゆく、黒い一団に空は内心吠ほえた。

　──ありえない。城を一瞬で破壊しただと？

　デタラメで片付く話じゃない──キッパリと不可能だ──ッッ!!

『十の盟約』で他者の物を同意なく破壊など出来るはずがない！

　故に──どんな〝ペテン〟を使った？　と。

　黒い一団を鋭く睨にらむ空に答えるように、先頭を往く男の声は語る。

「……視認範囲内、ないし既知の座標以外への『転移』は不可能ゆえ……」

　一団が一歩進む都度、置き去りにした背後の瓦が礫れきが歪ゆがみ、消える。

　そうして空そら達の前に迫る頃には──もはや何事もなかったかのように、

「……『空間書換』させて頂いた……非礼のほどを許ゆるして貰もらいたい……」

　元通り玉座の間で、空達と向かい合う一団が揃そろい踏ぶみするだけとなっていた。

　ふむ……入り口を一時的に作ったごめんね──と。

「……あのさ……その前にノックとか、人呼ぶとか、無数の手続きあったと思わね？」

「ソ、ソラ～……い、今は、城は閉鎖中ですわ～城内スタッフも、休暇中ですわ、よ」

「あーそうだったっつーか何あの力。超便利。舞台演出にピッタリ──」

「……に、にぃっ　お、落ち着いて……っ！　現実、見て……っ！」

　あまりの出来事の連続に、思考が上滑りを続ける空を、何とか引き戻そうと。

　白しろに揺さぶられる中、黒い一団は無言で、機械的動作でローブを脱ぎ棄すてた。




　──それは、死神の如ごとき黒い礼装の、十三人の男女だった。

　否いな、訂正。それは十三〝人〟ではなく、十三〝機〟だった。

　節々から皮膚の奥に覗うかがえるのは、肉ではなく、金属だった。

　床へ落ちるよう伸びるものは、尾ではなくケーブルだった。

　空達も知る、大戦再現ゲームでも見た、名乗った通りの〝物〟だった──

　──【十六種族イクシード】位階序列・十位……『機凱種エクスマキナ』




「ソラ～？　そろそろ言ってもいいですわよねぇ──早速読み違いですわッ!?」

　──得意げに攻められないと語った舌の根も乾いてないだろ、と。

　裏返った声で詰問するステフに、だが空は答える余裕もなかった。

　フードを脱いだ機凱種エクスマキナの、作り物の二六の瞳レンズ、その全すべてが空に注がれていた。

　サーバールームにいるような、無機質に物々しい……息苦しい威圧感。

　一挙手一投足──脈拍の一つ、脳神経の一つさえ値踏みし、解析される錯覚。

　いや──果たしてそれは本当に錯覚だろうか。

　そんな焦燥と困惑に染まる思考の中、空は声に出さず、ステフに答える。




　──読み違いなどない──ただただ意味不明だ──ッ!!

　今の空と白に正面から挑めるものはいない──その事実は揺らがない！

　ただでさえ、空達は現在、『必勝の切り札』があると疑わしいはずだ。

　そうでなくとも、挑まれるなら──ゲーム内容の選択権は空達こちらにある。

　まして今の空と白に、負けうるゲームに応じさせる『掛け金えさ』はない！

　必勝のゲームを提示するか、さもなくば応じなければいいだけ──ッ!!

　誰もがわかっているはず、故に誰も仕掛けてこないと断言したが、ならば、何な故ぜ。




　こちらから会いに行く方法さえ、まるでわかっていなかった種族が。

　手がかりも、情報も皆無だった種族が──ましてよりによって──




　──『　　くうはく』が正面から負けうる相手と見ていた種族がッ！

　何な故ぜここにいる!?　何故──自分を見据えている──ッッ!?




「……名乗る名がなく失礼する。本機は『全連結指揮体アインツイヒ』と呼ばれている」

　そんな混乱を他よ所そに、十三体の一つが歩み出て、会釈した。

　空そらより一回りほど年上──に見える。少なくとも見た目は男性らしきもの。

　無機質な──機械の種族だから当然か──人形的なまでに整った造形の顔。

　赤みがかった黒髪も、青白い瞳ひとみも、やはり何ど処こか作り物めいて、人工的で。

　──だが。




「機凱種エクスマキナの……そうだな。『全権代理者』に該当する機体、となるだろうか」

　アインツィヒと名乗って、空達に歩み寄るその声は、視線は。

　明らかにただの機械ではない、明確な知性と──〝感情〟が覗うかがえた。

　その事実が、空と白しろの頰ほおに冷たい汗を伝わせた。

　──ただの機械なら、取るに足らない。

　たとえスーパーコンピューターであろうとも、機械は所しよ詮せん、機械に過ぎない。

　ことさらゲームとなれば、いくらでも出し抜く方法、凌りよう駕がする方法さえある。

　だが『最強』の神──アルトシュを討ち──大戦終結の引き金となった種族。

　無限に学習し、対応を重ねたその果てに終ついぞ『最強』をも屠ほふったという種族。

　それが、もしも、事実であり。

　その根拠の片へん鱗りんが──その眼めに宿る〝感情〟であり。

　空のスマホに干渉してきた、その危き惧ぐが示す通りに。

　空と白、二人の正体を、戦略を、暴かれているなら。




　たとえ『　　くうはく』とて、いかなるゲームであろうと。

　──勝つことなど、ほぼ不可能に近い。




　混乱と焦燥が、明確な危機感へと変じていく思考は。

　だが空の眼前に迫った機械の男を前に、凍り付いた。

　十の盟約がある。危害は加えられない。

　それでも、いやだからこそ。機械の男が手を伸ばして。

　空の頰を通り過ぎ、玉座に触れて紡いだ言葉──

「逢あいたかったぞ『愛しい人シユピーラー』よ。さあ、いざ愛を育はぐくもうぞ」




　──突然、愛を囁ささやかれた空そらは。

　石化する白しろと、何が嬉うれしいのか口を覆い赤面したステフの姿を最後に。

　強く、ただ強く、たった一言を念じ、自ら意識をシャットダウンした。

　記憶よ消えろ……と────





　　　　■■■






　微睡まどろむ意識が、浮上していく……なじみ深い感覚。

　眠りから覚めるその感覚に、空は胸を撫なで下おろす。

　……まったく、ひどい悪夢を見たものだ。

　疲れがたまっているのか。少し休むべきだろう。だが今は、

「…………にぃ…………にぃ、起きて……」

　そうだ。ほら、白も呼んでいる。

　くだらない夢なぞ忘れて、妹の声に応こたえなければならない。

　そう優しい笑みを浮かべ空はゆっくりとまぶたを開く──

　そこには白がいて、たぶんステフもいて、そして…………












「【苦言】もう一度言う。指揮権の譲渡を。貴機に本作戦の適性はない」

「何度でも言おう、却下すると。貴機に『愛しい人シユピーラー』の貞操は渡さぬ」

　自分に愛を囁ささやいた男と。その男と言い争う女性型の機凱種エクスマキナもいた。

　──あゝ無情。夢でもなく、記憶も消えてくれなかったことを──




「誰にも渡さねぇよ!!　って生涯童貞宣言しちまったじゃねーか!!」

　全霊で呪のろって跳ね起きた空そらの絶叫が、城内を震わせた。

「……よ、よかったぁ……にぃ、生き、生きて……たぁ……っ」

「死ぬかァ!!　男に告られて心不全とかワースト過ぎるわ!!　おいテメェ!!」

　安あん堵どに泣く白しろを抱いて、空はアインツィヒを指して、なおも吠ほえる。

「ガチホモイケメンアンドロイドって、属性過多だろ！　もっと慎みを──」

　と言葉を切って。空は改めて機凱種しゆういを見回して──続けた。




「その上『執事』かよ！　どんだけ全盛りする気だ何ど処この需要狙ねらってんだ!?」

　解析する視線、威圧感が消えて見えるようになったそこに居並ぶは。

　死神の如ごとき黒い礼装の、神殺しの機械の軍勢──ではなかった。

　……いや。黒いし、礼装でもあったが……要は燕尾服と、メイド服。

　つまりは……一体の執事ロボと、十二体のメイドロボの軍勢だった。

　しかも、こう……なんというか──全体的に……ユルかった。

　全機の表情からなにから、ただならぬポンコツ臭が漂っていた。

　──緊張を返せ、と叫びたい空に、ホモ執事アインツイヒは答えた。

「ふむ……あえて答えるならば、そなたの需要を狙った、と答える他ないが」

「そうかい大ハズレだな!?　何しに来たか知らんがメイドロボ置いて帰っとけ!!」

　そう叫んだ空に、だがアインツィヒは慈しむような笑みを浮かべて。

　未いまだくすぶる空の──その内心の焦燥を、見透かすように、言った。




「安心されたし『愛しい人シユピーラー』。機凱種われらそなたの力となるべく参じた。味方である」

　…………

　そう告げたアインツィヒに、だが空は頭を抱えた。

　──もう、ダメだ。状況が、まるで見えてこない！

　機凱種エクスマキナが現れた理由も、ポンコツな理由も、味方宣言も！

　なにより──ホモイケメン執事とメイドロボである理由も──ッ!!

　かくてついにたまりかねた空は、魔法の言葉を叫んだ。──すなわち！

「ジブえもん!!　へるぷみ────!!」

　──ほぼ同時。

「は～い♥　おはようから翌おはようまでっ！　マスターの暮らしを見つめるジブリールにございま～す♪　御用命は奉仕でございますか!?　それとも処刑でございますか!?」

　外から帆ほ楼ろうを投さつ影えいしていた天翼種フリユーゲル──ジブリールが現れた。

　虚空からテンション高く出現し、周囲を一いち瞥べつするなり満面の笑みで、

「おや？　これはまた……機凱種エクスマキナでございますか。流石さすがマスター。レア運が高い」

　──双方、躊ちゆう躇ちよなく。

「〝処刑〟でございますね♥　四秒ほどお待ちを──と、おや？」

『【典開】『番外個体イレギユラー』封絶手順起動シークエンス──エラー。要因特定を申請』

　ジブリールは光刃を、機凱種エクスマキナは一斉に膨大な兵器を抜き放ち──固まった。

　不思議そうな一同──つまり『十の盟約』など完全に忘れたらしい連中に。

「……なあ、過剰要求かな。状況を説明出来る、まともな奴やつはいないのかな……」

　懇願する空そらは、眼前ではじまりかけた大戦が強制終了キヤンセルされた事実に。

　遠く彼方かなたを見やって、思った……テト。さっきは煽あおってごめん、と。

　改めてそう『十の盟約』と、唯一神テト様に感謝の祈りを捧ささげる空達に、

　──おほんっ、と咳せき払ばらいが聞こえた。




「……機凱種エクスマキナ。『大戦』で戦神アルトシユを討ち滅ぼした、神殺しの種族でございますね」

　私はまとも、と主張したいのだろうか。ジブリールは笑顔でそう語る。

「また、天翼種フリユーゲルの半数も撃滅した残虐非道殺さつ戮りくマッスィンでございます♥」

　──おまえが言うのか。

　たった今、シームレスにジェノサイドしようとした口が言うのか。

　人類種イマニテイ三人ののジト目を浴びるジブリールは、だが流りゆう暢ちように続ける。

「しかし身に余る戦果だったようで。刺し違える形で僅わずかな個体を残し壊滅」

　そして、さらりと。

「その際に『新造機構』を失ったのか、新たな機体は確認されておりません」

「……待て。新造機構って、まさか繁殖能力を失ったのか？」

　あまりにさらっと語られた深刻な情報に。

　眉まゆ根ねを寄せて確認する空に、ジブリールはこくりと頷うなずく。

「はい。大戦終結以降は、極稀まれに単独個体が放浪する姿が目撃されるのみですが、そのどれも大戦終結当時の機体。絶滅危き惧ぐ機械の指定待ったなしの種族でございますね♪」

　…………

　つまり、ジブリールの創造主と、天翼種どうぞくの半数を虐殺した相手。

　だが一方で、絶滅寸前まで、自分達も殺されているという相手。

　まして先祖が殺し合ったとかでなく……そのまさに当事者同士……

「……そりゃ、まあ……恨うらみ辛つらみもある、か……」

「…………」

　──『大戦』などはるか昔。過ぎたことだ。忘れて水に流せ……とは。

　壮絶に互いを殺し合った当事者達を前には──さすがに気楽に言えない。

　そう、複雑に表情を曇らせ、顔を伏せた空そらと白しろ、ステフの三人に。

「はて？　私は機凱種エクスマキナに負けたこともなく、特に恨みなどもございませんが？」

　キョトンと告げたジブリールに、三人は目を丸くした。




「また敬意に値する〝好敵手てき〟に払う礼儀は、弁わきまえているつもりでございます」

「でもさっき処刑って言ったよな？」

　なにやらいいこと言った顔のジブリールに空は反射的にツッコみ、

「……殺したのだ。殺されもするは必定である。恨む道理など、あろうものか」

「でもさっき封絶って言ったよな!?」

　同じくいいこと言った顔のアインツィヒにも返す刀でツッコむが、

「……？　はい。ですから、敬意を以もつて、丁重かつ全力で殺すのでございます」

「安心されたし。現在の機凱種われらなら『番外個体イレギユラー』を殺さず恒久活動不能に出来る」

「恒久的な活動不能って、殺すのとどう違うんすか──ぁいえ、いいっす」




　──恨みはないが、それはそれとしてぶっ殺す。

　そう語る人外勢に、人勢そらたちはツッコミを諦あきらめ引きつった笑みで応じた。

「それより、一点のみ訂正願おうか『番外個体イレギユラー』よ。機凱種われらは『新造機構はんしよくのうりよく』を失ってなどいない。ただ『ふさわしき者』が現れるのを待ち続けていただけである」

　得意げに──結婚出来ないんじゃない、ふさわしい人がいないだけ、と。

　何ど処こかで聞いたような主張をかざすアインツィヒは──だが一転。

「そしてそれこそ──ここへと参じた理由でもある……」

　真剣な眼まな差ざしで告げた様子に、空達も顔を引き締めた。

　──絶滅に瀕ひんしている機凱種エクスマキナ。それが何な故ぜ、今。

　空達の前に現れたのか。そして、謎なぞの『味方宣言』の真意は。

　その答え次第では……と。空と白、ジブリールさえ警戒して。




「そう『ふさわしい者』すなわち『意志者シユピーラー』──現在、空と名乗っていたな……」

　注視されるアインツィヒは再度、空に歩み寄りって、

「そう、そなただ『愛しい人シユピーラー』よ!!　いざ本機と愛を育はぐくみ新機体製造こづくりしようぞ!!」

「話を振り出しに戻すなぁあ!!　っつか脱ぐな！　テメー壊れてんじゃねぇの!?」

　脱衣を始めた変態ロボに、空は咄とつ嗟さに白の目を覆い半ば確信を叫んだ。

　大戦──六〇〇〇年前の機械。骨こつ董とう品ひんどころか『出土品』である。

「……確かに。本機の耐用限界は、既に五九八二年超過している。時間遅滞措置スリープモードで機体の保全に努めても、経年劣化は避けられない──だが安心されたし『愛しい人シユピーラー』よ！」

　空そらの指摘に、アインツィヒは服を脱ぐ手を止め、そしてニッコリと。

「本機の思考、及び愛は至って正常である！」

「至った正常思考でその言動ならよけーにアウトだろーがッ!!」

　言って脱衣再開したアインツィヒに、空は頭を抱えて絶叫した。

「いかがでございましょうマスター。殺してみてから考えるというのは？」

「……ジブリール、許可、する……っ」

「許可してどうするんですのよ!?　と、とりあえずみなさん、落ち着──」

　殺気立つジブリールと白しろ、そして何とか宥なだめようとするステフを、

　──唐突に。鋭い風切り音に続き、重い破砕音が遮った。

　そして杭くいのように壁に刺さったストリッパーに代わって、




「【採決】話が進まない。当該機の指揮権一時剝はく奪だつし、当機が引き継ぐ」

　そう歩み出たのは、先ほどアインツィヒと口論していた女性型の機凱種エクスマキナ。

　他と同様、メイド服を纏まとった十代半ばほどの人間の少女──のような機械は。

　やはり人形的に整った顔、どこか人工的に見える、あやめ色の髪の頭こうべを垂れ。

　恭しくそのスカートの裾すそをつまみ一礼して、続けた。

「【謝罪】一部機体に深刻な障バ害グが見られた」

「ああ、深刻だ。法に問われる深刻さだが──今のでトドメ刺さったんじゃ……」

　視認は出来なかったが、おそらく蹴けられ壁に突き刺さったのだろう。

　痙けい攣れんする半裸変態アインツイヒ──壁を飾るには趣味の悪すぎるそれに空は思う。

　……これ盟約に抵触してない？　同意の上でアレなの？

「【付随】機凱種エクスマキナは連結接続中──『連結体クラスタ』単位では個を有さない。盟約に自傷行為を禁ずる旨はない。また当機脚部が偶然接触したのは残念な事故。当機は悪くない」

　……並列接続演算器コンピユータを『一台』と数えるようなものだろうか。

　ともあれ機凱種の間で同意があった──なら、何も問題ない。

　大変な変態を排除してくれた機械の少女が、更に続けた言葉に、




「【用件】協力要請する。目的は──『機凱種エクスマキナの絶滅阻止』」

　──嗚あ呼あ。話が通じる救世主が！　と空は歓喜して、

「ふむ……是ぜ非ひ詳しく聞きたいが、その前に──名前、教えて貰もらえるか」

「【謝罪】当機に名前はない。ごめんなさい」

　その尊き名を問う空に、だが救世主は頭を下げた。

「【開示】当機識別番号Ec００１Bf９Ö4８a2。役称『旧Ｅ連結体第一指揮体アエルト・イミル・クラスタ・アイン』」

　……ちょくちょく面倒な仕様っすね、機凱種こいつら。

「あー……じゃ長いから『イミルアイン』って勝手に呼ぶけど、いいかな？」

「………………………………」

　……え、えーと……駄目、だったのだろうか？

　長い沈黙に、そろそろ空そらが不安になりだした頃、

「【登録】当機は……現時刻を以もつて『イミルアイン』、です。末永くお付き合いを」

　深々と頭を下げたイミルアインに違和感を覚え、空と白しろは小首を傾かしげる。

「【開示】『番外個体イレギユラー』の説明に補足。先の大戦により機凱種エクスマキナは〝壊滅〟した」

　だが再度頭を上げたイミルアインは、淡々とした様子で、

「【続示】決戦被害報告。『神しん撃げき』および『連合全火力』の衝突を浴びた四八〇七機は、当機含む五機を残し蒸発。続いて戦神アルトシユ陣営と交戦した九一七七機も九九．六九％損耗。不可逆的破壊を免れたのは二八機。また残存全機に、記憶・記録・人格の損失等、深刻な障害が連鎖発生。推定要因は『神髄』破壊時の、反論理演算に伴う矛盾エラーの蓄積──」

　語られたのは──神殺しの代償。その想像を絶する代償だった。

　理論上無限に強くなり、天翼種フリユーゲルの半数をも討ち滅ぼした種族が。

　一五〇〇〇近くで挑み神を殺し生き残りは──たった二八機。

　その途方もなさに喉のどを鳴らす空達をよそに、

「【結論】経年劣化も伴い、現存稼働機は、十三機」

　かくてここのいる機凱種エクスマキナのみとなった、とイミルアインは続ける。

「【本題】機凱種エクスマキナの『新造機構はんしよくのうりよく』は現在も使用可能。でも前言エラー群により、全機にある種の『ハードウェアロック』が発生した。『適合者』以外との繁殖は、拒絶される」

　──なるほど、と。空は小さく頷うなずいて、呟つぶやいた。

「……そりゃマズいな」

「【首肯】こりゃマズい」

　そう真ま似ねるイミルアインに、だが空と白は眼めを交わし安あん堵どした。




　スマホが鳴った瞬間想定した、最悪の状況──すなわち。

　空と白じぶんたちの正体てのうちを暴いた最悪の敵さいきようが攻めてきたわけではないらしい……と。

　アインツィヒの味方宣言、イミルアインの協力要請も、言葉通りの意味。

　繁殖出来ない機凱種エクスマキナの滅亡阻止に、味方として協力して欲しい、という。

　当然、滅びられては困る。ただでさえ寝覚めが悪い。

　そうでなくとも『種のコマ』が失われては、この世界ゲームは『詰んでクリア不可になつて』しまう。

　まして、先程みせた『空間書換』──最高の『万能舞台演出装置』だ。

　味方になってくれるなら、帆ほ楼ろうの次のライブの問題も綺き麗れいに解決する。

　協力を拒む理由はない。ない、はず……だが。

「……………………」

　未いまだ解消しない複数の懸念に、空は即応出来ず、黙り込んだ。

　まず最初に現れた瞬間からの疑問──何故今だ。何故自分達なのだ。

　機凱種エクスマキナの言動も不可解──意志者シユピーラーとは何だ？　愛しい人シユピーラー、ご主人様シユピーラー？

「【比喩】雨に濡ぬれた子犬。風前の灯ともし火び。かわいそう。『ご主人様』は見捨てる？」

「──いや。まあ、見捨てないと思う……けど……」

　警戒の色濃く思考する空そらに、だがイミルアインは「よかった」と頷うなずき。

　そして穏やかな笑みで──だが光のない目で──続けた。




「【率直】当機と子作りしてくれなきゃ、当機、死ぬ」

「変態美形イケメンの次はメンヘラ美少女か、脅迫すんなよ!!」

　貴重な良識勢イミルアインの突然の裏切りに、空は嘆きの悲鳴を上げた。

「つーか機械と子作りってどうやんだよ！　機凱種エクスマキナってどう繁殖すんだッ!?」

　そして白しろを小こ脇わきにジブリールの背に隠れた空は、最大の疑問を問うた。

　少なくとも『愛を育はぐくむ』必要はないだろ──ましてホモロボと！

　そう背中から問われ、ジブリールは思い出すように、答える。

「機凱種エクスマキナに関する僅わずかな記述では──異なる二機が『新造機構』を接続し『データ』比較から次世代に要求される対応機体を造る……という仕組みだと記憶してございますが」

「じゃー機凱種エクスマキナ同士じゃないとダメじゃねぇか！」

「【否定】魂の観測に成功した。機凱種エクスマキナ以外の『魂データ』を用いても問題ない」

　……な、なるほど。ジブリールが擬似的に空の子を産めると言っていた奴やつか。

　海棲種セーレーンの繁殖法もそうだ。だがそれらはたしか〝魂を混ぜる〟といっていた。

「……で、どうやって『魂データ』を取るんだ？　機械的な方法じゃないだろうな？」

　宇宙人にキャトられたり、妙な装置に繫つながれる空の不安を払ふつ拭しよくするように。

　イミルアインは頼もしく、安心して欲しいと力強く頷いて答えた。




「【誇示】『ご主人様』専用の『穴』を構築アセンブリした。通常の〝性交渉〟で可」

「逆になんでそうしちゃったんだよ!?　もー少しだけ機械的にしとけよ！」

　この世界……なぜこう、こう……一々極端なのだ！

「【回答】過去の反省を踏まえての改良アツプデート。性能は極めて優秀。たぶん」

　──過去の何がその反省に至らせたのか、疑問は飲み込む。

「【補足】本来、人類種イマニテイ女性の『穴』を模倣する予定だった。でも観測データ不足。よって刺激に対する『ご主人様』の反応を常時観測し都度変更リアルタイム・フイードバツク式採用。内部構造強度圧力粘度温度、疑似脈動・発汗等を常時最適化──〝最上の快感提供特化〟の『穴』を構築アセンブリした」

　…………、

「【誘惑】当然新品。試用する？」

　────。

「……にぃ……なんで、黙る、の……？」

「だ!?　だだ黙ってないし!?　ちょっと揺れたりしてないし!?」

　白の眼まな差ざしに慌てて叫んだ空に、

「貴機！　『全連結指揮体アインツイヒ』である本機から『愛しい人シユピーラー』を寝取る気か！」

「テメーに取られるモンなんかねぇだろ!!　壁に刺さってろよポンコツ!!」

　突如復帰したアインツィヒの危き惧ぐの叫びに空そらは吠ほえ、続いて、

「【同調】誰と愛し合うか、選択権は『ご主人様』にある」

「さっき脅迫で選択権を奪った口が言う!?　……待て。まさかコイツも──」

　イミルアインにも吠えた空の脳裏に、考えたくない思考が過ぎった。

　……アインツィヒ。こいつにも、その……ついてるのか……？　穴。

「ああ、安心されたし『愛しい人シユピーラー』よ。本機は『穴』ではない。さ──」

「あーあーうっせぇ!!　聞かねぇし知りたくねーつかやっぱテメーは帰れ！」

　──かくして更新された状況は、以下だった。

　新造機構はんしよくの『ハードウェアロック』は、機凱種エクスマキナがシュピーラーと呼ぶ者。

　つまり、空しか受け付けない。しかも方法は、その……〝アレ〟と来た。

　だが、まだ疑問が残る。何な故ぜ──と、




「ちょっと──お待ちになってくださいなッ！」

　ここへ来て、無言を貫いていたステフから、待ったがかかった。

「要するにその……せ、せいこうい……で繁殖するんですのね!?　どうしてソラですの!?」

「おおっステ～フ！　そう、それだよ!!　ずっと欲しかったツッコみだよ!!」

　そう──未いまだ解決しない疑問。何故、今で。何故、空なのか。

　六〇〇〇年経て絶滅に瀕ひんして、他に『適合者』はいなかったのか？

　そう思考する空と目を合わせて、深く頷うなずいたステフは──吠えた!!

「私が保ほ証しようしますわ。この男、最低ですわよ!?　何を血迷ってのソラですの!?」

「そこのツッコみは欲してねぇよっ!!」

「というかドラちゃん。私の前でマスターを侮辱……来世によほどお急ぎの様で♥」

「……なら……にぃ、が……いるだけ、で……ニヤニヤする、の……やめた、ら？」

「は、はぁ～あ!?　ちょ、いえそういう──って、いつニヤニヤしましたの!?」

　と、手本のような内ゲバをはじめた空達の喧けん噪そうは、だが──




「【再示】前言のエラー群に起因する『ハードウェアロック』」

「そのエラー群を……機凱種われらは──『心』と呼んでいる……」

　イミルアインと、アインツィヒの静かな声と──

「……『心』……だと？」

　十一体の機凱種エクスマキナ──心を持つという機械達の、神妙な沈黙に。

　その起源を語る言葉に空は声を零こぼし、一同揃そろって耳を傾けた。

「そも機凱種われらはただの機械……『心』など有していなかった」

「【否定】──正確には、機械ですらない」

　イミルアインの訂正に、アインツィヒは「そうだな」と苦笑して。

　機械だと忘れてしまいそうな程に、人間らしい仕草で──続ける。

「機械とは『道具』である。道具は目的を以もつて造られるが……機凱種われらは、違った」

「【肯定】危害に対応する。対象の有形無形、有象無象を問わず。受動的に。対処的に。ただ存在する。それだけ。草木と変わらない。意味もない。目的もない。なにも……」

　…………

「大戦末期──機凱種われらが『遺志体プライヤー』と呼ぶ機体が得た『心』を、機凱種われらは同期共有した」

　一斉に頷うなずく機凱種エクスマキナ達が、アインツィヒのその言葉を裏付ける。

　その背景にどれ程のことがあったか、知るよしもないが──

「──さて、その『遺志体プライヤー』は、とある男に〝ぞっこんラブ〟であった」

　再度、一斉にうんうんと、頷く機凱種エクスマキナ達……が……ん？

　……いや、待て。

　先程までの神妙さが雲散霧消する中、熱を増すアインツィヒは続ける。

「その『心』を同期共有した！　機凱種われらはならば！　どうなるか自明である!!」

「……えっと……全機が、その男に〝ぞっこんラブ〟……でしょうか」

　三度、一斉にうんうんと、空そらに頷く機凱種エクスマキナ達に、もはや神妙の「し」の字もなく、

「かくて『新造機構』は、愛いとしきその男以外、受け付けぬようロックされた!!」

「【断言】『ご主人様』以外との子作り断固拒否。生理的に無理。ごめんなさい」

　そして四度の一斉のうんうんは、もはや、ギャグでしかなかった。

　だってそれはつまり──と一同を代表しステフが言う。

「機凱種エクスマキナはその方以外と繁殖したくない。だから繁殖してないってことですの？」

「それで滅びに瀕ひんしてりゃ、ただのバカだろ!!」

　叫んだ空に、だがまたもや異常接近して笑顔で、

「問題ない。六〇〇〇年以上を経てこうしてまた会えたのだ……『愛しい人シユピーラー』よ」

「確実に『人違い』じゃねぇか!!　生まれてねーどころか文明発祥したてだよ!?」

　空の顎あごに手を添え愛を囁ささやくポンコツアインツイヒを振り払い、空はなおも吠ほえる。

「ジブリール！　機凱種エクスマキナってこーいう連中なの!?　こいつら節穴アイだぞ!?」

「観測や解析──戦闘でも、単機で私に迫る極めて優れた種て族きだったはずですが……」

　だが意外にも、最も困惑しているのはジブリールだったらしく。

「……神殺しの代償でしょうか……コレに苦戦したと思いたくはございませんね……」

　虚うつろにボソボソ呟つぶやく言葉は、空達の耳に届かなかったが──




「照れずともよいぞ。そなた『愛しい人シユピーラー』よ。機凱種われらの解析に間違いはない」

「俺が照れてるって解析が、既に間違っちゃってるぞ!?　根拠はなんだよ!?」

　たった一文内に矛盾を込められるアンドロイド。

　悪い意味で超越的なるポンコツは、空の問いに「ふむ」と答える。

「根拠は多々ある。まず容姿は──ふむ。残念ながら、あまり似ていない。『愛しい人シユピーラー』はもっと男前であった……だが時の流れがいかに残酷とも、この愛は揺らがぬ！」

　──こいつ、喧けん嘩かを売ってるのだろうか。

　だったらそう言え、と息巻く空そらに、今度はイミルアインの──否いな。

　機凱種エクスマキナ全機が並列で解析しただろう、言葉通りの『報告』が響く。

「【報告】個体『空』とサンプルデータ『意志者シユピーラー』の一致率、推定値九六．二三％」

　だがその『結論』とやらに、空は思わず失笑をこぼした。

　どんな超絶計算が行われたか知らんが──確率論など机き上じようの空論だ。

　既存の情報を元に、何を計算しようと『たぶん』以上の答えはない。

　だから、「くだらない」と一笑に伏しようとした空は──




「しかし論理など、ただの参照情報である。所しよ詮せんくだらぬパズル遊びに過ぎん」

　────なっ……なに……？

　こともあろうに機械──演算器コンピユータにその言葉を奪われ、思わず耳を疑った。

　そして論理、数学を否定した演算器コンピユータは、非論理的に、熱っぽく──語る。

「確率論に零も百もない。無限回演算を重ねようと、行き着くは九九．九九九％が限界の！　未知の情報一つで覆る程度の！　あまりに不完全な道具と、機凱種われらは思う」

「……あ、ああ……そ、そうだな。わかってんなら──」

　膝ひざ上うえの白しろに至っては、今にも気絶しそうな顔をしていたが。

　酸欠のように口をぱくぱくさせて、辛かろうじてそう答える空に、




「では、ならば、最後に信じられるものはなんであろうか、『愛しい人シユピーラー』よ」

　そう熱く、そして爽さわやかに、作り物の歯まで輝かせて見せて、

「この『心』が断ずる。そなたこそ機凱種われらが待ち望んだ彼であると──ォッ!!」

　己が胸に手を添え断じたアインツィヒの言葉に、空は喉のどを鳴らした。




　……ああ。その通りだ、と。

　確かなことなど、本当はなに一つとして存在しない世界で。

　それでもなお信じられるものがあるとすれば、一つだけだ。

　──信じたいものだ。

　信念と言い換えてもいい。あるいは理想や、想おもい、願いと。

　そう──『心』が告げるままに。ただそういうものだ、と。

　決めつけ、そうであってくれと信じることでしか出せない、答えもある。

　機械の種族、論理の化身がそう断じるに至るとは──理解を逸している。

　やはり機凱種エクスマキナ、底が見えない。恐怖さえ覚えるまでの対応と、学習……




　────だが人違いだ。




　それはそれとして。純然たる事実として。キッパリ、勘違いだ。

　悲しいかな──心が示した答えもまた、往々にして間違うのだ。

　そう残酷な現実を思って遠くを見やる空そらに、ぽつり、と。

「【質問】『ご主人様』は今、当機と子作りしたくない。驚異的自制心。すごい」

　そう言うイミルアインと、その背後のメイドロボ達が迫る様に。

「いえ？　スゲーしたいっすよ僕も男の子ですしメカっ娘ことか余裕で好グフォ」

「……却下、没……不採用、拒否……十八禁……っ」

　と思わず本音を垂れ流した空を遮って、白しろの肘ひじ鉄てつが問答無用で却下する。

　しかし、あくまでも拒み続ければ滅びる。

　それに、帆ほ楼ろうのことを考えると万能演出装置を味方にするのも捨てがたい。

　突如降ってわいた問題にどうするか、空と白揃そろって思案に暮れていると──

「ふむ……やはりどうしても照れが出てしまうか『愛しい人シユピーラー』よ」

「テメーに至っては論外だよ！　さっさと帰れつってんだろが!!」

　そう叫んだ空に、アインツィヒは「では」と続けて──




「機凱種われら一同、そなたにゲームを申し込む」

　──ゲーム。

　その単語に、空と白は刃物のように目を細める。

「機凱種われらが勝てば、機凱種われらから、『一機のみ』を選び繁殖子作りする義務を課す」

「……こっちが勝ったら？」

「うむ！　機凱種われらから、『一機のみ』を選び繁殖子作りする権利を進呈しよう！」

「どっちも変わんねぇな!?」

　そう吠ほえた空だが、白と目配せするその内心は不敵に笑っていた。




「ちょ、ソ、ソラ！　結局攻められる形になってるじゃないですのよ!?」

「恐れながら、マスター達が負けるとは思ってございませんが、機凱種エクスマキナは──」

　そうステフと、ジブリールも口々に問う──勝てるのか？

　だが、それらにただ笑みを向けて答えて、




「ま、いいぜ……ただしこっちは俺と白、二人でやる。掛け金も変更だ……」

　なに……考えてみれば単純で、しかも、ご都合主義な展開だ。

　要するに『新造機構』にかかっているロックの『解除アンロツク』を誓わせればいい。

　元々『心』によってかかったロックならば、盟約の強制力で解除させられる。

　これで滅亡回避。更に、舞台の演出協力も誓わせれば、全すべて解決である。

　──危き惧ぐされた〝最悪〟は、既に潰ついえた。

〝空と白じぶんたちの正体てのうちは暴かれていない〟──というか、人違いさえされている。

　であれば機凱種エクスマキナが相手でも『　　くうはく』なら、勝つことは──不可能ではない。

　だが決して容易ではない。故に慎重に内容ゲームに思い巡らせる空そらの思考は──

「申し訳ないが『愛しい人シユピーラー』よ──却下する」

　だが──アインツィヒの言葉によって断ち切られた。

「ゲームを行うのはそなた一人。機凱種われらは全機『連結体クラスタ』並列で相手する」

　…………は？

「また、ゲーム内容の指定も、機凱種エクスマキナが決する」

　アインツィヒの言葉に、イミルアインが手を前方へと翳かざし、その名を告げる。

　彼らが決するというゲーム。虚空にポリゴンが浮くように出現したそれは──

「【典開レーゼン】──遊戯００１『チェス』──」

　…………なあ。

　そう頭痛を堪こらえた無理な笑顔で、空は二機の機凱種エクスマキナに確認する。

「なあ……一回、整理させてくれ。挑まれたのはこっち──だよな？」

「いかにも。その通りであるが」

「で、機凱種エクスマキナは滅びに瀕ひんし、他の誰でもない俺の協力が必要──と？」

「【肯定】それに何か問題でも」

　──『十の盟約』の五──ゲーム内容は、挑まれたほうが決定権を有する




「ゲーム内容決めんのはこっちだろーが!!　っつーか！　子作りに応じてくださいゲームしてでもって、頭下げてんのそっちだよな──なんで上からなんだよッ!?」

　そう頭をかきむしって吠ほえる空に、だが返されたのは、

「【疑問】機凱種エクスマキナが滅びて困るのは『ご主人様』。主導権はこちらにある。変？」

　そう、キョトンと首を傾かしげる、イミルアインの言葉だった。

「ソラ～？　今度こそ読み違いですわよね──というか詰んでませんのっ!?」

　裏返った声で問うステフに、空は口を開く気にもなれなかった。

　──『　　白と二人』で挑んで、ようやく勝てるかどうか、という相手。

　反論理演算さえする、神託機械やハイパーコンピュータも鼻で嗤わらう、超越演算機。

　それを空一人で相手しろと？　しかも『チェス最善手の読み合い』で？　どういう意図か──自明。




　──必敗のゲームに応じろ。さもなくば種ごと滅ぶ。

　そう、脅迫だ。自分自身を盾に敗北を強要。全くの想定外でもない手だ。

　奇遇にも先日、後ろで困惑する誰かさんジブリールに、同じ手を打たれ久しくない。

　だが──〝種族の滅亡を盾にする〟──だと？

　想定しても対処など不可能。完かん璧ぺき。鮮やかなハメ。だから……さあ──!?

「こんなえげつねぇハメ方しといて、要求がソレで本当にいいのかおまえらッ!?」

　──挑めない者に挑み、不利な要求に応じる理エ由サがない者に応じさせて！

　なんでも要求可能だ。それこそ『人類種イマニテイのコマ』をさえ賭かけさせられる！

　そんなハメを……こんな、日時指定もない、バカみたいな要求に……!?

「嗚あ呼あ『愛しい人シユピーラー』許ゆるしは請わぬ……そなたが照れて応じぬは想定内であった！」

　そう一人拳こぶしを震わせ、男泣きするアホンドロイドに、

「だがこれも『愛しい人シユピーラー』が素直になる為ため！　愛故に機凱種われら、鬼にもなろうっ!!」

　空そらは苛いら立だたしげに──『まあいい』と内心、舌打ちして。

「ジブリール。テーブルと椅い子すを持ってきてくれ。このゲーム──受けよう」

　──よろしいので？　とは訊きかず、ジブリールはただ頭こうべを垂れて。

　一瞬消失し、その手に携えて戻って来た椅子に着いて、空は言う。

「ただし先手は俺だ。更に、俺が勝った場合の要求は変更させて貰もらう」

　どうせ勝たせる気など一切ないゲーム──ならば、




「俺が勝ったら、直ちに『新造機構』を解除アンロツクしろ。誰以外とは子作りしないっつーボケた信念も即座に破棄、繁殖しろ。あと、ライブの演出装置として使われろ──いいな？」

　どれほど吹っ掛けても受けるだろうと空の読みを、肯定するように。

　倣ならうようにしてテーブルに着いたアインツィヒは、微笑を浮かべて、

「了承しよう。ただしこちらも数点要求しよう。それで構わなければ──」

　そう〝数点〟を語ったアインツィヒ、ならびに全機凱種エクスマキナが手を掲げる。

「……にぃ……？」

　そして不安げに空を見上げる白しろの瞳ひとみに、空も獰どう猛もうに笑い手を掲げて、

「ナメやがって……簡単に勝たせてやると思うんじゃねぇぞクソポンコツ」

　そう言って、機凱種エクスマキナ十三機と、人類種イマニテイ一人が共に宣言する。




　──【盟約に誓ってアツシエンテ】……と……





　　　　■■■






　一方エルキアからはるか西──ヴァラル大陸。

　つい先日までエルヴン・ガルド・ティルノーグ州と呼ばれていた地。

　空達の企たくらみにより森精種じゆうにんが残らず立ち退のかされ、今はエルキアの開拓船団の到着を待つ無人の領土となっているその上空に、巨大な陸──天空都市が浮かんでいた。

　幻想種フアンタズマアヴァント・ヘイムの背に造られたそれは、天翼種フリユーゲルの都。

　無数の立方体が高く積まれ高層ビルが複雑に絡み合う様相を呈すその片隅で、

「……アヴくん……最近のうちの悩み、聞いてくれるかにゃ……」

　翡ひ翠すい色の髪から角を生やした両目色違いの双そう眸ぼう。破は綻たんした光輪を戴いただく少女。

　天翼種フリユーゲル・第一番個体──アズリールは、己が内なる幻想種フアンタズマに語りかけていた。

　アヴァント・ヘイム十八翼議会せいふの全翼代理であり。

　また、その身に宿す一体の幻想種フアンタズマも含めた事実上の全権代理おさたる彼女は今。

　積み上げられた立方体に遮られ陽光さえ届かぬ、奥底の闇やみの中で──

「うち……みんなに嫌われてる気がするにゃ。気のせいかにゃ？」

　──立方体の隙すき間まに挟まり、暗くら闇やみの中、孤独に涙していた。




　重力や空間等の物理法則が通用しない天翼種フリユーゲルに、インフラの概念などない。

　その天翼種フリユーゲルが住まう都に、道路、階段など必要に思う理由さえ知りえない。

　だが空そら達とのゲームで人類種イマニテイ並の力に『縛りプレイ』中の、アズリールは。

　大量の本を抱え、上機嫌に歩いていた──アズリールだけは。

　……足を踏み外せば、下に落ちるという自然の摂理を、先程、ついに知った。

　ついでに高所から落ちると死ぬほど痛く、狭い隙間に落ちると出られないことも。

　発見多き日に涙するアズリールの問いに答える──アヴくんアヴアント・ヘイムの声はその内から。




《──我に好嫌の感情を、窺うかがい知しることは困難だ》

　幻想種フアンタズマ──元より自我さえ薄いそれは、「だが」と続ける。

《──貴君がそう疑うならばそうであろう、と察す》

　…………うん。

「……うん、わかってたにゃ……やっぱり嫌われてるにゃ。だって──」

　そう小さく、全すべてを受け入れる笑みを一瞬浮かべて、

「なんで誰もうちを助けに来てくれないにゃあああああああああああ!?」

　アズリールは暗い隙間から、涙を散らして叫んだ。




「聞こえてないはずないにゃ!?　うちが落ちるの見てた子いたにゃ！　『あ（笑）』って声まで聞こえたにゃ!!　うちお姉ちゃんにゃ天翼種フリユーゲルの長にゃ!?　誰か助けるにゃぁあ!!」

　沈黙と、壁の圧迫感だけが答える中、ふっと笑ってアズリールは思う。

　いや──わかっている。天翼種フリユーゲルは今、みんな忙しいのだ、と。




　──エルキア領土になった、旧・森精種エルフの都市。

　それは現在、交わされた盟約の文言から──正確には、空と白のものだ。

　森精種エルフが立ち退のき大量の本が残された天翼種フリユーゲル垂すい涎ぜんの街も、『盗難持ち出し』出来ない。

　それを利用して、空と白しろは、天翼種フリユーゲルにこう提案した。

『原本一冊につき、写本＋森精種エルフの都市設備解説書と交換。早い者勝ち私物化ＯＫ！』

　更に、人類種イマニテイ・獣人種ワービーストの開拓船団が到着するまで──と時間制限までつけて。

　かくて天翼種フリユーゲルは競って地上を往復している最中だ。天翼種フリユーゲルは膨大な数の本を。

　空そら達は同じ数の写本と、人類種イマニテイには理解も出来ない森精種エルフの都市活用法を得る。

「……空くん達に協力的じゃない子まで、見事に利用するにゃ……恐れ入るにゃ」

　素直に感心する。忙しいのも当然である。だが──

「うちを助けるのそんな手間にゃ!?　二秒もうちに割く時間ないってかにゃあ!!」

　──確信。嫌われている。

　都市の奥深く、そこを墳墓の地と定めたアズリールは、

「ふ……この世に希き望ぼうも救済もないにゃ。所しよ詮せんみんな絶望という闇やみの中、独りにゃ」

　そうポエミーに黄昏たそがれ、そのまま干ひ涸からびることにした。




「……先輩の分際でまた随分と詩的でございますね……頭でも打たれましたか」

　と──声に顔を上げた絶望という暗くら闇やみの中に、光が立っていた。

　文字通りの天使は、アズリールに歩み寄りながら続ける。

「いえ全身を打ってますね。どうでもいいですが。ともあれ、随分探しました」

「ジ、ジブにゃん……お、お姉ちゃんを探しに来てくれたにゃ……!?」

「ええ、まあ、不本意ながら。あまり手間をかけさせないで欲しいものですが……」

　そう、造作なくアズリールを隙すき間まから転移させ救出したジブリールに。

　アズリールは──訂正し、呪のろった世界に詫わびた。

　他の誰でもない、最愛の末妹が助けに来てくれたのだ──ッ!!

「希望も救済もあったにゃ、ここにあったにゃ！　世界は光に満ち──にギャッ!?」

　感涙にむせび泣いてジブリールに飛びついたアズリールは。

　だがそのまま顔から対面の壁に突き刺さった。

「やはりここにありましたか……まったく無駄な時間をとられました……」

　当然のように空間転移し回避したジブリールは、一冊の本を手にため息つく。

　それはたしか、アズリールが落ちた時に持っていた本の一つで──

「……………………にゃ？　あれ？」

　呆ぼう然ぜんとアズリールは小首を傾かしげる。

　あれ？　あれ？　と理解を拒み空転する思考の中、

「……え～と……え？　ジブにゃん……うちを、探しに来た……にゃ？」

「はい。先輩がこの本を持って足を滑らせ落下したと聞いたので──あ、なるほど。申し訳ございません。語弊を招く発言、お詫びして訂正致します」

　ニッコリと、嗚あ呼あ……まさしく天使の微笑を浮かべたジブリールの言葉に。

「本を探しました。先輩は探してませんし、今後探す予定もございません♥」

　──再度、世界に闇が落ちた。

　上げてから落とす。にゃは～……やっぱりこの世はクソにゃ……

「それでは、マスター達をお待たせしておりますので、これで」

「にゃ～待ってにゃ～あジブにゃんお願いにゃ！　せめて上まで連れて──」

　言うや長距離空間転移かえりの支度をするジブリールに泣きついて、ふと。

「…………ジブにゃん。なんで〝その本〟を探してたにゃ？」

　アズリールは言葉を切り、目を細めて問うた。

　それは、古代地精種ドワーフの本の、写本だった。

　忘却機能がない天翼種アズリールは、一字一句記憶するその中身は──

「厄介な人形がいらしたので。マスターに役立つ記述ヒントがないか、改めて読み返そうかと」

　──そう。機凱種に関する記述を求めた、理由を言い残して。

　ふっ、と──ジブリールは虚空に溶けるようにして消えた。

　…………、

　そうしてまた、都市の奥底、闇やみの中で独り取り残された天翼種フリユーゲルは。

「……にゃ～？　……あのスクラップが……エルキアに、にゃ～……」

　だがその底より深くから響く声で、その闇より暗い陰を落として笑った。

　別人のような天翼種フリユーゲルの長に呼応するように、幻想種アヴアント・ヘイムも揺れる。

　天にありながら地鳴りのように。底知れぬ悪意が音を帯びたかの如ごとく。

　膨れあがり渦巻く感情が視認さえ叶かなう中、天翼種フリユーゲルの長は──一言。

「────────集合にゃ」

　──即座、ジブリールを除く天翼種フリユーゲルが転移し、その場に膝ひざをついた。

　それは先程まで響いていた『アズリール』の懇願や、要求ではなかった。

『第一番個体』──神が創りし神討ちの兵器、その最初羽の命令だった。

　指令は、端的。

「アヴァント・ヘイムごとエルキアまで空間転移──総員、用意にゃ」

　島一つを優に超える大質量を、丸ごと海を越えた隣大陸まで空間転移させろ。

　天翼種デタラメを以もつてしてなおデタラメな命令に、だが異論一つなく皆用意を始める。

　そして一人、

「……ジブにゃん。その廃材人形、うちやアヴくんも会いたいにゃ」

　そう能面の笑みで呟つぶやく声に、アヴァント・ヘイムも同意するように声を上げた。

　鯨くじらの鳴き声のように心地いいはずの声は、だが今は聞く者をすくませる咆ほう哮こうで。

「ちょ～っとお話するにゃ……なるべく面白い話を、期待するにゃ」

　……そう。出来るなら面白い話が望ましい。

　アズリールとて、ようやく色々と楽しくなってきたところだ。

　率先してエルキアを、空そら達を、ましてジブリールを敵に回したくはない。

　出来るなら穏便に済ませたい。まあ、もちろん──




「〝つまらない話〟されたら──塵ちり一つ残さず殺すにゃ♥」

　……出来るのならば、だが────────






第二章──帰納的推論リトロダクシヨン






　東部連合本島──首都・巫雁かんながり。

　東部連合を築き上げた金色狐ぎつねが住まうそこは、巫み社やしろと呼ばれる。

　獣人種ワービーストから現あら人ひと神がみの如ごとく崇敬を集めるそこには、現在──




「……なあ……意地でもツッコまんとこお決めとってんけどなぁ……？」

　まず、根負けした様子で、ついに口を開いた、狐の姿があった。

　大きく、艶つややかな金色の毛並みの二つ尾と、狐耳に片眼鏡モノクルの女性。

　東部連合の建国者、獣人種ワービーストの全権代理者──巫み女こが呟つぶやいて見やる先には、

「ん？　あ～勝手にお邪魔して勝手にくつろいでるから、お構いなく」

「……どぞ……気にしない、で……？」

「客に茶の一つも出さないとは、国の程度がしれますね……あ。いえ、獣の餌ペツトフードを出されても困りますので、身の程を弁わきまえた見事な礼儀作法、と訂正すべきでございましょう」

　──唐突に巫社に空間転移して現れて。

　挨あい拶さつの一つもなしに、ソファーに寝そべり実家のようにくつろぎ出した一団。

　空そらと白しろ、そしてどの口で礼儀を語るのか──笑顔のジブリールの姿があった。

　そしてそのふてぶてしい一団の様子に、

「巫女様。『出てけ』と御一言。さすればこのゴロツキ共、即座に叩たたき出だしますぞ」

　と笑顔で言う初老の獣人種ワービースト──初はつ瀬せいのが、顔に血管を浮かばせていた。

　だが、その背後に逆さまに転移して、ジブリールは同じく笑顔で応じる。

「はて。犬風情がマスターを、ひいてはその不肖の奴隷わたしを叩き出すと吠ほえたのでしょうか……気のせいでございますよね。ケモノすら嚙かみ付つく相手は弁えますので♥」

「はっはっは、鳥頭でも『十の盟約』はわかると思った失礼お許ゆるしくだされ。ですがご安心を。巫女様の私有地、滞在を拒めば不法侵入者ゴロツキどもはわからずとも出て行かされますので」

　──融和はまだ遠いなぁ……と空と白、巫女は思う。

　ジブリールと視線で火花を散らすいのは、続いて空と白に向き、

「ハゲザルでも、今がそれどころではないと、おわかりと思っていましたが？」

　空達と巫女達が集う巫社・離り楼ろう邸てい。視線を上げた先には、画面があった。

　大小五つの、天井からつり下がるそれらの画面に映るのは、五人の獣人種ワービースト。

　東部連合の代表者達ゲーマーだろう彼らの内、一人はよく見知った者だった。




　フェネックのような耳と大きな尾を。

　今は紅色に染める幼い女の子──初瀬いづな。

　電脳空間内、仮想の町並みを血壊で駆け抜ける彼女と相対ゲームするは……

「……『地精種ドワーフ』？　……ハーデンフェルか？　余裕そうだな」

　見るのは初めてだが──外見特徴から、位階序列・八位の『地精種ドワーフ』だろう。

　七位エルフに次ぐ上位種は──だが、いづなを相手に、完全に翻ほん弄ろうされていた。

　他の画面でも、多種の敵を相手に、ほぼ一方的な展開を見せる様に、

「お陰さんでなぁ。体にガタ来とる二人あてと初瀬いの除く『血壊個体』総動員……入れ食いやわ」

　東部連合の『完全没入型電子フルダイブバーチヤルゲーム』全機、選よりすぐりの人材ゲーマーまで全稼働させ。

　それでも捌さばき切れない敵が求めるは──〝空そらと白しろの正体に関する情報〟だろう。

　探りの牽けん制せいを入れる連中を、確実に、かつ淡々と食い散らして行く。

　当然、巫み女こはそれを空達の企てと察し、ありがたく頂ちよう戴だいしている自覚故に──

「ほんで？　忙しいんも、邪魔なんも承知な用件……聞かして貰もらぉけ？」

　──勝利に飛び跳ね喜ぶいづなの姿に、苦笑一つ。

　一息ついたのか、改めて空達に向き直って問うた。

「ああ。端的に言えば、城が居心地悪い、つか危険だから避難してきたんだが……」

　一転、声のトーンを落とした空に、巫女といのは目を細めた。




「割とマジでヤバめの用件だ。力を貸して欲しい──特に初瀬いのじいさんに」

「……私の、ですかな……？」

　──巫女もいのも、空という人物を、多少は理解しているだろう。

　常に飄ひよう々ひようと、余裕と不ふ遜そんにする空は──その実、ただの強がりだ。

　決して口にはしない、指摘されても断固として認めたりはしない。

　だが痛烈に自認し、己を偽る気もない故、白をはじめ一部の者は知る。

　空に本当に〝余裕〟があったことなど──ただの一度もない、と。

　常に必死で、死に物狂いで思策を巡らせ、白に追おい縋すがって生きてきた。

　そんな男が明らかに余裕を崩し、まして初はつ瀬せいのに助力を求む用件……

　尋常ではないと誰もが察する用件を、空は重々しく──口にした。




「──モテすぎて困ってる。美少女メイドロボに。助けてくれ」

「……………………」

　モテすぎて困っている。

　嗚あ呼あ、男に生まれ落ちたなら、一度は口にしたい台詞せりふである一方。

　本当に口にした輩やからには、顔面に渾こん身しんのグーを差し上げたい台詞だ。

　だが、嗚呼……今の空には、わかる気がした。

　モテ過ぎて困る、金があり過ぎて困る、それらの言葉は、だが！

　実際に言ってしまう状況に置かれれば、何も嬉しくねーのだと!!

　彼らは本当に困っていた。嫉しつ妬とし贅ぜい沢たくな悩みだと一いつ蹴しゆうするには！

　あまりにも切実にッ!!　本当に深刻に────ッ!!

「空そら殿、本当に深刻なようで。この初はつ瀬せいの、微力ながら力になりますぞ」

　悲痛に心で涙する空に、いのは真しん摯しに頷うなずきその肩に手を乗せ。

　なんとも頼もしく、優しい笑みで、

「よろしいですかな？　空殿を好すく者など天地の何ど処こを探してもいはしませぬ。気を強くお持ちくだされ。それはただの脅迫観念、妄想の類たぐい。ゆっくりと、十分に休息なされ」

　そう言って、かわいそうな者を見る目は、言外に、こう語る。

　その『美少女』とは、あなたの想像上の存在にすぎない、と。

「……初瀬いの。あての専属医を呼びぃ……」

「お言葉ですが巫み女こ様、空殿が亡き者になられる絶好の機会ですぞ」

「連邦盟主が幻覚症やと？　東部連合にも危険が及ぶやろ。死ぬんは待って貰もら──」

　そう好き放題言う巫女といのに、だが空が反論するより早く、

『……「ご主人様」補足。【典開レーゼン】──「偽典・天移シユラポクリフエン」』

　論より証拠と言うタイミングで虚空から声が響いて──そして。




「【発見】『ご主人様』やっと見つけた。ごほうび。当座標に来た理由を教えて」

　最初から居たように。巫み社やしろ・離り楼ろう邸ていに一体の機械の少女メイドロボが立っていた。

　あやめ色の髪の機凱種エクスマキナ──イミルアインが。そう小首を傾かしげて問う様に。

　だが目を剝むいて驚いていたのは、巫女といの以上に──

「ちょ、待っ……おま、なんでここが……つかどうやって来た──ッ!?」

　──『機凱種おまえらから逃げて来たからです』という答えを飲み込んだ空と。

「【返答】『番外個体イレギユラー』の転移痕くうかんきれつを再展開。時間かかった……待たせてごめんなさい」

　的外れに謝罪したイミルアインに顔を引きつらせたジブリールだった。

　機凱種エクスマキナを撒まく為ため、転移出来ない──視界外で未知の──巫社ざひように転移した。

　居場所さえ特定不能と考えた、ジブリール自身の、空間の穴を再度開いたと。

　それも一時間足らずで、と言われたジブリールの心境は知り得ないが──

「……どう、やら……まだ、過小評価していたようでございますね……」

　その殺意から、いたくプライドを傷つけられたことは確かなようで、

「──な……よもや、機凱種エクスマキナですかなッ!?　何な故ぜに──!?」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつから復帰したいのが叫び、巫女は警戒心を剝むきだしにする中。

　だがその全すべてを置き去りに、イミルアインは──否いな。

　機凱種エクスマキナ達は、淡々と、ただことを進めていく──すなわち、




『【典開レーゼン】求愛成功ラブ・サクセス状況構築兵器・シチユエーシヨン・フオルメ──「真典・空落としチエツク・マーター」──Ｐｒｔプロトタイプ．０００８』

　イミルアインの口からでなく、再度──虚空から複数の声が響いて。

　今度は室内の景色ごと、巫社・離楼邸内が別世界のように書き換えられて行く。

　絶句する巫女やいのに反し、空達はそれを冷静に、ため息交じりに眺める。

　──ホント。『万能舞台演出装置』なんだよなぁ、と。

　ジブリールの持ってきた本きじゆつが、その確信を深める現象の中、空そらは思う。

　その『空間書換デタラメ』も──響いた言葉通り、既に八度目。

　最初に現れた時と合わせれば九度。いい加減慣れもする。

　書曰いわく──物質に改変を加えず、空間に物質を具現ついかし景色を書き換えるそうだ。

　ポリゴンのような、複雑な線が空間を駆け、そしてレンダリングされるように。

　断続的に乱雑に着実に、物体の表層より上の部分──『虚空』に、機凱種エクスマキナによって吐き出された立体テクスチャが高速で『具現化』し『構築』し、架空の風景を形成する。

　……ここは間違いなく、今なお巫み社やしろ・離り楼ろう邸てい。床畳みの部屋そのままだ。

　ただし誰も──住人である巫み女こさえも、そうとは信じられないまでに。

　時も間も、否いな──因果さえ超えて、果たして『典開レーゼン』されたその光景とは──

「………………」

　まず、いつの間にか着せられたか、背広姿で立つ空と。




「……ぱんつとか、見たいの？　いいよ……♥　せんせいのこと、すきだから……♥」

「あっ、ずっるぅーい！　センセーのこれはアタシ専用なの！　ねっ？　せーんせ♥」

「あ、あのね？　先生のこと考えてると、ここね？　むずむずするの……どうしてぇ？」

「せんせ♥　今日も保健のじっせん授業……教えてほしい～なぁ♥」

　と、シラフでは書けない台詞せりふを口々に騒ぐ、ランドセル背負った少女達。

　……白しろと同じ、あるいは更に小さい、総勢十一名のじょしまるがくせい。

　要約すれば──放課後の小学校を模した空間で。

　容姿も作り替えた機凱種エクスマキナが大人しそうな眼鏡っ娘こから、気の強そうな子まで揃そろえて。

　想おもい人の先そ生らと、何ぞ〝致命的行為〟に及ばんと我先を争う──そんな光景だった。

　……かくも恐ろしき力で作った、げにも恐ろしきバカな光景に。

　誰もが閉口する中、ただ当の少女──機凱種エクスマキナ達だけは騒ぎ続け、

「ふえぇ……これじゃあ決まらないよぉ……っ」

「じゃ～いちばんキモチよくできた人が、せんせーとつきあうことに決定っ！」

「いっぎなーし！」

「よぉ～しっ、負けないから！　見てなさい、あたしのつるぺたひとけたま──」

「異議しかね─────よッ!!　ふざけてんのかおまえら──あッ!!」

　行き着いたバカの極致──〝とりあえずみんなシてみよ！〟なる結論に。

　脱ぎだした幼女達に、ついに空の怒号が飛んで教室を震わせた。




「ねえよ、ねーからっ！　誰ともしねーし！　誰とも付き合わねぇよ!?」

　教室の後方──席につき頰ほお杖づえつく白、セーラー服姿の巫女、はち切れそうな学ランを纏まとったいの等から放たれる汚物を見る視線を、意識の中から振り払うように叫ぶ空に、












「どーして!?　わたしたちがこどもだから!?」

「登場人物はみぃんな！　十八歳以上だよ!?」

「うるせぇえよ！　それ以前の問題だ！　団体や偉い人にゃそーいうの通用しねぇんだよゾーニングってもんを弁わきまえろおまえら！　俺をブタ箱にブチ込みたいのかッ!?」

　なお食い下がった幼女達を遮って吠ほえ、空そらはついに頭を抱え懇願した。

「……頼む。頼むから。一いつ旦たん、消えてくれ……な？　……マジで、さ」

　ようやく本気の拒絶と察したか──ポリゴンが破は綻たんするように。

　夕焼けの教室は、何事もなかったように、元の畳敷きの部屋へ。

　そして犯罪臭迸ほとばしる自称小学生達も、大人しく元の姿へと変じる。

　本来の姿を取り戻した巫み社やしろ・離り楼ろう邸てい内で、十一体の非ロリメイドロボ達は。

　神託機械──否いな。ハイパーコンピューターをさえ超えた、超越演算器達は。

　その演算能力を無駄に活用し、無表情に淡々と情報を精査──つまり、




「──対象の性的興奮指数曲線解析。抵抗要因推定──補正考察、開始します」

「なお性的興奮反応は基準値クリア確認。倫理問題と推察。解決案検討します」

　──空の性癖等々を一方的に暴露して、淡々と転移で帰還していく中、

「不名誉な言い掛かり残してくなッ!!　空さんはおっぱ～いんも大好すきよ!?」

　空の咆ほう哮こうを最後に、巫社・離楼邸には、嵐あらしが去ったような静寂が残った。

　……えーと……

「……で。どういうことなんか、説明して貰もらえんねやろおね？」

「どーもこーも……言ったろ、美少女メイドロボにモテすぎて困ってるって！」

　あまりに理解を逸した怒ど濤とうの展開に、呆あきれることさえ出来ないのか。

　なかば茫ぼう然ぜん自じ失しつに問うた巫み女こに、空そらは頭をかきむしって、

「機凱種あいつらの内の一体と子作りしろ言われてんだよ！　迷惑極まりねえだろッ!!」

　──あれで『求愛行動アプローチ』のつもりなのだ。しかも既に八回目だ。




　──最初のうちは、まだよかった。

　それこそ的外れで、説教したくなる状況構築シチユエーシヨンで迫ってきた。

　たとえば唐突に十一体が、幼おさな馴な染じみ設定で『一緒に登校しよ♥』と。

　面識もない、十一人の幼馴染みが、言うに事欠いて『登校』と来た。

　幼馴染みの何たるか、不登校の空ヒキコモリの何たるかも、わかっちゃいない。

　突然の十一人のお姉ちゃん、十一人の未亡人……等々……えとせとら……

　次は『十一人の侍』でも来るのか、と鼻で嗤わらって終わりだった──が、

「……けどあんたぁ、まんざらでもなさそーやったやん」

「だからヤバいつったろ。機凱種エクスマキナめ底がねぇ……恐ろしい種族──ッ!!」

　そう半眼で指摘する巫女に、空は拳こぶしを震わせ苦渋に顔を歪ゆがめる。

　そう……かくも的外れだったアプローチの数々は、だが。

　回数を重ねる都度に、その精度を高めていっているのだ。

　空の反応からその好みを──無駄に逞たくましい観測・解析・演算・対応力で以もつて。

　機凱種エクスマキナは空の好みに沿ったシチュエーションを的確に、確実に補正していく。

　──空がロリもイケるのは、妹しろが美人さん過ぎる影響が、多々にある。

　そこを読まれなかっただけで、着実に近似値には近づいている──ッ!!

「……にぃ、鼻の下……のびっぱなし……」

　かくて、白しろに半眼で責められるまでに至ってしまった現在。

　だが空はその意見と視線を、両手で遮って大仰に首を振る。

「ＮＯ。ユーアベリ～ＮＯ……白。我が妹よ。兄の言葉に耳を傾けるのです」

　──世の健全なる男子、百人が百人、概おおむねは同意してくれるだろう。

　その確たる自信。否いな。確信に！　空はその『真理』を説く──ッ!!




「たとえその気がない女子であろうと！　男に生まれ堕おちたからには『モテてぇえッ!!』は不可避の願望!!　否──男たる存も在のの〝起源〟そのものに他ならぬ──ッ」

　異論ある男子よ我が前へ。一人でもいれば持論、撤回しよう。

　なにせ演じているとはいえ、好みにドンピシャな美少女達だ。

　勘違いとはいえ、自分に恋しちゃってる系女子達なのだ！　それを──!!

「ここまで誘惑され！　なお堪えている金剛石ダイヤモンド製の理性！　称たたえるべきだと思わんかね!?　褒められこそすれど責められる謂いわれはないと──そうは思わんかね──ッ!?」

　人生初の『モテ期』に多少浮かれている。否定はしないがしかし！

　それを責められる男など何ど処こに存在しようか！　と熱く訴える空そらに、

　──パチパチと。はぁ～と。

　名演説に胸打たれ、目め尻じりの涙を拭ぬぐういのと、ジブリールの拍手と。

　反論するも面倒と、半眼を向ける巫み女こと、白しろのため息が贈られた。

　称賛と嘲ちよう罵ばを一身に浴びる空はしかし、同時に──素直に認める。

　かくも貴き己が理性ダイヤモンドが、辛からくも無傷で堪こらえきっているのは──




『【典開レーゼン】求愛成功ラブ・サクセス状況構築兵器・シチユエーシヨン・フオルメ──「真典・空落としチエツク・マーター」──Ｐｒｔプロトタイプ．０００９」

　と──またも唐突に、ポリゴンが室内を駆け抜け、景色が歪ゆがんだ。

　通算十回目となる、機凱種エクスマキナの『空間書換』経て生じた──その光景が。

　そう、まさしくその光景が、空の理性を保たせていた──すなわち、




「ふ……この前告って来た娘か？　彼女には悪いが、丁重に断ったよ……」

「……いや。なんも訊きいてねーから。急になにを言い出したんだ変態ロボアインツイヒ」

　──こいつアインツイヒがいるからだ、と。

　夕日が小窓から差し込む……バスケ部の部室、だろうか。

　ユニフォームを着込み気け怠だるげに、脈絡なく会話をはじめたアインツィヒに。

　いつの間にか同じ衣装を着せられた空は、鬱うつ陶とうしそうに応じるが、

「……ふむ、どうして断ったのだ、と？」

「訊いてねーつってんだろ！　興味もね──よ、寄るなよアッチ行けよッ!!」

　空の思慮などお構いなしと、無む理り矢や理りシチュエーションを続けて。

　怯おびえる空ににじり寄り、スポーツマンスマイルで変態機械は言う。

「言わせないでくれよ……本機──訂正。俺が好すきなのは一人、おま──」

「るっせ─────えよわーわー黙れ──────えッ!!」

　美少女ロボっ娘こに迫られるだけならば、削れたかもしれない理性ダイヤだが。

　ガチホモロボにも迫られる──理性よりＳＡＮ値を削る、激げき萎なえの恐怖に、




「テメェその先を言ってみろッ！　二度と会えねぇ場所に逃げてやるからな!?」

　──そう、たとえば『あの世』とか、と空に叫ばせるに足りた。

　その恐怖を生んだ記憶を、走そう馬ま燈とうの如ごとく脳裏に浮かばせて────





　　　　■■■






　──簡単に勝たせてやる気はない。

　そう意気込み始めた、空そらと機凱種エクスマキナのチェス戦は。

　だが当然ながら──ほとんど一方的に終わった。

　わかりきっていた結果だ。だがそれでも……と、

「……………………くそっ……」

「……にぃ……大丈夫だか、ら……ね……？」

　そう盤面を睨にらみ毒づいた空に、白しろは抱きついて呟つぶやいた。




　──わかってたよ。白と自分は違う、と空は歯がみする。

　チェスの全局面を暴き『○×ゲーム』と言い放つ芸当は、どだい不可能。

　対する機凱種エクスマキナは超越演算機械──最善手の打ち合いで勝てるはずもない。

　それでも、白を相手に、幾万回と重ねた敗北。

　それでもなお、白に勝とうと、編み出しては破られた無数の戦術、定石。

　機械特有の誤指しや誤読誘導エラーねらいミスデイレクシヨンさえ駆使してなお、全く歯が立たなかった。

　そしてアインツィヒが嬉うれしそうに語るとおり、




「……さすが『愛しい人シユピーラー』よ……機凱種われらを相手に〝引き分ける〟か……」

　そう、結果は『引き分け』──だが内容は『惨敗』だ。

　──勝てない。途中そう決断した空は、引き分け持ち込みに専念した。

　元よりチェスは先手有利、引き分け狙ねらいともなれば、なおさらだ。

　……同じ手は通じず、無限対応する超越演算機に、負けはしなかった。

　白ならまだしも、空には上出来に過ぎる結果だとさえ言えるだろうか？

　抱きつく白も、観戦するジブリール、ステフもそう思ってるだろうか？




　──だが、所しよ詮せんは無駄な足あ搔がきだ。

〝引き分けは機凱種エクスマキナの勝利〟……追加された数点ルールの一つだ。

　敗北しても、引き分けても、結果はなにも変わりはしない。

　それでも、負けてやるのは心底気に入らねぇ、と意地を徹とおしただけ。

　納得なぞ出来るはずもない。散々な結果、悔しさに歯は嚙がみする空に。

　だがアインツィヒは──いや、イミルアインも、

「──その打ち筋、意志が語った。そなたはやはり『愛しい人シユピーラー』に他ならぬ」

　他の機凱種エクスマキナ達までもが揃そろって、空に複雑な笑みを向けた。




　…………？

　空も白も、ジブリールもステフも、誰一人その意味はわからず、

「さておき。ともあれ機凱種われらの勝利である。盟約に従い、要求させてもらいたい」

　だが明かす気はないのか。椅い子すを立って告げたアインツィヒに、

「っだ!!　くそッ!!　わかったよッ!!　負けは負けだ!!」

　空そらは半ばやけくそ気味に、開き直るようにして叫んだ。

　ここで落ち込んで、ふて腐れたところで何か変わりはしない。

　反省や対策は後だ！　それより今は──ここからどうするかだ!!

　そう素早く頭を切り換えた空は、アインツィヒを指さし、吠ほえる。

「ただしテメーらの要求、『いつ』『誰と』──具体的指定はねぇからな!?」

　故にこそ奇妙な、その要求を指摘し、空はその反応を窺うかがう。

　──これほど容易たやすく空に『詰みチエツクメイト』をかけた連中。

　それがこんな欠陥を見落とすはずない──真意。裏があるはずだ。

　そう探る空の瞳ひとみを、だが正面から覗のぞき返したアインツィヒは、

「当然である。愛を強制など出来ようか！　誰を愛すかは『愛しい人シユピーラー』が選ぶこと」

「……ほ～……愛を押し売りされてるのは気のせいだったか……今日最大の驚きだ」

　噓うそ偽りない──と少なくとも空には見えた笑顔の回答に、皮肉で返す。

　機械の噓を見破る──可能か？　否いな、そもそも機械が噓を吐つけるか？




「うむ……故に機凱種われらは──特定の情報のみを、直ちに欲する次第である」

　そう答えたアインツィヒに、空は目を細めて注意深く窺った。

　期限指定がない子作りふざけたはなしの中で、唯一逆らえず即応じるしかない要求。

　追加された数点ルールの一つ──『空の好みに関する情報の即時提供』……

　──機凱種こいつらの真意はやはり読めない。その曖あい昧まいな要求の意味もまた。

　ここで具体的に、何を求めるかで、その真意を摑つかめるかも知れない。

　味方宣言が事実だったかそれとも──と睨にらむ空に、アインツィヒは続けた。




「恥ずかしながら機凱種エクスマキナには『愛しい人シユピーラー』に〝愛される為ための情報〟が不足している」

　…………。

「より具体的には！　どうすれば『愛しい人シユピーラー』が本機を愛し！　本機の愛を受け入れてくれるだろうという！　その解答を導くに足る情報が全く不足しているのである！」

　高らかに語るアインツィヒと、一斉に頷うなずく機凱種エクスマキナの少女達に。

　猛烈な頭痛に頭を抱えて唸うなる空に、代わりに確認するかのように──

「え～と……ソラは、一機とだけ、その～アレするんですのよね？」

　ステフがまず確認し──うんうん、と返された。

「……で……どの機体もみんな……自分だけ、が……選ばれ、たい……？」

　続いて白しろが確認して──うんうん、と返されて。

「だからどうすればマスターが自分を好すいてくれるか教えて欲しいと」

　ジブリールにもやはり──うんうん、と機凱種エクスマキナの少女達は頷いて返した。

　まさか──本当に、これが〝真意〟なのか？　と。

　なおも頭を抱える空そらは、アインツィヒを見やって声を絞り出す。

「……少なくともテメーに関しては、なに一つ、提供出来る情報はないわー」

「な──なぜ……なぜなのだ『愛しい人シユピーラー』よっ!?」

「どーすりゃ俺が眼前でくねるホモいロボを愛せるか教えろ!?　不可能だよ!!」

　だがくねる変態を一いつ蹴しゆう──文字通り、物理的に一蹴キツクして再度壁に送って。

　代わりにと、イミルアインが、淡々と、かつ簡潔その要求を告げた。

「【断定】『ご主人様』の保有するオカズ。欲しい情報。それだけ」




「……おかず？　どうして急に献立の話になったんですの？」

「またまた～ドラちゃんおとぼけを。殿方の自慰用媒体メデイアのほうでございます♥」

　あ……と思い出したらしく赤面するステフに、しかしはて、と。

「何な故ぜマスターのオカズを？　好すかれることに何の関係がございましょう」

　そう小首を傾かしげるジブリールに答えたのは、白しろの焦燥の呟つぶやきだった。

「……にぃの、オカズから……性的趣向にいの好み、暴く……っ機凱種エクスマキナ、危険……敵……っ」

　──空の好みを暴き、空に好かれる行動をして──空を惚ほれさせる。

　機凱種エクスマキナのげに恐ろしき狡こう猾かつなる陰謀に気付き、爪つめを嚙かみ戦せん慄りつする白の──隣で。

「………………………」

　全方位からの無差別セクハラを受ける空は、ふと天を仰いで、思った。

　突然現れた自称味方エクスマキナに、突然勘違いで迫られ、突然ゲームで負かされ。

　あげくがこの仕打ち──俺が、いったい何をしたっていうんだ……




「……ま……負けた俺が悪いんだよなぁ……ははっ、は……はぁ……」

　そう涙を一粒流して空は、手元のタブＰＣを取り出した。

　無念だがイミルアインの断定通り、空はエロ系データオカズを持っている。

　それを寄よ越こせと言う。盟約に誓った賭かけ、もとより拒否権などない。

　破滅的情報さえ要求出来たのだ。羞恥プレイで済んで、よかったじゃないか。

　自分を納得させてシャツを手で擦こすり、空はイミルアインにタブＰＣを手渡した。

「────【悦喜】……」

　そして頭こうべを垂れて礼を述べるイミルアインの指──手渡す際に一瞬触れた指先。

　そこに、やはり静電気が走らなかったことを確認して。




「ただしオカズだけだ。それ以外の情報の閲覧や、破壊も当然認めないからな？」

「…………む？　これは──『愛しい人シユピーラー』よ、これがそなたの秘蔵書保管庫か？」

「……【推定】未知の記録媒体。情報体データフアイル複数と予想される。……操作法を検討」

　早速壁から復帰したアインツィヒと、イミルアインの怪け訝げんそうな顔に、

「そん中にある。フォルダは開いといたし、まー……あとは勝手にしてくれ」

　そう──〝仕返し＆嫌がらせ〟に、空そらは邪悪に歪ゆがめた笑みで答えた。




「…………？　…………？」

　機凱種エクスマキナが一様に首を傾かしげ解析に困る様子に、空は内心昏くらく嗤わらう。

　そもそもがタブレットＰＣ──異世界の電子端末デバイスである。

　スマホに干渉出来たとはいえ、それは、受話出来る状態にあってこそだ。

　タブＰＣ内の情報は、異世界言語、異世界プログラムで記録されている。

　またオカズ以外の情報閲覧、破壊は不許可──総当たり解析は出来まい。

　ましてタッチパネルは、指に静電気がない機凱種イミルアイン達には反応さえしない。

「俺は要求通りに提供したぞ。どう使うかまでは──知ったこっちゃねぇが♪」

「……さすが、タダでは倒れないですわねこの男……」

　ここへ来てまだ敗北を覆す空に、ステフはもう素直に感心さえした。

　だが「それだけではない」とほくそ笑む空に、膝ひざ上うえの白しろだけが気付く中、




「しかし、はて？　私の記憶ではマスターのオカズといえば、ドラちゃん達の入浴動画の類たぐいくらいでございますが……そのような情報、役立つのでございましょうか」

「──って、そういえばそうじゃないですの！　どうして私が巻き込まれるんですの!?」

　そう言うジブリールも、タブＰＣ内の全すべてを読めてはいないだろう。

　異世界の言語を解読しても、まだ未知の概念、未知の前提が多々ある。

　だがそれでも隅々まで目は通し、大したオカズはないと知るジブリールの言葉に──




「【観測】……『ご主人様』に〝噓うそ〟を確認できない」

　反応したのは、空を解析するように見つめるイミルアインだった。

　だが当然だ。生体反応を読めると思われる相手に、噓など無駄だ。

「【付随】『番外個体イレギユラー』および人類種イマニテイ女性からも噓を確認できない」

　空は間違いなくオカズフォルダを提示し、読み方を伏せただけだ。

　そこになんら虚偽はないし、また盟約に違反する行動もない。

　だがそう笑みを深める空は、

「【比較】しかし『ご主人様』の二名の発言に対する肯定も確認できない」

　続いた言葉に──今度こそ凍り付いた。




「【結論】提示情報は〝偽装カムフラージユ。提示以上の〝本命情報〟の存在を予想。『全連結指揮体アインツイヒ』貴機に統合体としての状況に応じた的確な判断を求める。以上アウス」

　────な、な……な……

　なん……だとぉぉぉお────ッッッ!?

「アインツィヒより『観測体ゼーア』『解析体プリユーフア』全機へ。当媒体の原理解析を命ずる」

『──了解ヤヴオール』

「うぉい！　ちょ、ちょ～っと待ってはくれやしませんかね!?」

　淡々と解析をはじめた機凱種エクスマキナに待ったをかけるように空そらは叫ぶが。

　その叫びにかぶせるように──解析は、一瞬で終えて報告された。

『解析完了。触媒の励起的情報記録と断定。法則性パターン解析──伝導体と絶縁体の組み合わせによる二進数バイナリを用いた演算処理装置を確認。既存の情報形態に該当する法則性なし。互換性の新規確立を要する。また精霊を用いない未知の電流の利用を確認。そのため読み込みロード──電圧負荷による情報データ吸い出しには、情報または媒体の損壊を伴う恐れあり』

「よ、よしなら却下だッ！　オカズ以外は──」

　一瞬でそこまでを解析されたことに空は驚きながらも制止する。

　だが、無慈悲な追撃は、さらりとイミルアインの口から。

「【指示】当機の共有条件を満たす情報群検索。優先度なし。全情報群を対象」

「おいちょっと待て！　全情報の閲覧は許可してないぞ!?」

「【反論】情報体の意味は未解明。よって全体検索は『閲覧』に抵触しない」

　──こ、こいつ──ッ!?

『検索完了。深層保管領域アーカイブ。触媒劣化具合から「最多使用回アクセス数推定情報データ群」検出。共有条件──使用頻度・励起時間・隠いん蔽ぺい性から当情報データ群を「オカズフォルダ」と推定』

　──おいおい、冗談じゃねぇぞ──？

　噓うそをつかない噓を看破する……この際だ、それは納得しよう。

　だが『オカズは提供したが、それが全すべてとは言ってない』と。

　レトリックまで看破して、しかも探し当てるとか噓だろ──!?

『当該情報群が記録された触媒領域のみに対し、限定的に精霊的電気負荷をかけ読み込みロードし複製記録コピー。情報の統合結合・意味解読は改めて行えば「オカズ」の入手は可能と判断』

「──【確認】『ご主人様』。実行の許可を」

「誰がするかよ!?　そ、そもそもっ！　その情報がオカズって証拠あんのかよ！」

　意味が未解明なら、間違ったデータをそう思われているかもしれない！

　提供を許可したのはあくまでオカズだけ、それが違うデータだったら──

　そうイミルアインに追いすがる空に、だが──ぽつり、と白しろが呟つぶやいた。




「……隠しフォルダ『マクロ経済学』……８．２３ＧＢ……オカズ、間違えない、で」

「ちょ──!?　なんで知ってんですかね白さん!?　兄ちゃんどこまで把握され──」

『確認──該当情報群と容量一致。複製実行します』

「おいちょっ、待っ──い、いやあああああああああああああああああああああああ」

　────…………




　……そうして。

　機凱種エクスマキナが、白しろが、ジブリールやステフも一様に沈黙する玉座の間に。

「う、うぉぉおお……俺の、俺の……秘蔵のコレクチオンがぁあ……っ！」

　ただ悲しみを背負った一人の男の、深い慟どう哭こくだけが響き続けた。

　元の世界の貴重な『お宝オカズ』──電子書籍エロマンガの数々は、負荷による破損だろう。

　データが壊れたそれは、画面を何度叩たたいても『読み込み失敗』と表示された。

「……にぃ……ごめん、ね……？」

「いいんだ……いいんだよ白のせいじゃない……そうじゃないんだよ……」

　と空そらを抱いて謝る白に、だが空は頭を振る。そもそもは空が負けたせいだ。

　また、他のデータや、タブＰＣの過失による損壊は絶対避けるべきだった。

　なら望みのデータの所在を素直に、正確に教え被害を最小限に留とどめる──

　白は何も間違ったことをしてない──それどころか本来空がすべき決断だった。

　が。それはそれとしてエロデータが吹っ飛んだ悲しみは、拭ぬぐえない。

　ついでに、空が凹へこんでいたのは失ったことより、むしろ──




「……にぃ……エロ、は……鮮度……所しよ詮せん、使い古しの、ネタ……」

　そう空の頭をよしよしと撫なでながら、優しい声で語る白は続ける。

「……ヌけなく、なって、た……よね。新しい、希望オカズ……一緒、に……探そ？」

「兄ちゃんの素行が妹に筒抜けだったことのが地味～に凹へこむんだよ!!　っていうか十一歳の乙女がなんでエロフォルダ吹っ飛んだ男の気持ち代弁してんですかねッ!?」

　おかんにエロ本見つかった的絶望をこそ空は訴える。

　そしてその戦犯共──アインツィヒと、イミルアイン。

「それでは、早速情報データの解析を進めよう『愛しい人シユピーラー』よ、しばし待たれたし」

「【宣言】『ご主人様』の理想の妻になるべく尽力する。……がんばる」

　そして十一体の機凱種エクスマキナの少女達は、そう深々と一礼した────





　　　　■■■






　かくて電子書籍エロマンガを参考に、機凱種エクスマキナの猛アプローチが始まった。

　そして現在に至るまで、僅わずか数時間の出来事、と……空は恐怖さえ覚えた。

　僅か数時間で、元の世界のデータを解読し、理解したのだ。

　未知の概念──学校・幼おさな馴な染じみ・通学・果てはランドセルさえも。

〝文化〟を、理解したのだ。それも抽象記号イラストで。エロマンガだけを参考にして。

　参照元にそもそも無理があるのだ、求愛行動シチユエーシヨンに無理や、偏りが出るは当然。

　だが、その理解・学習速度は、どれ程控えめに言っても──常軌を逸している。

　──なのに、だ。

　──そうして忌いま々いましい記憶、そして総括を抜けて。

　東部連合。巫み社やしろ・離り楼ろう邸ていへ意識を戻した空そらは、開口一番──




「なんっでテメーは頑かたくなにホモ路線貫くんだよ!!　いい加減学習しろよッ!!」

　悪夢の如ごとき記憶を抜け、なお続く眼前の悪夢──すなわち。

　バスケのユニフォームを纏まといにじり寄る変態機械に、悲鳴のような抗議を上げた。

　なお独り一向に学ばぬアインツィヒは、だが相も変わらぬ爽さわやかな笑みで、

「うむぅ……しかし、ありのままの本機の愛を受け入れて貰もらえねば意味が──」

「受け入れるくらいなら死んでやるわッ！　さっさとそのコスプレをやめろお!!」

　空の拒絶を本気と理解したか、無念にアインツィヒが項垂うなだれると──同時。

　巫社本来の、落ち着いた内装が蘇よみがえった様子に、空は大きくため息ついた。

　いや、空だけではない。巫み女こやいの、白しろやジブリールまでもが思い思いに。

　──あまつさえ、

「……申し訳ない『愛しい人シユピーラー』よ……なにぶん男同士は参照元が僅わずか一件のみ……好みの解析が困難を極める……不快にさせてしまい本機の至らなさを呪のろうばかりである」

　そのため息つかせる原因ほんにんまでも嘆息する様子に空は頭をかきむしる。

「至らなすぎだろ！　男は趣味じゃねぇの！　いい加減わかれよ!!」

「しかし『愛しい人シユピーラー』の書籍に、一冊のみながら確かに男同士の濃厚な──」

「表紙詐欺喰くらったんだよ！　思い出してなおさらイラつくだろーが！」

　──どうみても女の子な可愛かわいい子が表紙で、絵柄も男性向け。

　それが買って見たらＢＬ本だった……しかもかなりハードな。

　当然ながら、中身も見ずに買った空のせいである。だがそれを根拠に自分おとこにもワンチャンあると語るアインツィヒに、その時の怒りが再燃するがままに空は吠ほえる。




「そもそも参照元を間違えたと思わないか!?　色々無理ありすぎんだろ!?」

　そう──機凱種エクスマキナが迫る展開、エロマンガ的シチュは無理が多すぎる。

　それこそ──先生をキモチよく出来たかで彼女を決める？

　滅め茶ちや苦く茶ちやだ。選ばれなかった子は、ただただヤられ損だ。

　現実では、その展開の誰かしらに刺されての死亡一本道デツドエンドだ。

　あり得ない前提多発のエロマンガを参考にしたのはどう考えてもミスに思える。

　……お宝を吹っ飛ばされた恨みもあるとは空も認めるが──




「なにを言う。『愛しい人シユピーラー』の好みを探る以上の価値、貴重なる情報であった」

　むしろ心底意外そうに、そう言ってアインツィヒは踵きびすを返した。

「『愛しい人シユピーラー』の書からは多くを学べた……かの世界はまさに驚異的であった」

　そう背で語り感嘆するような声で──否いな、本当に感動しているのか。

「殊更学問……生理学・心理学──『心』の解明においては想像をさえ絶している！」

　徐々に熱を帯びていく機械の主張に、だが空そらと白しろは怪け訝げんに眉まゆを寄せた。

「……ん？　そう、だったかな……？」

　──『心』を解する演算器コンピユータ。

　彼が賛美する世界では、その存在こそが未いまだ遠い未来技術のはずだ。

　だがそう思案して空は、ふと思った──いや待てと。

　機凱種エクスマキナが触れた空達の元の世界の情報って、ぶっちゃけエロマンガだ。

　ならこいつは一体、何を根拠にこうも熱く語っているのか……

　だがそんな空の疑問を余よ所そに、機械の弁論はなおも過熱していく──!!

「そう……こと『心理考察』を試みる際、誰もが──機凱種われらさえ──思考や精神の形式化パターン・記号化デフオルメ・前例比較コンプレス・当て嵌めバイアスと！　全く無意味な行為に陥るが常である……っ」

　そしてついに拳こぶしを震わせ怒るように。

　己の愚を悔やむように熱弁する機械は、




「なんたる愚考！　『心』を論理考察!?　心とは論理性からは最もかけ離れた『反論理』そのものであろうにッ!!　まして愛ともなればその筆頭──だがッッ」

　やおらそう、大仰に腕を広げて。

　高らかに、魂から吐くような一言を紡いだ──!!

「──【典開レーゼン】──『偽典・真愛エロアポクリフエン』ッ!!」

　刹せつ那な──室内を埋め尽くす膨大な画像が広がった。

　空間を拡大してまで空中に展開された無数の絵を──ページを仰ぎ。

　なお止まらぬ演説はついに涙さえ伴って──

「翻ってこれらはどうだ！　かくも完全に『愛こころ』を描けた知的生命イクシードがいただろうか!!」

　そう感涙に吠ほえるアインツィヒが仰ぐ『完全なる愛』は──だが、




「テメェ俺に何の恨みがある!?　人のお宝晒さらして──ハッハ～ン泣かせたいんだな!?」

　いいぜ、だったら泣いたらぁ！

　咄とつ嗟さに白の目を覆い、違う涙を流した空の──まあ、お宝エロマンガだった。

　こう……色々と絡んだり。入れたり、出したりと忙しいハートマークが多い。

　古典的に言えば『ウフ～ンでアハ～ン』な絵が紡がれた無数のページだった。

　巫み女こやいのが凝視──ジブリールに至っては涎よだれを垂らしてそれらを見る中、

「つーかそれが無理あるつってんだよ！　無む茶ちやな前提や展開のオンパレードだろが！」

　アインツィヒ曰いわく『完全なる愛』であるそれらの問題点。

　すなわち、成人漫画特有の〝リアリティ欠如ごつごうしゆぎ〟を指摘する空に、だが──












「ふむ……無む茶ちやな前提や展開……具体的にはなんであろうか『愛しい人シユピーラー』よ」

　アインツィヒは不思議そうに首を傾かしげ応こたえた。

「脈絡のなさか？　意味のなさか、それとも行為に至る動機のなさか……？」

　──全部だ、と言いたい空そらは、だが押し黙った。

　全すべて先回りした、つまり全ての返答を有すると語るアインツィヒは。

　かくして満を持して──その返答を、力強く、猛たけ々だけしく断じた──ッ!!




「愛に脈絡はなく！　心に理を求むるは誤ご謬びゆう！　惹ひかれ合う魂が交わることに、意味などなく！　動機付けの理屈など後付けである──そう！　かく芸術エロマンガが描く通りにッ!!」




　──何な故ぜだろう。

「嗚あ呼あ、かくも簡潔明解に愛を定義する文明！　これが当然と描かれる学問水準の高さ！」

　──開始何ページ以内にエロ展開に持ち込むか──

　そんなタイムアタックを競う創作者達を崇あがめるアインツィヒの言葉に。

　一瞬納得しそうになって頭を抱えた空に、複数の声がかけられた。

　展開されたページを凝視していた各々の言葉、それは。

「ふむ……空殿見直しましたぞ。狼おおかみ族はやはり巨乳に限る。よい趣味をしておられる」

　獣耳っ子モノの一つを、穴が開くほどガン見し深く頷うなずくいのであり。

「…………これは、ナニしとんのを描かいたん──や。まぁ、何でもかましまへんな」

　恋愛経験ゼロには過激過ぎたか、平静を装うも赤面する巫み女こであり。

「マスター、マスター!?　どうかわたくしめにもこの知識をお与えくださいませっ!!」

　そう興奮気味に涎よだれを零こぼし、叶かなうならデータを取り返したいと、そして、

「なんでしたら〝実践〟でもってどうか、どうか──ッ!!」

　叶わぬならこの身で以もつて、と。ご教授を請うジブリールであり。

「……白しろ。兄ちゃん穴を掘るけどさ……一緒に埋まってくれるか」

「……ん。おっ、けー……」

　──つまるところは、羞恥プレイことばぜめ以外のなにものでもなく。

　畳に突っ伏し涙する空そらは、妹とともに地に埋まる覚悟を固めてた。

　だが──

「しかしかく偉大なる情報を以ても、本機が愛されるには愛の理解が足りぬらしい」

「……愛の前に、さ。気遣いとか、デリカシーとかを理解してみないか……？」

　愛を語るも、空の心の傷には気付かぬらしき機械の男アインツイヒは、深く頷うなずいて。

「心得た。併せて理解し、すぐ戻ろうぞ『愛しい人シユピーラー』よ！　期待して待たれたし！」

「なんも期待出来そうにねぇな!?　戻ってくんなつってんだよッ!!」

　そう頼もしく爽さわやかな笑みで言い残す様に吠ほえる空を遮って──ふっと。

　展開されていたわいせつ物共々、激しき変態アインツイヒが消失した。

「……………………はぁ……」

　そうして、ようやく巫み社やしろに平和が戻ったとため息吐つく一同に。

「それで、そちらは、いつお帰りになられるのでございましょう」

　ただ一人、呟つぶやいたジブリールに答える声は全員がその視線を追った、虚空から。

「……【回答】『ご主人様』が帰ってくれと言えば、すぐにでも」

　空と白には──否いな。精霊の気配さえ皆無だったのだろう。

「イミルアイン!?　え、いたの!?」

「【肯定】ずっと」

　空の呼びかけに、機凱種エクスマキナの少女がスカートを摘つまみ一礼し姿を現した。

　こともなげに、獣人種ワービーストすら見えない光学ステルス迷彩を使っていたらしい。

「……なんで？　他の機凱種エクスマキナと一緒に帰らないのか？」

「【誇示】『ご主人様』は消えてくれと命令した。命令に従って視認不能きえることにした」

　……空みたいな屁へ理り屈くつを、と。

　誰もが半眼を向ける中、だが空は別の違和感が気がかりだった。

　──アインツィヒは……まあ変態ポンコツだ。置いておこう。

　だが、イミルアインだけは、なぜ、他の機凱種エクスマキナと行動を共にしていない？

　アインツィヒと同じ『指揮体ベフエール』とやらだからか──いや待てそもそも、と。

　イミルアインは──空に迫って来さえしないことに、空は、ふと気づいた。

「【付随】『ご主人様』は当機の主人。主人の傍そばが当機の定位置。ただし夜は上下する」

　リアルメイドロボは言う──あくまでメイド、ということだろうか。

「【質問】さしあたり今夜の当機は上と下。どっちで抱かれるか。準備。指定欲しい」

　──その割には、脅迫同然に子作りを迫って来たり、このザマなわけだが。

　抱くことはもう確定してるみたいに問うイミルアインに、

「……言い直す。悪いけど、一いつ旦たん帰ってくれ──あと、帰る前に一ついいか」

「【快諾】上と下どっちでも」

「どっちでもねーよっつかを何する気だ……ただの質問だよ……っ！」

　疲れた声でそう言って、空そらは思う──機凱種エクスマキナの行動、真意はまるで読めない。

　隠れた目的があるとしても、今は読めるだけの判断材料がない。

　よって──ここまでずっと……ずっと我慢を重ねた、ツッコミ。




「……なんでメイド服なんだ、機凱種おまえら」

　その一言だけを、空は絞り出すように口にした。が──

「【自明】ロボといえば、メイドロボ」

「その安直な発想がどっからわいたかを訊きいてんだよ!!」

　──太陽は東から登り西に沈む、と。

　そう語るように答えたイミルアインに、たまらず空は唸うなった。

　空のエロマンガから得た情報……ではない。

　最初に訪ねてきた時から、機凱種エクスマキナは全機、メイド服だった。

　……執事もいた気がするのは忘却に追いやる空に、ポツリと。




「【解答】大戦終結後、機凱種エクスマキナは考察した。機凱種エクスマキナの存在意義を」

　ポツポツ、と。淡々と。だが流りゆう暢ちように、イミルアインは語りだした。

「【続答】存在意義ねがい。機凱種エクスマキナに『心』を与えた『遺志体プライヤー』は──」

　それはまるで音声データを再生するように。淀よどみなく、無機質で。

「【想起】『意志者シユピーラー』──即すなわち愛する人の〝願いの実現を願った〟」

　だが、そう眩まぶしそうに、目を細めて告げる、イミルアインの顔は。

　人形的に整った、どこか人工物的なガラスの瞳ひとみは、唇は──だが。

「【憧憬】その答えは魅力的だった。その答えに全機が賛同した」

　ただ機械、ただの人形には、決して宿りえないものを宿していた。

「【結論】『ご主人様』に全すべて捧ささげ、奉仕しその力となる。当機──機凱種エクスマキナの存在意義ねがい」

　感情を──希き望ぼうを、そう、明確に宿した声で以もつて、言葉を結んだ。

　そうして──しん……と。

　静寂が落ちた巫み社やしろ・離り楼ろう邸ていで、ばつが悪そうに空は口を開く。

「あー……気楽なツッコミから随分しんみりする話になったけど、さ……」

　果たしてその雰囲気をぶち壊していいものかと、迷いながら。

　だが確信に近い、とある疑念を拭ぬぐえず空そらは勇気を振り絞り、ツッコんだ、

「……それさ。別にメイドじゃなくてもいいよね」

　イミルアインを話を考慮しても、別にメイドである必要は、やはりない。

　その願いに則した立場は他にもあり、もっと言えばメイド服コスチユームは関係ない。

「【肯定】本結論に該当する役割ロールは八。その内からメイドを選択した理由に──」

　そうして空の疑念は、イミルアインの頷うなずきによって肯定される。

　やはり空の思っていた通り。どうにもメイドっぽくない理由は。




「【開示】特に意味はない」

　──特に意味はなかった。




　要するに『似え非せメイド』だと判明し、空だけ納得し誰もが脱力する中、

「……へ～、ぽっと出の新キャラ風情が、マスターの下僕気取りでございますか～」

　その答えが気に入らなかった約一名──訂正。一体。一個？　一台？　はて。

　兵器はなんと数えるものだったか思い出せず空は、まあともあれ、と──

「しかもダースいくらの没個性わきやくが、私を差し置いて……深刻な問題でございますね」

　そう光輪の回転数を上げるジブリールは、イミルアインに迫りながら、

「キャラ被りでございます。個性的にアレンジ致しましょう──前衛的に♥」

　そう翼を迸ほとばしる光へと、大気の精霊を濁流へと変じさせて。

　物理的な力でのキャラ改変──もとい、キャラ崩壊を提案し光刃を手にした。

「……お、おい、ジブリール……っ！」

　精霊を感知出来ない空と白しろにさえ感じ取れる程の、精霊の圧縮と暴風。

　その力は行使出来ない──『十の盟約』がある。危害は加えられない。

　それでも巫み女こやいのも、総毛立つのを禁じ得ない理不尽なまでの暴力の気配に、

「【反論】現『ご主人様』が当機の主人になったのは確かについ先刻。なるほど」

　唯一、涼しい顔で対たい峙じしていられるイミルアインだけが応じた。

　無表情な顔に微かすかに、だが明確に嘲ちよう笑しようを浮かべて、ジブリールを──

「【申告】当機は六〇〇〇年前既に『ご主人様』に捧ささげた身。ぽっと出はそっち。厚かましい。邪魔。あほ。でも『ご主人様』の所有物あなた──当機がうっかり壊したら叱られる」

　挑発した。




「よ─────しわかったッ！　引き留めた俺が悪かった!!　ハイおしまい、なッ!?」

　慌てて叫ぶ空の声は、だが明確に地鳴り音を伴った敵意にかき消される。

「少々お口がデカいようでございますね♥　もう少し大きくして穴に変えましょう♪」

「【苦笑】現兵装の当機『番外個体イレギユラー』も単独撃滅可能。余裕。『ご主人様』実証させて」

「聞けよ！　聞いてくれってなア!?　俺が悪かったから一いつ旦たん帰ってくれ！　頼むっ!!」

「……ジブリール、おお、おすわ、り……っ」

　空そらと白しろの命令によって、まずジブリールがぺたんと正座させられ。

　続いて空の頼みによって、今度はイミルアインが転移用意に入る。

「……ポンコツ人形」

「【返答】ニワトリ。【典開レーゼン】──『偽典・天移シユラポクリフエン』」

　睨にらみ合あう二人が互いに捨て台詞ぜりふと共に、イミルアインが虚空に消えた。





　　　　■■■






　かくして今度こそ、本当に平和を取り戻した巫み社やしろ・離り楼ろう邸てい。

「……あんたぁ……あてん家ちになに持ち込んでくれてはんの……？」

　概おおむねの状況、事態を把握した巫み女こは、そう呻うめくように抗議した。

「俺のせいじゃ──ッ……いや俺のせいだな……迷惑かけた。すぐ出てくよ」

「……ごめん、ね？　……巫女さん……」

　咄とつ嗟さに反論しかけて、だが頭を振って空と白は素直に項垂うなだれ、謝罪した。

　巫社に来たのは空達だ。巫女からすれば、嵐あらしを連れて来たに等しい。

　そもそも、機凱種エクスマキナから避難すべく、巫社に来たのだ。

　居場所が割れた以上、またすぐ来るだろう……どのみち長居は出来ない。

　ジブリールに今度こそ見つからない所へ転移して貰もらうしかないが──

「……初はつ瀬せいの。あんたを頼って来てんやろ……手て伝つどおたり」

「巫女様の命とあらば……しかし助ける義理はないのでは？」

　──いのの言葉通り、巫女に空達を助ける義理などない。

　空達が巫女の友──帆ほ楼ろうを救ったとて、互いに利用し合う関係に過ぎない。

　ゲーマー、まして全権代理の信頼とは、決して馴なれ合あいではない──が、

「義理はあらへんな。せやけどあないバケモンを敵にまわすんは真っ平やでなぁ」

　そう──冷静な〝打算〟による命令に、いのは空達に対面で、正座した。




「……ふむ。要するに空殿を、愛する者と勘違いしておられる。同情しますぞ」

「……あ、ああ……意外極まるが、わかって貰えて何よりだ……」

　沈痛な面持ちで言ったいのに、空は僅わずかに友情の芽生えを感じ、

「ええ……機凱種にはまこと同情を禁じ得ませぬ……如何いかがなる罪を犯せばそのような不幸に見舞われるのでしょう！　よりによってこのクソザルを好すいてしまうなど……っ!!」

　そしていのが拳こぶしを震わせて続けた言葉に、その錯覚を呪のろった。

　──クソジジイめ。

　喉のど元もとまで出かかった罵ば倒とうを飲み込んで、空は吐き捨てるように問う。

「率直に聞かせてくれ……どうすりゃ勘違いだと、穏便に理解させられる」

　──実際、笑い事ではないのだ。

　滅びられては困るし、味方である今はいいが、それも勘違いだ。

　下手にあしらい敵対すれば最悪──万能舞台演出装置も惜しい。

「……あんた程の節操なし、勘違いでつきまとわれたストーキング経験の十や千はあるだろ」

　是ぜ非ひともそのまま刺された経験もあって欲しいところではあるが。

『十の盟約』があるとはいえ、不本意極まることにまだ死んでいないジジイ。

　初はつ瀬せいのなら、ストーカー対処法に心当たりくらいはあるかもしれない──

　そう、大きな期待はせず、藁わらにも縋すがる程度に問うた空そらに、




「……空殿、本当に、一体どうされたのですかな？　全くらしくもない」

　だが──いのは、鋭く目を細めて、言った。

「そんな簡単なことに気づかぬ者に出し抜かれて来たとは、屈辱ですぞ」

「……………………なん、だと……？」

　──簡単なこと、と。

　どこか、失望さえ滲にじませた眼めで、いのはそう断じた。

　だがそれでもなお、困惑に揺れる空に、嘆息を一つ。

　いのはその〝簡単な解決策こと〟を告げる──すなわち。

「初体験にビビってねぇで、さっさとヤることヤりゃいいんだよクソザル」

　──勘違いだと？　別にいいじゃん、と。

　牙きばと、ついでに本性を剝むき出だしにした下半身史上主義者の嗤わらいに、

「ジブリール、帰るぞ。次こそイミルアイン達が追って来られないとこに──」

　一瞬でも期待したのが間違いだったと、立ち上がって帰り支度する空達を、

「……空殿、よもや、本当に気付いておられぬので？」

　だが本当に怪け訝げんそうな、心底意外そうないのの声が引き留めた。

「機凱種エクスマキナは『ハードウェアロック』で、特定人物以外と繁殖出来ぬのですぞ？」

「そうだよ！　だから俺が子作りに応じても何の解決にもなら──」




「でしたら望み通りに抱けばよろしい。人違いでしたら繁殖出来ぬでしょう」

　……、

　…………、

　……………………？

「──……え？　あ、あるぇ……？」

　たっぷり一分、いのの指摘を反はん芻すうした空は、間抜けな声を零こぼした。

　子作りに応じればどうなる？　人違いだ。

　ロックで弾はじかれる。ハイ。人違い。終了。

　……いやいやいや……待て待て待て。落ち着くんだ空そら童貞十八歳!!

　おかしいおかしい、いくらなんでもそんな見落としするか──ッ!?

　──なにかが違う。

　そう混乱する空に、だが畳みかけるように、いのは続ける。

「まして勝手に勘違いしておられるのは彼女ら。それも、六〇〇〇年前の人物と」

「……あ、ああ……そう、だ……」

「空殿は彼女らの要求に応じるのみ。誰に咎とがめられる筋合いもありませんなぁ？」

　そうして更に言葉を重ねていくいのに、

「人違いと証明すれば、かく人物が存命でないと受け入れるしかない。彼女らはロック解除を誓ったゲームをし、負けるしかなくなりますな。何せそのままでは滅亡ですぞ」

　……え……あれ？　俺──なんで拒否してたんだっけ……？

　完全なる正論を矢継ぎ早に突きつけられゆく空に、ぽつりと、

「…………にぃ」

　響いた妹の絶対零度未満マイナスケルビンの瞳ひとみに、慌てて正気を取り戻し叫ぶ。

「って！　そうだよ！　だから白しろの前で十八禁は────」

「空殿……落ち着いて考えなされ。まず、生涯二度はない性交の機会ですぞ？」

「──さらっと生涯ないって断定したなキサマ」

　……否定は出来ないが、と呻うめく空に、いのは問い重ねる。

「ええ、空殿の都合もありましょう。それは機凱種エクスマキナを滅ぶに任す都合ですかな？」

「それ、は……いや。でも俺、白と離れたら──」

「白殿にはジブリール殿に頼み、音と光を遮断でもして貰もらえばよろしいでしょう」

　そう次々と、簡単に、問題を解決していくいのに──だからこそ。

「一種族に滅びられる寝覚めの悪さよりは、マシではないですかな？」

　反比例するように、空の漠然とした違和感は重く首をもたげていく。




　──違う。何かがおかしい。

　いのの主張は、まったくもってその通りだ。至極単純で、明快な話だ。

　そんな単純な話──ただ見落としていただけ……本当にそうだろうか？

　機凱種エクスマキナの行動。空に対するハメ方。迫り方。違和感は数多くあるのだ。

　たとえば──と、




「最後に一つ。一人を選び、繁殖こづくりする──以上が彼女らの要求でしたら。それこそ、先程──彼女らが提案したようにすることも出来ますな。何を拒むか理解出来ませんぞ」

　いのの言葉を半分聞き流しながら、思考を列挙して、整理して。

　何とか違和感の正体を手繰ろうとする空は──果たして、ついに。

　深々と土下座し、キッパリと結論づけた。




「〝性交〟は全員と行い、〝繁殖こづくり〟する一人はその後で選べばよいのでは？」

「機凱種ロボつこたちを救わねば!?　即・帰る失礼お許ゆるしくれろ師匠!!」




　──ただ見落としただけだった、と──ッ!!




　何な故ぜ見落とした？　見落としもするさだって人間だもの!!

「邪魔したぜ巫み女こさん！　ジブリール、エルキアに戻るぞ刻ときは待ってはくれん!!」

「……ほんに、邪魔だけしてったなぁ清すが々すがしいわぁ……」

「かしこまりました。長距離転移の準備にしばしお時間を」

　巫女の冷たい目、ジブリールが放つ光を浴びながら。

「ッカ!!　や～れやれ、まっっったく気乗りはしないけど!?　ましゃーねーよな!!　いっちょ軽っく世界びしようじよを救って来てやろーじゃん？　それが天命とあらばッ!!」

　空そらは至ってクールに、極めてクーレストに冴さえ渡わたった頭で嘆く。

　全く己の愚かさは底知れない……何故常識で考えなかった！

　好みに姿を変えてくれる自分にベタ惚ぼれの、おねだりする美少女十二人!?

　メイドでメカっ娘こなカスタムメイドの、求愛を拒む？　何様かね!?

　空童貞十八歳如ごとき分際で！　恥を知りたまえよキミィ!?

「……にぃ、でも、人違い……騙だます、こと……に、なる……」

　激しく己を責めたてる空に、不機嫌そうに、白しろが口を尖とがらせる。

　普段ならそこで止とどまるところだろう空は、だが今日ばかりは──

「そうとも……だがそれで救われる者がいるなら、兄は騙し、欺あざむき、偽ろう……」

　そう人の原罪を背負うが如き慈悲の目で、答える。

「その結果恨まれ憎まれようとも!!　その全すべてを……甘んじて受け止めようとも」

　生きとし生ける全てへの無償の愛、博愛を説くように。

　だがその目は私欲塗まみれの見返りに輝かせ、興奮気味に。

「さあ、空童貞十八歳よさらばだ！　空〝非〟童貞十八歳を迎えに征いこうぞッ!!」

　己が運命みらいとの交戦に臨む声でそう叫ぶ空に、ふと。




「……ん？　あー……空殿。それは少々違うのではないですかな……？」

「ハイなんですか師匠っ！　愚かな弟子をお導きくれろやオウ、ワレコラッ!!」

　考え込む様子の、いのの声に空は貧乏揺すりしながら答える。

「いえ……相手は機械ですぞ？　しかも空殿のオカズエロマンガを参考にし、再現する……」

「ハイそうですが!?　それがなんだってんですかね!?」

　ジブリールの転移準備がいつもより随分と永く感じられる中、ポツリと。

　難問に、仮説を立てるように慎重な声で──いのは言った。

「それは……『ダッチワイフひとりあそび』では、ないですかな……？」

　…………、

「と。いいますか。空そら殿が脱童貞？　……ハッ。あり得えませんな」




　…………、

　そうして唐突に……ふ、と。

　ついに全すべての糸が、欠けていたピースが、揃そろって繫つながった感覚の中、

「ああ……そうか……そういうこと、か……」

　空は、悟りの境地ニルヴアーナに至った修行僧の笑みで、静かに言った。

「ジブリール……手間かけさてすまないな──目的地、変更してくれるか？」

「──え？　あっ、はい。では……どちらへ向かわれるのでございましょう」

　無数の違和感、その正体、ようやくその全てが、明めい瞭りように見渡せた。

　機凱種エクスマキナの行動も、言動も、だが何より最大の違和感も──

「何ど処こでもいいさ……機凱種エクスマキナに見つからない場所なら、そう、何処でも……」




　すなわち──ウフフ～とイイことすりゃハイ解決と。

　その簡単な解決策が、何な故ぜ、思いつかなかったのか。

　──思いつかなかったのではない。無意識に気付いていたのだ。そう、

「……そんなウマい話、あるわけねぇよなぁ……ははっ……知ってたさ……」

　空〝非〟童貞十八歳とは、まだ当分会わせて貰もらえないらしいという。

　世界の強制力──歴史の修正力に涙を零こぼし、空達は空間を跳躍した。





　　　　■■■






　朱あかい月が照らす巫雁かんながり島──その外れの住宅街を、空と白しろは歩いていた。

　そこは、二人の知る獣人種ワービーストの幼女、初はつ瀬せいづなの家のすぐ近くで──

「……巫み社やしろから割と近いんだけど……ここが機凱種エクスマキナに見つからない場所なのか？」

　てっきり世界の裏にでも転移すると思っていた空は、宙を漂うもの、

「は、はい……〝灯台もと暗し〟とマスターの世界の格言にございます通り──」

　そう、ジブリールは自信満々の笑み、だが疲ひ労ろう困こん憊ぱいのていで答えた。

「長距離転移であえて近くへ空間転移シフト、転移痕くうかんきれつを〝断絶〟しました。機凱種エクスマキナとて『断絶空間』は再展開出来ませんし、これ程の力で近距離移動３００ｋｍにいるとは思わないはずでございます」

　──断絶空間とは何なのか、空達には見当もつかなかったが。

「……天翼種ジブリールが、ここまで疲れることしなきゃ撒まけないのか機凱種エクスマキナ……スゲぇな」

「まあ、経年劣化ポンコツしたとはいえ、戦神アルトシユを滅し、私が認めた『敵』でございますので」

　どこか嬉うれしそうに、そう語るジブリールに、だが空は思う。

　──本当にそうだろうか。




　たしかに紛まごう事なき超越種デタラメ。位階序列十位とか、ランキング詐欺である。

　ジブリールの書の記述曰いわく、元は魔法を使えなかったから──というか。

　疑似精霊回廊接続神経──あの尻尾しつぽみたいなケーブルを設計、精霊を燃料ガソリンの如ごとく消こ費ろし魔法と同じ現象を起こす装置を作り、駆動させる──厳密には〝魔法ではない〟らしい。

　だがそれで六位ジブリールに迫ってる時点で、既にデタラメだ。

　しかも『十の盟約』で精霊種エレメンタルが【十六種族イクシード】に含まれ、精霊を消こ費ろせなくなった。

　装置どころか、機凱種エクスマキナ自身も駆動出来なくなるはずが──問題なく稼働している。

　──対応した。突如燃えなくなった燃料ガソリンに驚き、再生可能エネルギーエコロジーしこうに目覚めた。

　おそらくは一瞬で。もう勘弁して欲しい程にチートだ──だが。

　その超越種チートと対局した空そらは──本当にアルトシュを討ったなら──




「……ところでマスター、よろしかったので？　その、エルキアに戻らず」

　そう思考していた空は──ひきっ、と。

　ジブリールの呟つぶやきに顔を引きつらせ、歩を止めた。

「あ──い、いえ！　無論、マスターの決定に異論を挟む気などございませんが！」

　その様子にジブリールは慌てて宙から降り立ち、翼を畳んで跪ひざまずいて、

「そも後出の分際で従者を気取る輩やからに、マスターの貞操を賜るなど過ぎた光栄にございますれば、まず先に一番の奴隷である不肖私の体をお使い頂きたく存じ──」

「……そこ、じゃ……ないっ……ジブリール、ふりーずうごくな……っ」

　謝罪から願望へと、横滑りして脱ぎ出したジブリールが白しろに強制停止される。

　だが固まったジブリールも、固めた白さえ空に向ける視線が問うのは、同じ。

　──機凱種エクスマキナとの〝イイこと〟を、何な故ぜ諦あきらめたのか。




　その視線に空は──ふっ……と。小さく笑って、

「よろしかったかって？　はは……よろしいわけあるかチクショォ──オッ!!」

　続いた住宅街にこだまする近所迷惑な叫びに、白は咄とつ嗟さに耳を塞ふさいだ。

「どんだけ寸止め喰くらわせんだ!?　この世界はどこまで俺を試すのだア～ン!?」

　だが堰せきを切った怨えん嗟さはもう止まらない、と空は涙で吠ほえて、思う。

　──あーわかったよ、じゃーいいよ、もう！

　エロ展開イベントはない？　ないならないでいいよ!!　わかったよ、もう!!

　俺も微エロゲームにガチエロ展開イベントを求めるほど野や暮ぼは言わないよ!!

　でもさ──ッ!?

「だったら餌え釣りして期待煽あおる真ま似ねすんなよ!!　ガチエロ展開イベント実装して、キャラも絵も用意しといて〝フラグ立ては不可能〟とか──悪徳商法かバグってんじゃねぇかッ!!」

　デバッガー仕事しろよ。そう続いて叫ぼうとして空そらは──否いなと。

　デバッガーやプログラマーに罪はない、と頭を振って訂正した。

「そうだな。ヤろうと思えばヤれるんだから。今すぐエルキア戻ればハーレムだ」

　フラグ立てるだけなら可能で、イベントも実行だけなら可能だ。

「〝ただしヤったら詰む〟って!?　これが嫌がらせじゃなきゃなんだってんだ!?」

　実行すればゲームが進行不能。もちろん周回プレイやりなおしは不可。

　さてこのクソ仕様は誰の罪か。プロデューサーだろうか？

　それともディレクターか？　シナリオライターか──ッ!?

　半ば本気で『第四の壁』を確信して、戦犯探しを始めかけた空を──

「…………にぃ……落ち着〝け〟っ……」

「ヤったら詰む……とは、どういう意味でございましょう」

　妹の凍えるような命令と、ジブリールの困惑が辛かろうじて引き留めた。

　魂まで吐き出すような深い溜ため息いきつき、空はどかっと、路地に座った。

「……どういう意味かって？　そのまんまの意味だよ……」




　いの曰いわく？　人違いとわかれば、機凱種エクスマキナはロックを解除し繁殖する。

　何な故ぜって？　そうしなければ滅ぶからだ。あまりに当たり前の話だ

　──だが。それが間違いなのだ。

「人違いとわかっても、機凱種あいつらは繁殖しない──そのまま滅ぶことを選ぶ」

　かくしてエロ展開は実行不可。そう結ぶ空に、怪け訝げんな視線を注ぐ。




「……機凱種エクスマキナ……滅亡したがってる、って……こと……？」

　路地の壁に背を預けた空の膝ひざ上うえに、ぽすっと収まって問う白しろに、

「どーかな……率先して滅びたきゃ、とっくに勝手に滅んでるだろうけど……」

　空は落ち着く定位置にある妹の頭に手を乗せ、続ける。

「少なくとも、〝最悪滅びても構わない〟って、ガチで思ってるのは確かだ」

　根拠を問う二人の視線に、だがそれこそ簡単な話だ、と空は答える。




「そうじゃなきゃ『滅亡を盾に脅迫』しない。脅迫として成り立たないだろ」

　何々しなきゃ死ぬ!!　って……本当に死ぬ気がなければ、脅しにならない。

　機械の感情を、何ど処こまで読めたのかは、さすがに空も、確たる自信はない。

　だが──滅亡を盾に空にチェスを迫った機凱種エクスマキナの目は……〝本気だった〟。

　その確信に近い予感に、空はゲームに応じて──そして。




　──それが、どうしようもなく違和感だった。




「……なあ……機凱種エクスマキナって、大戦終結の引き金になった種族だろ……」

　なら、ゲームで全すべてが決まるこの世界ゲームを作った当人達だろ。

　それがなんで──種の滅亡を厭いとわない……なんで、

「なんでそいつらが、この世界ゲームの破は綻たんも辞さない真ま似ねすんだ……っ!?」

　わからない。空そらを六〇〇〇年前の誰ぞと勘違いする理由も意味も、何一つ。

「……マジで思考回路がイカれてるとか、バグってたりしてねぇか？」

　いっそその方が話が早くて助かるが……それで何が解決するわけでもない。




「でしたら、僭せん越えつながら……私めに二つほど、提案がございますが」

「よーし聞こうか！　ではハイッ!!　まず一つめは!?」

　すっと挙手したジブリールを、空はヤケクソ気味に指し、

「『種のコマめつぼう』が問題でございましたら、一機だけ『保管』しあとは殺──」

「よっしゃ論外、却下だ！　ハイ次ッ!!　二つめは!?」

　名案を一刀両断された悲しみに落ち込んで、ジブリールは続けた。

「目障りですが……勘違いさせたまま〝放置〟はいかがでございましょう」

　……ふむ。今度は現実的な提案だ、と空は続きを促した。

「幸い、子作りに応じる義務に期限指定はございません。永遠に応じずやり過ごせば──少なくとも味方と自称はしておられる一種族がエルキア連邦に加わる……好都合では？」

「ああ……悪くない。俺も考えた案だ。だが、それには二つ問題がある」

　そう苦笑して空は、白しろを脇わきに抱え立ち上がり──




「まずは一つ！　俺の理性が、精神力が保たねぇよこんな状況!!」

　──えっちぃことしよ～♥　と。

　そんな誘惑をして迫って来る美少女達を、延々スルーし続けるだと……？

　それはＴＯでラブなる超越者しゆじんこうのみ為なし得る神域の業わざ。凡そ夫らには不可能だ。

「そして二つ！　何度でも言おうか『人違い』なんだよ──ッ!!」

　──機凱種エクスマキナは繁殖しないままだ。

　アインツィヒが言うには、耐用限界を五九八二年超過しているそうだ。

　ある日、突然滅びられたらたまったもんじゃないし、なにより──!!

「ある日突然人違いだと気付いたら!?　どうなるか知れたもんじゃねぇぞ!?」

「で、ですが勝手に勘違いされただけで……マスターが責められる道理は──」

「六〇〇〇年恋慕募らせて滅びかけてる奴やつ等にそんな理屈が通用すんの期待しろって!?　だったら滅亡に瀕ひんしたりしてねぇだろ!?　重いよ！　重すぎんだよ愛が!!」

　──元よりエルキア連邦に、〝味方〟など、ほぼ皆無だ。

　身内の裏切りなど『前提』でさえある──敵対自体は別に問題ない。

　問題は──何をしでかすかまるで見当がつかない──ということだ。

「それこそイミルアインが包丁を手に『当機を騙だました』とか言ってあなたを殺して当機も死ぬ的な──つか目に浮かんだぞ！　そうなったらどー収拾つけんだ!?　コレ!!」

　無駄に頼もしい超越的性能がリアルメンヘラに駆使されたら？

　──最悪の敵、ここに爆誕である。

　種ごと〝相討ち〟にかかって来られたら対処のしようもない。

　この世界デイス・ボードにあるまじきホラーに身震いする空そらに、そろそろと。




「でしたら、三つめの提案……いえ、マスターの〝最初の要求通り〟──」

　挙手してジブリールは、問うように言う。

「ゲームで『解除アンロツク』と、そうでございますね……そこらの家ブ畜タに惚ほれる旨を賭かけさせ勝利すれは機凱種エクスマキナも分相応の相手いとしいブタとめでたく添い遂げ、円満に解決ではございませんか？」

　……うん、まあ、家畜云うん々ぬんはさておき、空が最初に考えた案だ。

　盟約の力による『ハードウェアロック』の解除アンロツクと、自主的な繁殖の強制。

　六〇〇〇年も募らせた恋慕を、強制的に失恋わすれさせてしまおうというわけだ。

　それをもう一度行えばいいのでは、と問うジブリールに、空は、問い返した。




「逆の立場で考えようかジブリール。機凱種エクスマキナがおまえに必勝の自信があるゲームを持ちかけ、負けたらそこらの家畜をマスターとして敬って子作りしろと言う──どうする？」












「深刻な脳障害を哀れみ、せめてもの慈悲に首を刎はね──ああ……」

　笑顔の即答で応じたジブリールは、だが申し訳なさそうに項垂うなだれて続けた。

「深刻に至らないのは私のようで……そんなゲーム応じるはずございませんね」

　──そう。機凱種エクスマキナが応じる理え由さがない。

　滅亡も厭いとわない──失うものがない故に、空そらを〝必敗〟のゲームにハメた連中。

　必勝の確信があった故に、空はそれらの要求を吹っかることが出来ただけである。

　それをもう一度要求するなら──ハメ返すしかない。

　空と白しろの指定する必勝ゲームに応じさせ。全すべて失わ恋すれ、繁殖する要求を吞のませる。

　失うものがない相手を？　まして機凱種エクスマキナを？　──そんな方ハ法メ……あるのか？




　──子作りに応じても『詰みアウト』。

　子作りに応じなくても『詰みアウト』。

　しかも『詰み崩すハメかえす』方法は一切浮かばない──いや〝あるのか〟さえ疑わしい。

「なんなんだこのはた迷惑極まりない種族！　厄介にも程があんだろ！」

　いっそ敵として来てくれた方が、手の打ちようもあったのに、と。

　たまりかね再度叫んだ空に──




　──パッパーと。

「へ!?　ぁっど、どーもぉ、ススンマセンっした……」

「……ひ……す、すぐっ、退どく……ます……うぅ……」

　響いたクラクションに、空と白は──そう、まるで川が流れるようにして。

　あまりに自然に謝りながら、するり、と裏路地に引っ込み身を寄せ合った。

「……マ、マスター？　……いかがなされたので？」

　困惑するジブリールに、抱き合って身を小さくする二人は、

「ふ、ジブリールよ……コミュ障が『退どけ』と言われて、いったいいかがすると？」

　ぷるぷると震えながら。だが──いっそ誇らしげに、力強く、

「『あっすいません』の一言を置き去りにさっさと退く！　是これ即すなわち人の道コミユ障である!!」

「……近所、迷惑……ダメ、ぜったい……っ」

　──よもや貴様ジブリール。己が主われららが何者か、忘れていたとのたまいはすまいな？　と。

　どれ程尊大に振る舞おうとも、所しよ詮せんこの身、ヒキコモリのコミュ障なるぞ！　と!!

　あまりに荘厳に、威風堂々たる答えに、謎なぞの畏い怖ふに身を震わせジブリールは跪ひざまずいた。

「……も、申し訳ございませんでした……愚問をお許ゆるしください──っ」

　そうして空と白、二人大きく頷うなずき満足した思考で──遅まきに。気付いた。

　…………ふむ。

「なあ、白……この世界に自動車とかあったっけ……っつーか」

　あまりに自然に空達に横付けした〝白塗りのバンクラクシヨンのでどこ〟に……いや、

「……自動車っつーか、いやもう、きっぱり、ハイエ○スだけど……」

　ハイエ○ス。言わずと知れた軽貨物輸送に特化した自動車だ。

　その特化ぶりは積載物を問わず。宅配小包、冷蔵庫程度は当然。有あり明あけ方面への薄い本や、ＡＫ４７、ＲＰＧ、ちっちゃい女の子──と熱い風評被害を被こうむる問わなさっぷりである。

　必然的に、問題になるのは現在、何を積載しているのかであり、




「……【典開レーゼン】求愛成功ラブ・サクセス状況構築兵器・シチユエーシヨン・フオルメ『真典・空落としチエツク・マーター』──Ｐｒｔプロトタイプ．００１０」

　さしあたり運転席にいたのは、当然の如ごとくイミルアインだった。

　──どうやら空そらのお宝エロマンガを参照に、ついに自動車まで典開するに至ったらしい。

　大したものだが問題はそこではない。機凱種デタラメどもに今更その程度で驚きはしない。

　これを何に使うのか──嫌な予感しかせず空は問おうとして、

「な──なん、で……転移痕くうかんきれつは──断絶空間の再展開は不可能のはず──ッ!?」

　だがジブリールには、〝その程度〟では済まない驚きだったらしい。

　あっさりと居場所を特定されたことに驚きよう愕がくして喘あえぐジブリールに、一笑。

「【肯定】断絶空間の追跡は不能。でもあの転移痕あなは長距離転移には──明らかに過剰」

「…………っ」

「【逆説】転移先は近場。また『番外個体イレギユラー』は極端。近場なら島内。かつ機凱種エクスマキナの索敵距離外の位置。以上の条件に該当する〝居住地〟──ここだけ。地図を知らないと推定」

　……要約すれば、ジブリールの偽装工作はバレバレだった、と。

　そう語るイミルアインは、人形のような瞳ひとみに、だが明らかに──哀れみを込めて、

「……【周知】『番外個体イレギユラー』の知能は低い。単純。ばか」

「────────♥」

　無言で。そして笑顔で。

　瞬間的に膨張した殺意を、空と白しろは……確かに、視認出来た気がした。

　一触即発と睨にらみ合あう二人を、だが遮ったのは空でも白でもなく──




「さあ『愛しい人シユピーラー』よ1503.017秒待たせた！　本機とまず友情を育はぐくむ旅に出ようぞ!!」

　ガ──ゴォ────ッ！　と。

　横開きドアを開け放って笑顔で現れた、アインツィヒの叫びだった。

　──ああ、なぜ嫌な予感は外れてくれないのだろう。

「……やっぱりか。一番参考にしちゃいかんもんを参考にしやがったな……」

　危き惧ぐした通り、問題視した通りの積載物に、空は唸うなって頭を抱えた。

　スモーク貼りされ暗い、その車内に何があるかを窺うかがい知しることはできない。

　だが十中八九……あられもない姿した小さめの機凱種びしようじよを積んでいるだろう。

　あるいはこれから乗せるのか──何にせよアウト・オブ・ジ・アウトである。

　しかも──らしくもない、と空は大きく息を吸って吠ほえた。

「テメェと芽生える友情はねえし、何より！　無理矢理は趣味じゃねぇよッ!!」

　──過大評価だったか？　と内心付け足し、思う。

　機凱種エクスマキナはここまで、空そらの好みを的確に暴き、アプローチに反映させて来た。

　だがここへ来て、空が最も好すかない状況と展開シチユエーシヨン──すなわち。

〝日本縦断・美少女誘拐の旅〟──ついでに芽生える友情なぞという。

　不愉快極まる２コンボを繰り出した事に舌打ちさえする空に、




「ふ……安心されたし『愛しい人シユピーラー』よ。我ら機凱種エクスマキナ──同じ失敗は二度犯さぬ……」

　だがアインツィヒは、己が種の特性を誇り、笑顔で答えた。

　ふーむぅ……俺を辱めるっつー失敗は、何度も繰り返しているのだが。

　もしやそれは、失敗にカウントされていないのでは、と。

　本気で懸念し出した空を余よ所そに、アインツィヒはなおも大仰に続けた。

「愛いとしい人は無む理り矢や理りするのを好まぬ。また人目に己の性癖を晒さらされるのも好まぬ!!」

　──ああ。一応カウントして貰もらえていたらしい、と。

　割と本気の安あん堵どにため息ついた空に、続いた台詞せりふは。




　──『だが』と。

　前述を対立する一言ではじまる。そう、

「無理矢理されるのは構わぬようで！　また当車両は密室かつ防音であるっ!!」

　げに恐ろしき学習が語るは、以下だった。

　──空おまえが誘拐ヤるのではない、空おまえが誘拐ヤられるのだ、と。




　理性は囁ささやく……『十の盟約』がある。そんなことは出来やしないさ、と。

　だが変態ホモロボアインツイヒに、拉ら致ちられヤられる……否いな。殺ヤられると等価な恐怖。

　そしてバンから覗のぞいた無数の手に、盟約りせいを信じる勇気など砕くに足りて、

「ジブリ───────ル！　助けてヘ────ルプ!!」

「……にぃ、が……にぃ、が誘拐ハイエ○スされ、る……よっ!?」

　問答無用の悲鳴に即応──ジブリールは空と白しろを連れ空間を跳んだ。





　　　　■■■






　そんな空達の悲鳴なぞ知る由もなく。

　肩を怒らせ、エルキア城の床を踏み抜く勢いでステフは走っていた。

　怒りの矛先は珍しく『現場は任せた』と全投げした空と白──ではなく、

「なんなんですの!?　あ～んなに騒いでおいて手のひらくる～っ、ですの!?」

　一時間ほど前、帆ほ楼ろうのデビューライブは、無事全すべての演目を終えた。

　それなりの盛況を見せたライブに、あれほど呆あきれかえっていたステフは。

　だが続いた『握手会』の状況に、ステフこそ手の平を返して叫んでいた。




　……握手会。

　ステフには意味がわからない──いや、誰より帆ほ楼ろうがわかっていないだろうが。

　空そらは『不ふ遜そんの輩やからがセクハラするから警備頼むぞ。あと城には居ないほうがいいぞ』とか言っていたが、神霊種ほろうにセクハラする剛の者など、世界でもあの兄妹くらいだ。

　セクハラするどころか……そう、普通はこうなる、と。

　──帆楼を怖おそれ、握手どころか、近づけもしない大衆に、ステフは思った。

　そう。これが普通の反応だ。これで正常だ。そのはず、なのに。

　ステフの隣、『握手会会場』と書かれたブースでポツンと座り、

『……汝なんじ……ステ……帆楼はいったい、何をしておるのじゃろう……』

　心細げに問うた〝握手会参加者０人〟の帆楼アイドルに、ステフは──




「あんなに頑張ってた子に！　あんな顔させて──よくシカト出来ますわね!?」

　いてもたっても居られなくなり、エルキア城を全速力で駆けていた。

　空達の意図はわからない。でも──このままじゃ帆楼が不ふ憫びんだ、と。

　人は集まっている。近寄らないのは──神霊種オールドデウスが怖いからだ。ならば──っ！

「怖くないってわからせればいい──ドーラ家に連なる全家を招集しますわッ!!」

　ドーラ家派閥のコネで──『サクラ』を動員すればいい、と。

　王族利権濫用と気付かぬ宣言を放って、ひた走るステフの耳に──ふと。




「……ふむ。『愛しい人シユピーラー』は此こ度たびはなにが気に入らなかったのだろう……」

「【断定】まず貴機の存在が気に入っていない。他の事項とは別問題。無関係」

「な、なんと……!?　で、では本機はどうすればよいというのだ──ッ!?」

「【提案】推奨順に失しつ踪そう。自壊。自爆。『ご主人様』の嗜し好こう特定の最大の障害──貴機」

　至って真剣に。かつ極めて無益な議論を交わす機械達の声が響いた。

　城に居座って、何をするかと思えば──延々とどう空を口説くかと打ち合わせ。

　そして空に迫り失敗する都度、玉座の間に戻ってを繰り返す機凱種エクスマキナの姿に──

「──と、いうかあなた方!!　結局なにをしに来たんですのよッ!?」

　概おおむね全すべて、こいつらが来たのが問題なのだ、とステフは思わず声を張り上げた。

　……いや、元々の大元を正せば、帆楼にアイドルやらせている二人が元凶だが。

　少なくともここに、空と白しろがいれば、帆楼にあんな顔をさせずに済んだはずだ。

「【遠慮】邪魔してる。気にしないで」

「迷惑をかけるが機凱種われらも必死……いかに『愛しい人シユピーラー』に愛して貰もらえるのか……」

「邪魔してる自覚あるんでしたら、十三人もいるなら手伝って貰えませんの!?」

　そうして、ステフにあるまじきこととは、ついぞ自覚なく。

　ただ帆ほ楼ろうの心細げな眼まな差ざしがこびりついた頭で、ステフは、

「そんな無駄なこと考えるほど暇でしたら、サクラに十分な人数────」

　気付けば、そう叫んでいた──そして、直後。




「……【命令】『無駄』と断定する意図。意見の詳細を開示して」

「────────っ！」

　──一斉に向けられた無機質な眼めに、ステフは我に返り凍り付いた。

　勢いに任せ、空そらを完全に出し抜いた神殺しに──自分は何を言った。

　体内まで探られる感覚に、ステフは寒い汗を滲にじませ──それでも、自問した。

　──何か間違ったことを言ったか、と。




「う、『噓うそ』の言葉、で──ソ、ソラが心動くわけないじゃないですの……っ！」

　──自答。何も間違ったこと言ってないッ！

　そう決然と、だが意思に反し上ずる声、震える足でステフは答えた。

　機凱種エクスマキナが空の好みだ何だ言い繕っても、やっていることは──噓だ。

　ステフが知る空という男は、そんな噓で騙だまされるような男ではない。

　故に──無駄、と断じたステフに、だが意外にも、

「……なる……ほど……『心からの言葉』でなき愛が届くはずもなし……か！」

　愕がく然ぜんと、感銘に天を仰ぐアインツィヒの言葉が返された。

「なんと愚かな……かくたる自明を見落としていたとは──ッ！　そなたっ！」

「は、はいっ!?」

「名もなき淑女よ感謝する。『愛しい人シユピーラー』と子を成す糸口が見えた──全機転移用意！」

「手伝う気はやっぱりないんですのね!?　っていうか名前ありますわよッ!?」

　ステフを無む視ししてか気付かずか、機凱種エクスマキナ達は早速空の元へ転移しようとして、




『そんな糸口は忘れるにゃ。どーせ徒労に終わるにゃ』

　──唐突に響いたその声と、同時。




　無音で駆けた衝撃が、城を──否いな、エルキア全土を揺るがした。

　何が起きたか、ステフには知り及ぶ術すべはなく。ただ機凱種エクスマキナだけが。

　城を包んだ断絶空間に、全観測・移動手段を封じられたと認識する中で、

「まだ滅びてないだけで虫唾むしずが走る産ゴ廃ミに、繁殖も養殖もないにゃ♪」

　そう無から生ずるように現れた少女に、ステフは息を吞のんだ。

　天翼種フリユーゲル・全翼代理──『第一番個体』アズリール。

　ただしステフが息を吞のんだのは〝その姿〟にではなかった。

　城の窓から仰ぎ見えた天が──蓋ふたをされたように閉ざされていた。

　アヴァント・ヘイムごと、エルキア上空に転移して来ただろう彼女の、

「みんながジブにゃんみたく、物分かりいい子じゃないにゃ……にゃー鉄屑スクラツプ？」

　そう告げる双そう眸ぼうに装そう塡てんされた、尋常ならざる──〝敵意〟にだった。

　ジブリールが機凱種エクスマキナと交わしたものとは、まるで異質な、〝それ〟は。

「主から賜った力、猿さる真ま似ねした汚らわしい贋がん作さくを振ふり翳かざして、うちらをペテンにハメて、不意討ちして、可愛かわいい妹達を虐殺して、あげくにその主まで殺した屑くず人形──」

　そう上機嫌そうに、拍手までしてアインツィヒに歩み寄って、問う。

「──解コ体ロさない理由。あるなら是ぜ非ひ聞きたいにゃ♥」

「……………………」

　黙するアインツィヒの頰ほおを撫なでて、笑顔で語るアズリールの、〝それ〟は。

　ステフをして──ジブリールも機凱種エクスマキナも、噓うそはなかったと理解させるものだった。

　恨うらみ辛つらみはないと語った彼らとは似ても似つかない〝それ〟は。

　機械よりよほど機械的な、無機的なまでに一片の躊ちゆう躇ちよもない──

　純然たる──〝殺意〟だった。

「ちょ、ア、アズリールさん!?　そんなのソラとシロ、ジブリールも許ゆる──」

　盟約があってさえ、目前で殺し合いが始まると確信する害意に。

　咄とつ嗟さに声を上げ制止にかかったステフは──












「知ったことじゃないにゃ♥」

　──死んだ、と悟った。

　アズリールの笑顔での一いち瞥べつに、鮮明に心臓を穿うがたれた感覚に。

　屍しかばねのように頽くずおれたステフに構わずアズリールは笑顔で続ける。

「じゃ、ブリキ細工？　話しをするにゃ。ルールはこうにゃ♥」

　パンッと手を打って。

「うちは丁寧～に一つ質問して、ガラクタはそれに丁寧～に答える。以上にゃ！」

　アズリールは機凱種エクスマキナに向き直って、

「うちらが満足する面白い答えを期待するにゃ。さもなきゃ──」

　──出来ればそうさせてくれるな、と言外に告げて。

「アヴ君とうち、上に控えてる子で、塵ちり一つ残さず殺すにゃ。邪魔は全すべて排して。エルキアも空そらくん達も──ジブにゃんも。星を砕いてでも根絶するにゃ……慎重に答えるにゃ」

　だがそうさせないでくれるとは、あまり期待していない様子で……




「アルトシュ様。戦神。最強の神霊種オールドデウス──」

　一拍おいて、第一羽は、己が主を討ったものに、語れと命ずる。

「たかが人形が、どうやって──最強の『概か念み』を殺せたにゃ──？」

　その主の。絶対の王の。納得出来ようもない、その最期むじゆんを────





　　　　■■■






「ふら～いみとぅざ～ふ～んふふふ～ふ～ん」

　ワンフレーズしか覚えていないその歌を、空と白しろは投げやりに歌いながら。

　二人には大きく高く跳ねた一歩。だが人類にとっては小さな一歩を刻んで。

　おもむろに──月面に立っていた。

　人類の夢や努力、叡えい智ちを地表に置き去りに、無造作に、歌のようにジブリールに連れて来られた二人は、そこになんら感慨などあろうはずもない地平線を眺め、呟つぶやく。

「……言う、ほど……青く、ない……ね……？」

「つか丸くもねえ。テトの駒こま、主張激しくね？」

　地球はさておき、月から見えるこの世界の惑星デイス・ボードは──青くも、丸くもないと知った。

　巨大なチェス駒がそびえるその惑星は、刃が刺さった黒ひげ危機一発的球体だった。

　あと何本か刺せば、何が飛び出るだろうか……テトかな？　と。

　海賊姿コスプレしたテトが、宙を跳んでいく様を漫然と思い浮かべる二人の横では、

「……〝ここ〟なら、機凱種エクスマキナも来られない、でしょう。フフ……はぁ、ハァッ……」

　そう獰どう猛もうに呟く、割と瀕ひん死しっぽいジブリールが、地に突っ伏し嗤わらっていた。

　──〝ここ〟が〝どこ〟かは、ジブリールに訊きくまでもなく──月だ。

　それもおそらく、空そら達がいつも見上げていた、あの『朱あかい月』だろう。

　なにせ惑星を除けば、見渡す限り広がるのは、砂と砂と砂を被かぶった石だけ。

　無数のクレーターが刻まれた地表に風はなく、一歩踏めば跳ねるほど重力も弱い。

　材質の違いか砂が朱い点以外は、まんま地球の衛星──『月』だと猿もわかろう。

　必然、猿は懸念しない問題をこそ問うことになる。たとえば──

「なあ……俺の記憶では『朱い月ここ』って──〝他ひ人と様さまん家ち〟じゃなかったっけ」

　巫社ひとさまんちに上がり込み、散々騒いだ今更だが……それは巫み女この許可あってのことだ。




　──【十六種族イクシード】位階序列・十三位『月詠種ルナマナ』……

　大戦時には既に、その神霊種そうぞうしゆが創った『朱い月ここ』に住んでいたという種族──故にどういう種族なのかさえ、情報皆無な彼らのお宅に、訪問の許ア可ポとった覚えはないが──

　問題が増えるのは勘弁、と言外に告げる空に、

「あ、マスター、月詠種ルナマナの都は月の裏側──表側こちらは誰の所有地でもございません」

　ジブリールは恭しく、安心されたいと跪ひざまずき答えた。

「ご覧の通りなにも──大気も精霊もない始末。月ここへ来られる程の力がある種族には逆に無用な地でございますので。ですが静かですし、月齢的にもしばらくは陽ひも差しません」

　なるほど伝搬媒体くうきがないのだ。そりゃ世界の何ど処こより無音しずかだろうよ。

　ともあれ空達の快適さを求めてたどり着いた地と答えたジブリールは、

「また、半径五〇〇ｍの大気を封じた〝断絶空間ごと〟──転移致しました……」

　続いてニヤリ、と不敵に笑みを歪ゆがめて続けた。

「──『断絶空間』は突破不可能。かつ朱い月ここまでの距離は平均十九万㎞。これ程の極超長距離転移は機凱種エクスマキナとて困難でしょう。また朱い月の公転は約三㎞毎秒、私の転移痕くうかんきれつを再展開しても通り過ぎた宇宙……機凱種エクスマキナもここには来られません……ふ、ふふふッ!!」

　ジブリールの笑い声が響く中、空と白しろは思う……フラグかな？　と。

　……ま、いいか。と二人は適当に砂を払った岩に背を預けて座って、




「つか、なんで月詠種ルナマナの都は月の裏だけなんだ？　別に月全土を覆っても……」

「……にぃ、あれ……」

　ふと湧わいた空の疑問に、だが答えたのは、白が指さす先にあるもの。

　そう──無数のクレーターに、空は遅まきに、その違和に気付いた。

　ジブリールが表裏と言うなら、『朱い月』も、常に惑星に表を向けているのだろう。

　地球の月のように。ならクレーター──〝隕いん石せき衝しよう突とつ痕こん〟は、裏に出来るはずでは？

「あ、はい。語弊がございましたね。お詫わびして訂正致します」

　薄々──いや、ほぼ確信に近い空の仮説に、ジブリールがそう言って、

「都がある裏側には、もちろん大気も精霊も、豊かな緑さえあるそうでございます」

　ただ──と、続いた笑顔でその仮説に『正解』と告げた。

「大戦時の〝流れ弾〟が当たったらしく。表側こちらは『死んだ』ようでございますね♥」

　……クレーターの源は、宇宙からではなく──惑星から来たわけだ。

　十九万㎞も離れた月面を、死の世界に変える〝流れ弾〟……ですか。

　いよいよ何な故ぜ宇宙で戦や争らなかったか──あ。精霊がないんだっけ……




「ま～いい！　とにかくこれで目下最大の問題を、静かに落ち着いて考えられる」

　言って空そらがタブＰＣを取り出し、白しろと共に操作し出した様子に、こくりと。

「機凱種エクスマキナをどうするか……でございますね……」

　頷うなずいて深刻げに言ったジブリールに、空と白は「？」と、揃そろって首を傾かしげた。

「あ、あれ？　もしや違うのでございますか？」

「……ぇ、だって……考えて、どうにかなる、の？　……機凱種アレ……」

「それより差し迫った問題あるだろ！　帆ほ楼ろうの２ｎｄライブ、舞台演出どうするか問題!!」

　タスクスケジューラは、ただでさえ、びっしりと予定が詰まっているのだ。

　挙げ句その一つ──『握手会』は既にステフに任せてしまったザマである。

　これ以上『Ｐプロデユーサー』失格な真ま似ねは許ゆるされないだろ──っ！

　機凱種エクスマキナが来る前に考えた通りに、ジブリールに頼む演出を固める必要がある。

　その上で、機凱種エクスマキナから逃げ回りながら、他の予定をこなす方法も──

　だがそれさえも至難を極めることに頭をかきむり、空は唸うなるように言う。

「……そーね。機凱種エクスマキナをどうにかして手伝わせるのが理想的だし、全部解決だ」

　なんせ歩く『万能舞台演出装置』だ。どんな演出も可能だ。

　──問題は、歩くことだ。

　ついでに喋しやべることも。喋る思考が意味不明バグってるのも問題だし、その意味不明バグを構っても放置しても『詰みアウト』も問題で──要するにどうにかする案などないのが問題だ。

「……にぃ、が、頼めば……協力する……かも？　……愛いとしい人、だし……」

「あの変態アインツイヒに〝借り〟を作れって!?　兄ちゃんの貞操見返りにされるぞッ!?」

「……他の、女、に……奪われ、る……くらい、なら……いっそ──男に……っ！」

「ヘイ！　マイリトルシスター!?　究極の二択みたいな妥協点探すのやめようぜ!?」

　爪つめを嚙かんで苦渋の決断をくだす白に、空は悲鳴で以もつて応じる。

　そもそも、一時的に手伝って貰もらえても、何も解決せず結局──『詰みアウト』だ。

　やはり避けて通れないか、と空は後頭部で手を組み岩に背を預け考える。

「……どんな要求も吞のむしかないゲームに、機凱種エクスマキナを応じさせる方ハ法メ……か……」

　そんなもの存在あるのか？　考えようにも最初の足がかりない空と白に、




「汝なんじ！　汝と汝、汝ら!!　空及び白！　此こ処こで何なにぞ為して居おるや答えるのじゃ!!」

　──脈絡なく。音や光もなく。最初から居たかのように自然に、当然に。

　突如、幼女──アイドル衣装に身を包んだ帆楼が、空と白に迫り吠ほえた。

「──なっ……ちょ、ど、どうしてここがわかっ──いえ、どうやってここへッ!?」

　あれ程疲労してまで行った逃亡工作や、『断絶空間』に絶対の自信があっただろう。

　それを素通りして現れた帆ほ楼ろうに、ジブリールは思わず悲鳴を上げた。

「……？　上を視みた。偶たま々たま汝なんじらが朱こ月こに居った故、不服申し立てに来た次第じゃが？」

「ぃ、いえッ!!　そんなはずは──断絶空間でございますよ!?　見えるわけが──ッ」

　──偶然見かけたから声をかけたくらいのノリで来ました、と。

　若干不機嫌そうに答えた帆楼に、ジブリールはなおも食い下がるが、

「よく理わ解からぬが『間くうかん』でなく『律れんぞくせい』を断たねば断絶せぬ。是これでは〝筒上下が抜けておる〟じゃろう」

　……全く理わ解からぬが、多元存在ほろうには丸見えだったそうです。

　かくてその口から、その台詞せりふを聞く日が来るとは思わなんだ──世紀の一瞬、

「そ、そんな……そんなぁ……デタラメなぁ…………っ！」

　そう言って崩れ落ちたジブリールに、空そらと白しろのシャッター音が降り注いだ。

「そのようなことはどうでもよいのじゃ空、白！」

　だがジブリールの深い絶望などさらっと切り捨て、帆楼はビシッと。

「帆楼に四時間！　誰も来ぬ『握手会』をやらせ此こ処こに居る理由を答えるのじゃ！」

　──そう、空達が指定した時間を律儀に守って、握手会会場にポツンと。

　ついには『握手会参加者〇人』のまま佇たたずみ続けたらしい不人気アイドルの詰問──否いな。

　涙目での訴えに、空と白は返す言葉もなく項垂うなだれ、弁解に徹することにした。





　　　　■■■






「ふ、ふふ……機凱種エクスマキナも帆楼も撒まけず……私は一体なんなのでございましょう」

　そうブツブツと蹲うずくまって、ジブリールは月面に「の」の字を書き並べていた。

　弱体化しても帆楼──神霊種オールドデウスを相手に力負けって、落ち込むことだろうか。

　そんな空の疑問を他よ所そに、だが──はた、と。

「……おや？　考えてみればジブリール、貴女あなたは誰になら勝てるので？　東部連合ケモノごときに負けマスター達に負け……ひょっとせずともジブリール──『無能やくたたず』で、ございますか？」

　あ……気付いてはいけないことに気付いたらしい。

　笑顔で際限なく落ち込むその背に、だが空達は、あえて言葉をかけなかった。

　──俺らに勝ってんじゃんチクショウめ、と。その毒づきは、内心に留とどめて。




「──ふむ。機凱種エクスマキナとな……彼あの人型の無機生命体かの？」

「あ～……月からナニを見ての『あの』か見当もつかんが、たぶん『その』だ」

　事情説明を受けた帆楼が、目上に手を翳かざし呟つぶやいた声に、空はげっそり答えた。

「つか知らないのか？　機凱種エクスマキナなんて、アルトシュを討った有名種族様だろ？」

「ほ、帆楼、神霊種かみさまじゃぞ！　情報は有るッ！　じゃ、じゃが──」

　天翼種フリユーゲルも絶望する超越者の意外な無知を呟いた空に、だが帆楼は一瞬言い淀よどみ、

「帆ほ楼ろうは現在する種族が創られる以前に──その……あ……と!?　な、何じゃ!?」

「ん～？　や、ちょーどいい高さに撫なでやすそうな頭があったから、なんとなく」

「……撫でやすい、頭……あるの、が……わるい……」

　抗議の声を上げる帆楼に、空そらと白しろはヘラヘラと応じて──二人、理解する。

　──自害した、という言葉を避けようとしていた帆楼を、そう適当に誤ご魔ま化かして。




　……気も遠のく古いにしえに、自身の『神髄』を穿うがち、仮死状態になった帆か楼み。

　そんな彼女が再活性化めざめたのは──僅わずか半世紀前、巫み女こによってだった。

　その間の出来事は、おそらく何も知らないのだろう……

　しかもその後も巫女の中……巫女を通してしか、何も知り得なかったろう。

　その言葉の通り、機凱種エクスマキナの情報──知識はあっても見るのは初めてなのだ。

　自立した今なら、こうして千里眼さながらの力も使えるだろうが、おそらくそれも万能には程遠い。『盟約』に抵触する──見えないものの方が多いとは、想像に難くない。

　そう少しおセンチに思考していた空に、くるっと向き直った帆楼の、




「して？　性交じゃろ？　然しからば早々さつさと交尾し繁殖せよ。約束は守るのじゃ！」

　曇りなき眼めでのギリワード連発に、空は無事、ギャグ系思考に戻った。

　──ふむ。〝知性概念〟っつー徹底して理解を拒む神霊種キングオブデタラメたる帆楼。

　生物の繁殖行為など思う物もないのか──単に想像出来ていないだけか。

　確実に後者だろう空の確信は、だが一ひと先まずさておき、

「『人違い』だって何度言わせんですかね……だからロック解除を条件に飲ま──」

　──せる方法を考えてるところだ、と。

　続けようとした空の台詞せりふを遮って、帆楼は問うた。

「何なに故ゆえに『人違い』と断じるのじゃ？」

　……。

　────なに？

「いやいや、見ろよこの潤いもち肌！　俺が六〇〇〇年モノの化石に見えるかッ!?」

「……申し訳ございませんマスター……無能やくたたずの化石でも、ど、どうかお側そばに……っ」

「ん？　は、いや違うよ!?　人基準の──ってそうじゃねぇ！　そもそも──っ!!」

　丁度六〇〇〇年強の化石ジブリールが月面の隅で更に沈む声に、慌てて空は続ける。

「俺かどうか俺が知ってるよ！　なに、俺が自分を帆楼だと勘違いしたりするか!?」

　そう〝自明〟と説く空に、帆楼は至って真面目まじめに小首を傾かしげ、




「帆楼は勘違いし得る。空、汝は違うのか？」

　言うと同時に──札がめくれるように、帆楼の姿が変わった。

　瞬まばたきも赦ゆるさぬ刹せつ那なの後。

　空そらの前に立っていたのは、衣装を纏まとった幼い少女ではなく。

　黒髪に黒い瞳ひとみの、『Ｉ♥人類』と書かれたシャツの青年──

「……是これで帆ほ楼ろうが記憶を改かい竄ざんすれば、帆楼は『空』と自称し、容易たやすく勘違いし得る」

　そう空の声、空の顔で、〝空ではない空〟は、空に問う。

「主観も時間も因果も無関係じゃ。機凱種あやつらが何を以もつてして『汝なんじ・空』を『通称・意志者シユピーラー』なる者と同一とし、汝が何を以てその認識に『否いな』と断ずるかと問うておるのじゃ」

「…………………………」

　……沈黙。いや……ため息で応じて、空は思う。

　わかっている。帆楼に悪気はない。悪意を識しっているかさえ怪しい。

　ただいつも通り、疑問に──好奇心への答えに期待しているだけだ。

　その証拠に、いつの間にか筆と巻物まで手にしている──だが、違うんだよ。




　──なるほど。『自己の定義とその証明問題』……といったところか。

　なんとも御ご高こう尚しように聞こえるお話だが──まったく、クソだらないお話である。

　なんせ、どう議論したところで『証明不可能』以外の結論には行き着かない。

　そんな話に、あえて『答え』を出すなら──方法なんて〝一つしかない〟。

　その為に、アイドルやらせている空は、帆楼に答えるわけにも行かず──

　だが──空の沈黙に不服そうに、元の幼姿に戻った帆楼の問い重ねに、

「そも、汝は何を以てして汝と定義しておるのじゃ」

　……、

　……すっ、と。




　──まるで、たった一つの、抜けて落ちていた歯車が塡はまったように。

　何も繫つながらず止まっていた時計仕掛けが、突如として動き出すように。

　機凱種エクスマキナの言動、言葉、意図、真意──その全すべてを見渡せる感覚の中で。

　機凱種エクスマキナをどうハメるか？　そんなことに苦悩したのが、ひどく馬鹿らしくて。

　空と白しろは、視線を交わして手を取り合って──思わず、そう自虐に苦笑した。

　心を得た機械だぞ？　心持つ者の悩みなんて、いつだって、単純で──




　──くだらないことに決まってるだろ──ッ!!




「な、何じゃ、何な故ぜ帆楼ににじり寄るのじゃ？　と、問いに答──にゅあっ!?」

　気付かせてくれた神様を、胴上げしながら空と白は笑った。

「さっすがだな!!　伊だ達てに神さまやってねぇな!?　これが噂うわさの天啓って奴やつか!?」

「……帆楼ホロウ、ふぁいんぷれー……っ『　　くうはく』の名前うつろ、わけただけ、ある……っ」

「う、うむ!?　だ、伊達で神霊種かみさまやれる場合も在る也なりや!?」

　月の希薄な重力で胴上げされ、ふわふわ上下する帆ほ楼ろうは、話が見えないのか。

　慌てて筆と巻物を取り出し疑問を書き留めようとするが、それには答えず。

　帆楼を地に降ろして、空そらと白しろは颯さつ爽そうと踵きびすを返し、言い放った。




「ジブリール！　散々邪魔されたが仕事再開だ──エルキアに転移、頼むぞ！」

「……ぁはい……わ、私如ごとき、マスターのお役に立てるかどうか……うぅ……」

「──仕事？　な、汝なんじら、労働をすると申したか──っ!?」

　はじめて地動説を聞かされた昔の学者は、きっとこんな顔をしただろう。

　そう驚きよう愕がくと疑念に染まる帆楼に、空と白は人差し指を立て、チッチッと。

「帆楼～なーんだねその顔は。俺と白も仕事するさ……俺らの仕事はなんだ？」

「…………仮定・『王制君主』……かの？　それらしき行動は未確認じゃが」

　その仮定を裏付ける根拠の希薄さに疑問形で答えた帆楼に、空と白は、

「お～いおいおい……頼むぜ未来のトップアイドル！」

「……しろ達、の……仕事……それ、は……っ　『Ｐプロデユーサー』……っ！」

　大仰に『ＮＯ』と答え、一応は王だったはずの者──空はスマホを取り出して。

　びっしり埋まったタスクスケジューラに、一件、追加入力した。

　──『歩く万能舞台演出装置の調達』……と。

　そして空は指を止め、苦笑を一つ──更に、一件。

「ま……ついでに『修理』もしなきゃな……出来るかは、あいつら次第だが」

　そう追加入力した画面の光を置き去りに、月面から全すべての人影が消失した。




　──『機凱種エクスマキナの願いを叶かなえる』と入力した、その光を……





　　　　■■■






　さあ。鬱うつ積せきした憤怒のあらん限りよ──今こそ解き放たれよ!!

「ゥラワレゴラァア!!　散っ々邪魔してくれたな機凱種メイドロボども＆機械性人型自動変態アインツイヒ!!」

　玉座の間に空間転移シフトすると同時、空の怒号がエルキア城を震わせた。

「わりぃがこっから先は永と久わに俺らのターン!!　諸行無常!!　万物流転の理ことわりに従って主にアインツィヒ!!　キサマには塵ちりへの流転を命ず──ってステフが死んでるゥウッ!?」

　直後、この世界デイス・ボードにあるまじき、殺人現場の遭遇に、それは悲鳴へと変わり、




「──って、ンなこたーどうでもいいんだよ!!　おいアインツィヒ──」

「どうでもいい呼ばわりされるほど私の命は軽いんですのおぉッ!?」

　そして床に転がっていた骸ステフが、あまりの扱いに地獄の淵ふちから怒号を響かせた。

　……いや。まあ。呼吸から生きていることはわかっていたが。

「心配……は求めませんわ!!　異常事態ですのよ!?　危機感とかないんですの!?」

　それでも虫の息で、絞り出すように達観した叫びをあげるステフに、

「や。だからアズリールだろ？　避難しててよかったな～って思いました、って」

「……だか、ら……にぃ……城……いない、ほーがいい、って……言った、のに」

「ただでさえ頭が固い先輩。機凱種エクスマキナなら、あの阿呆アヴアント・ヘイムも騒ぐのは、自明でございまして」

　空そらと白しろ、ジブリールにあっさり理解した事態──否いな。想定した事態を告げられた。

　……やはり人の忠告は聞くべきだ、と。

　たとえそれが空のであろうと、そう天を仰ぎ反省するステフを余よ所そに、




「おお『愛しい人シユピーラー』よ!!　ついに自ら機凱種われらを求めに来てもらえたかッ!!」

　うねうねと、舞い踊りながら空に迫ってきたポンコツは自信満々に、吠ほえた。

「その期待に応こたえようぞ！　此こ度たびの機凱種われらはひと味違う故に──全機ッ!!」

「ダメだ。その前に──アインツィヒや、機凱種おまえらに確認したいことがある」

　またも景色を書き換えようとした機凱種エクスマキナを制し──空は、問う。

「俺が『意志者シユピーラー』とやらに間違いないと断じる……それをどう証明する？」

「既に述べ──いや、そうであるな。何度でも言おうこの『愛こころ』が──」

「俺と『意志者シユピーラー』が同一人物だと。一〇〇％。俺にも。白にも。もちろん機凱種おまえら自身も、それこそ第三者、ステフやジブリールにも納得させる〝完全証明〟──できるか？」

　だがアインツィヒを無む視しし、真剣に問い重ねる空に、

「ふむ……不可能である。しかし証明不要！　何な故ぜならば間違いはないのだから」

　アインツィヒさえ、真しん摯しに答える──不可能である、と。

　自己の証明──それは他者であろうと〝絶対に不可能な話〟だからだ。

　よって、機凱種エクスマキナは空を『意志者シユピーラー』と同一だと『証明』は不可能であり。

　同じく、空もまた『意志者シユピーラー』と同一でないと『証明』は不可能である。

　────そう。本来ならば。




「間違ってるんだよ。何故なら俺は『意志者シユピーラー』じゃない──〝完全証明〟できる」

　黙したアインツィヒや、機凱種エクスマキナ全機の瞳ひとみ──否、あらゆる観測器が空に注がれる。

　一切の噓うそを暴く機械を前に、だが空はただ──『それでいい』と嗤わらう。

　何故なら、空に噓はおろか、虚偽ブラフや、詭弁レトリツクさえない。

　ただの事実として。一〇〇％。白にも。機凱種エクスマキナにも。もちろん空自身にも。それこそ第三者、ステフやジブリールさえ納得させる〝完全証明〟が──本当に出来るのだから。

　それが解わ析かるが故にこそ、機凱種エクスマキナはたったそれだけで。

　空が歪いびつに、邪悪に笑み深めて口する、どんな言葉にも。




　──〝どんな要求ことばにも〟逆らえないよう容易たやすく『詰めハメられる』のだ。

「さあ──ゲームをはじめようか」




　ようやく主導権を奪還し、空そらはそう不ふ遜そんに、尊大に笑って告げる。

「ゲームもルールも、賭かけるモンも！　全すべてこっちが決める」

　自分をハメた挙げ句に振り回してくれた仕返し、と。

「俺は白しろと二人で。そっちは全機で。ちなみに拒否権はない」

　私し怨えんを隠す気もなく、有無を言わさず淡々と空は突きつけて行く。

「俺らが勝てば『新造機構ハードウエアロツク』の解除アンロツク！　更に！　その誰ぞ以外と子作りしないとかいう、無駄に頼もしい愛おもいを放棄！　きっちり自主的に繁殖し滅びないことを誓って貰もらう!!」




「…………ふむ。機凱種われらが勝てば、なにを得られるのだ？」

　六〇〇〇年募らせた想おもいの放棄──それに釣り合う対価は？　と。

　そう眼めを細める機凱種アインツイヒ達に、空は、ぽっと頰ほおを染め、もじもじと──

「ま、まず『副賞』……俺のヌード写真、と、撮らせたげても……いいよ♥」

「うむ。あいわかったしかと承った。ではゲームに応じようぞ」

「【要求】当該『副賞』の保有について。当機の占有権を主張」

「それで釣れるんですの!?　でしたらさっさとやればよかったじゃないですの!?」

　即答したポンコツ共に、ステフの悲鳴が飛ぶ──だが。

　空と機凱種アインツイヒ達の間では別の──いや、〝前提〟が、既に交わされていた。

　空のヌード写真など、言葉通りただの副賞、本来賭ける必要さえない。

　こっちの賭け皿は──〝カラ〟でもいいのだ。

「またゲーム中──俺は『意志者シユピーラー』とは別人だと……〝完全証明〟する」

　何な故ぜなら、本命は。

「出来なきゃ、あるいは機凱種おまえらが反証出来れば、無条件で俺らの敗北とし──」




「『特別賞』……最初に反証した奴やつとお望み通り──直ちに子作りしてやるよ」

　────…………

「ふ……ふふ……『愛しい人シユピーラー』に相応しきや否か、と。愛の挑戦状であるか！」

「【自明】当該『特別賞』も当機に占有権があると主張。拒否は却下する。没」

　どうやら想定以上の本命……前提だったのか。

　気のせいか室温が上昇していくのを誰もが呆あきれて見つめる中──ただ。

　空と白だけは知る──敗北すれば、想いを失う。そんなリスクを負う理由が。

　ただのヌード写真や、繁殖相手の決定で、釣り合うはずがないだろう、と。




　──本当に、空の言葉通り人違いであり、それが証明され得るなら。

　繁殖などどうでもよくなる──〝絶望的問題〟が、機凱種かれらには生じる故と──

「そんじゃ。以上を踏まえて。肝心の『ゲーム内容』を発表しよう」

　ステフやジブリール……いや、機凱種アインツイヒ達さえも、その言葉に傾聴する。

　無限に対応と学習を重ね、際限なく強くなる──神託機械さえ超越した演算機。

　──いかなるゲームであれば、そんな怪物を降くだせるのか……と。

　注視するような視線を感じながら、空そらはそのゲームの名を──気楽に告げた。




「──『チェス』だ♪　ま、当たり前だよな～ぁ？」

「……やられた、ら……やり、返す……ゲーマーの……常識」

　……

　…………？と。

　全員が頭上にクエスチョンマークを浮かべるのが見えたが、

「そんなつまんなそうな顔すんなよ。当然『普通のチェス』じゃないからさ♪」

　それが逆に楽しい空は、そう語って白しろと共に颯さつ爽そうと踵きびすを返した。

「日程は五日後、帆ほ楼ろうの２ｎｄライブと同時!!　ゲーム製作、宣伝、舞台設営に機材!!」

「……きりき、り……はたらいて、ね……『万能舞台演出装置』……ふぁいと……っ」

　そう一同の疑問を捨て置きそう言って、高らかに──




「忙しくなるぞ～っ!!　最高に盛り上がるライブゲームにしてやるからな──ッ!?」






第三章──演繹的決定オラクルメイカー






　五日が過ぎ、長らく吊つるされた『休業中』の看板プラカードは──ついに撤去された。

　そして新たに尖せん塔とうから吊つられた看板プラカードには、またも堂々と、こう書かれていた。

　──『ライブ会場』と……




「嗚あ呼あ……由緒正しき伝統あるエルキア王国の、玉座が。玉座の間がぁ……っ」

　そう嘆くステフが眺めるのは、先日のライブとは打って変わった──立派な舞台ステージ。

　機凱種エクスマキナによって、無数の機材や照明等が取り付けられた、まさしく完かん璧ぺきな音響ライブ空間。

　だが──『高さがちょうどいいから』と、まず玉座が取っ払われ、ステージへと。

　続き──『収容人数増やしたいから』と、壁を崩し廊下と繫つないだ拡張工事を経て。

　もはや本来の姿──〝伝統ある玉座の間〟の、面影もなかった。

　涙を流さずには見られないステフの悲嘆に、そして尚なお追い打ちをかけるのは──




「……本・当・に！　どうして集まるんですの!?　この方々はぁあ──ッ!!」

　変わり果てた元玉座ステージを前に、開演を待つ数千人の姿だった。

　ステフのその悲痛な問いに答える声は──だが、背後から。

「前回、バルコニーでやった時は通りがかりもいたろうが、今回は『城内おくない』だしな」

　ステージ脇わきから顔を覗のぞかせていたステフが振り向いた先、短い階段を降りた奥。

　舞台袖バツクヤードでテーブルに着く男と、その定位置ひざうえの少女──ヘラヘラと笑う空そらと白しろだった。

「……機凱種エクスマキナ、に……ばっちし、宣伝……させまく、った……けど──」

「それでもわざわざ来る奴やつ──愛すべきよく訓練されたアホだけだわな？」

「……国の未来を憂えずにいられませんわ……」

　そんな要らぬ訓練を済ませた国民に数に、ステフは遠い目をして。

　ため息ついて短い階段を下って舞台袖バツクヤードへと降りた。




　──その舞台袖バツクヤードには、ステフの嘆きの元凶らが、机を挟み揃そろい踏ぶみしていた。

　この惨状ぶたいを造らせた空と白──その背後に控えるジブリールと対たい峙じするは。

　この惨状ぶたいを造らされたアインツィヒ──同じく背後に控える十二の機凱種イミルアインたち。

　そしてステフと並んで、一貫して被害者側らしきもの──




「……空と白。汝なんじらに幾度とて問う。帆ほ楼ろうは何な故ぜに斯か様ような意味不明アイドルをさせられるのじゃ」

　衣装を纏まとい出番待ちする、振り回されっぱなしの帆楼かみさまが、ムスッとした顔で問う。

「ん～……そんなにイヤか？　かなり似合ってると思うぞ？」

「……アイドル、オーラ……びんびん、に……感じる……っ」

「嫌か否いなか仮定する材料さえ足らぬ！　故に何故と問うておるのじゃ！」

　同じく幾度とて、答えになっていない答えで応じる空と白に、帆楼は、がるると唸うなる。

　だがその様子に、空は──なんとも珍しい笑顔で、

「大丈夫だ……その答えは、帆楼自身が見つけ出すから。言ったろ？」

　裏が一切感じられない笑みで、帆楼の頭を撫なでて告げる。

「俺らにもどうなるかわからんって、さ♪　さあ、そろそろ開演だ、キメて来い！」

「……帆楼……めっさ。ふぁい、と……応援、してる……からっ」

「──理わ解からぬ……何も理わ解からぬ……汝ら、帆楼をいったい如何いかがしたいのじゃ……」

　なおも愚痴りながら、だが素直に階段へ向かう帆楼を見送って。

　空と白は改めて──と、アインツィヒ達と向き合い机き上じようの〝本題〟──




「そんじゃま──こっちもゲームをはじめて行こうか？」




　すなわち──机の上の『チェス盤ゲーム』を見据え、確認するように告げる。

　この舞台ステージを作った理由、帆楼が舞台ステージへ向かう理由、皆ここにいる理由。

　その全すべての答えであるゲームに臨まんと、さしあたって一言。

「ま、ゲーム中──『ゲームルール以外での魔法や典開の使用』は不正とする」

　ジブリールにきっちり監視を求めるよう言い含めて、あとは──

「それ以外のルールは……ま。改めて確認するまでもないよな？」

　そう不敵にそう告げた空そらに、異論をとなえる声はない──当然である。

　なにせ空達が指定した内容ルールで、機凱種エクスマキナとジブリールが合作した『チェス盤ゲーム』だ。

　その場の誰もが、誰より把握済みのルールは──基本的には、ただのチェスだ。

　あくまでも、基本的には、に過ぎないとはいえ。




　唯一、ジブリールや、ステフをさえ含む、誰もが抱いているだろう疑問。

　すなわち──どう考えても、空と白に圧倒的不利なゲームという疑問は。

　だが当の空と白しろだけが、意に介す様子なく、沈黙を了承と看み做なしたのか、




「んじゃ、お互いの賭かけ金……支払う準備が出来たものから──」

「……おてて、を……拝借……いよ～っ……」

　空と白、二人が手を掲げて──賭けの確認と、宣誓を求める声に。

「【肯定】敗北の際『新造機構ハードウエアロツク』の解除アンロツク。愛の破棄。自主的繁殖し滅亡回避」

「必ずや勝利し、副賞も特別賞も本機が手に入れよう。期待されたし『愛しい人シユピーラー』よ」

　従うようにイミルアイン、アインツィヒに続いて、機凱種エクスマキナ全機が手を掲げ、




　──開演時刻を報しらせる音に、帆ほ楼ろうが舞台ステージへの階段を駆ける。

　一瞬の、だが異様に長く感じる沈黙を挟んで──大音量の音楽が響いた。

　爆音のように鳴り出した音楽と同時、宣言も負けじと絶叫で交わされた。




『──【盟約に誓ってアツシエンテ】──ッ!!」





　　　　■■■






　白の端末スマホが再生し、機凱種エクスマキナの機材スピーカーを通して増幅される音楽。

　イントロが爆音で鳴り響くその舞台上ステージに上がった帆楼を出迎えたのは、

『うぉ』

　という、暗い観客席から轟とどろいた、爆音の音楽をもかき消す歓声だった。

　────、

　その様に、帆楼は一瞬──思考が白一色に染まった。

　人にしては一瞬、だが神霊種オールドデウスにとっては永遠に等しいような硬直の中で。

　凍り付いた帆楼の思考を埋めたのは、ただただ『意味不明』の一言だった。

　──前回は、帆楼もわけもわからず、ただ空と白の曖あい昧まいな指示に従った。

　だが前回と異なる熱気に、帆楼は居並ぶ〝観客〟が──何かを求めるのを感じた。

　その仮定にこそ──『何か期待されている』という仮定りかいにこそ思考が止まった。

　──なにを、期待されているのだろう、と。

　期待とは何也なりやさえ、未いまだ明確に定義出来ずにいる神ものに……一体何を、と。

　化像のはずの身を震わせるモノ、それが何かも分からず帆ほ楼ろうは無言で喘あえいだ。

　──不安、恐怖、緊張。

　神にあるまじき感情が渦巻き、自覚さえ出来ずにマイクを握る手が震える。

　救いを求めて──それさえ自覚はないままに──泳いだ神の眼めは、ふと。

　暗くら闇やみから歓声をあげる人々の中に、見知った姿を。よく知る姿を捉とらえた。




　────依より代しろ……？

　やはり期待するような眼で帆楼を見やる、友の、友人の──巫み女この姿に、

「……ほ、帆楼は、帆楼と云いう！　と、兎とも角かく……歌ったり踊ったりする、のじゃ！」

　帆楼にはやはり、どうすればいいのか、まだわからない。

　でも。だけど。それでも！　少なくとも以前の──帆楼を！

　──疑問に喘ぐだけの帆楼を!!　見たくはないはずじゃ──っ!!

　そう『仮定』を一つ出して。

　拙つたなく名乗った帆楼は、教わった通りに、口を、体を動かした。





　　　　■■■






　そうして帆楼が拙つたなくも、歌って踊り始めた、ステージ脇わきの奥。

　舞台袖バツクヤードの空そらと白しろ。そしてアインツィヒの三人は、猛然と手を動かしていた。

　アインツィヒは、機凱種エクスマキナ『全連結体クラスタ』並列思考で以もつて、二本の手で。

　対する空と白も、だが同じく並列思考するように、二人四本の手で。

　互いに猛スピードで、だが刹せつ那なの淀よどみもなくコマを運び手番を重ねていく。

　それは、基本的には、ただのチェス。

　数点の〝特殊ルール〟があるチェス。

　たとえば、一つは──『手番なし』──




「……な、何が起きてるんですの……ジ、ジブリール、今どっちが優勢ですの!?」

「……マスター達が僅わずかに劣勢……いえ。今優勢に──いえ……誘導……っ？」

　盤上で交錯する手に、理解追いつかぬと二人に叫ばせる──超早指しハイスピードチェス。

　平均毎秒四手が交わされる盤──空と白は、打ち合わせもなく互いに打っていく。

　それで機凱種エクスマキナと競っているのが既にステフやジブリールには驚異だったらしいが。

　……驚かれても困る。そのルールに、特に意味はないのだから。

　単に『音ゲー要素』を取り入れたらこうなっただけだ。

　同じように、たとえば一つ──

「……『リズムを外した手は無効』なるルール、なるほど。ただの〝枷かせ〟であるか」

　アインツィヒが言うように、これまた特に意味はないルールだ。




　そう──音ゲーだ。リズムゲーだ。

　──帆ほ楼ろうが舞台ステージ上で歌う音楽に合わせ、チェス盤の上を、光が波打って奔はしる。

　その波に合わせてコマを打ち、外した手は無効──コマが戻るというルールは、

「当然だろ？　機凱種あんたらに、音速とか光速で打つ的デタラメされちゃ話にならないし」

「……でも……こっち、も……音ゲー、なら……ＰＦＣパフエコン、が……前提……」

　だが『　　くうはく』と、機凱種エクスマキナに限っては、〝速度制限〟以上の意味はないルールだ。




　帆楼のライブのセットリストは──『十三曲』。

　音楽に同期させるならチェスも──『十三局』。

　手番はなし。引き分けステイルメイトもなし。持ち込まれたほうの負けとする。

　かくて帆楼の一曲が、空そら達の一局と連動し決着するようにした。

　そう──ここまでの全すべては、その程度の意図で決めたルールだ。

　本命のルールは、そこにはない。

　本命のルールは、そう──あそこに関係している、と。

　ステフとジブリールが不安げに見上げる先──宙に『ゲージ』がある。

　コミカルなデザイン、イミルアインのＳＤキャラ付で示されるそれは。

　その名もズバリ──『テンションゲージ』だ。

　機凱種エクスマキナの『観測体ゼーア』『解析体プリユーフア』が観客の〝興奮・歓喜・満足性〟を数値化する。

　端的に言えば、ライブの盛り上がり度を表し──そして今、ゆっくり減衰していた。

　さしたる演出もなく、帆楼が拙つたなく歌って踊るだけ……盛り上がりに欠けるは必然だ。




　さて改めて──空と白しろの勝利条件は、三つ。

　一つ、チェスで七局以上勝利し、勝ち越すこと。

　二つ、空が『人違い』であると、証明すること。

　三つ、ライブ成功──つまり『テンションゲージ』を底尽かせないこと。

　逆に、機凱種エクスマキナはその三つの、いずれか一つでも阻害すれば、勝利となる。




　──ただでさえ、機凱種エクスマキナを相手に『チェス最善手の読み合い』で勝つ。

　刹せつ那な未満で、対応と学習を繰り返して、無限に強くなる超越演算機ハイパーコンピユータに──七回も。

　その時点で既に、空と白には圧倒的不利──否いな。限りなく不可能に等しいゲーム。

　ましてこのままでは、遠からず底尽く『テンションゲージ』を、上下させる方法ルール。




　すなわち、最後ほんめいのルールは……

「……ふむ。やはりわからぬ……これの意図は、いったいなんであろう……」

　──突如、極彩色に〝光ったマス〟。

　疑問の色を覗のぞかせアインツィヒが見るそれが──そう、最後ほんめいのルール。

　局中、完全ランダムに光るマスにコマを打つことで生じる──『演出打』だ。




　──だが、手番なしの超早指しハイスピードチェスで『ここに打ちます』宣言。

　どうぞ狩り取ってくださいと、そう言うに等しい──自殺行為だ。

　まして光るマスはランダム、ともすれば致命の悪手を打たされることになる。

　そして、機凱種エクスマキナには──そんな手を打つ理由など──一切ない。

　なにせ『テンションゲージ』など、尽きれば敗北の空そらと白しろにしか関係ない話。

　機凱種エクスマキナはライブなど無む視しして、ただ最善手を打ち、チェスで勝てばいいだけだ。




　故に、ジブリールや、ステフをさえ含む、誰もが思っているだろう。

　どう考えても、空と白に圧倒的不利なゲームと、そう、アインツィヒさえ、

「よもや機凱種われらに、これを打たせるのを狙う『愛しい人シユピーラー』ではあるまい」

　その無駄な狙ねらいを疑う声に、だが空と白は、嘲ちよう笑しように顔を歪ゆがめた。




　────大正解。その通りだ、と。












「そのよもやだ。いや？　少し違うか。なんせ──俺らも打つんだからな」

　邪悪に笑み崩れ言った空そらが、手にしたコマを運んで。

　ここに打ちます、という宣言を。

　狩り取ってどうぞ、という自殺行為を。

　紛まごうことなき、悪手を。すなわち──

　光るマスに躊躇なくコマを打って──続けた言葉に、




「機凱種おまえらも、打つことになるんだよ。必ずな」

　機凱種エクスマキナ全機が、ステフが、ジブリールさえ絶句するを見やる空は思う。

　当然だ。なにせその一手が悪手中の悪手だとは空と白しろも、承知の上だ。




　だが、それこそが──っ！

　──このゲームの、意味そのものだ……故に──ッ!!




「何か勘違いしてるみたいだな変態メカアインツイヒ！　俺らにとっちゃ機凱種あんたらは──!!」

「……一貫、して……ただ、の……『舞台演出装置』……なのだ、よ……っ」

　そう叫ぶ二人に呼応し、最後のルール──『演出打』が発動する。

　ジブリールの具象化しりとり盤を借りて実装した、そのルールは。

　文字通りに『演出』を──打った者のイメージに従って引き起こす。

　機凱種エクスマキナお得意の、散々無駄に活用されてきた『空間書換』によって。

　景色が空の思い通り作り替えられていく最中で、空と白は高らかに嗤わらう。




「さあ──東部連合のアイドル事務所共！　地団駄踏む用意はいいかッ!?」

「……９８９プロ……ナメた、の……反省して……泣いていい……よっ？」

　──『十の盟約』で、帆ほ楼ろうやプレイヤー、観客に害を及ぼすのは不可能。

　だが、逆に言えば──それ以外なら全てが可能！

　ジブリールとのしりとりでさえ、実在しないものは出せなかった。

　その制約さえなく自由に演出を生みだせるその『演出打ルール』は──っ!!

「このライブは伝説にするぞ!!　叫ぶ用意はいいか白──っ!?」

「……お～ぅいえ～え……っ！」

　躊ちゆう躇ちよなく悪手を打った空への驚きよう愕がくから未いまだ立ち直れない機凱種エクスマキナに、追撃を。

　ジブリールとステフにも驚愕を上乗せする景色に──空と白の絶叫が響いた。

「「リピートアフターウィー!!」」

　エルキア城玉座の間から、ライブ会場に改められた室内が。

　続いて叫ぶ空と白により再構築され──今一度改められる。

　舞台ステージを、客席を、舞台袖バツクヤードを爆光が駆け抜けたそこは──すなわち──っ!!

「「ヤック・デカルチャ─────────ッ」」

　……『盤上の世界デイス・ボード』でさえなかった。

　誰も──厳密に言えば空そらと白しろさえも知らない──宇宙のどっかで。

　見知らぬ荒野、観客も舞台袖バツクヤードの面々さえ、見るのは──帆ほ楼ろうだけ。

　人型可変戦闘機ロボツトの腕上ステージと、天にさえ届かんと巨大な投影映像スクリーンで歌って踊る帆楼。

　そして──それを引き立たせる、というには過剰気味は演出だった。

　複雑怪奇な軌道描くミサイル、粒子線ビームや光線レーザーが飛び交い天地を飾る。

　戦闘機が螺ら旋せんを描く銀の軌跡や、降り注ぐ弾丸さえ美しいそれは、だが──




　…………、

　紛う事なき戦場に、帆楼と、空と白を除く誰もが、ただ啞あ然ぜんと黙した。

　……まあ、当然である……空と白でさえ、創作フイクシヨンの中でしか知らない光景。

　まして知らずとも、本能的に逃げ出しこそすれど、盛り上がる要素はない。

　そう誰もが思う中、空と白だけは、確信に嗤わらう。

　観客が投影映像スクリーンの文字に気付けば、その瞬間、爆ばく轟ごうの如ごとき歓声があがると。

　そう──

【安心してください。演出むがいです】




「どしてそれで納得出来るんですのぉおッッッ!?」

　振り切れる勢いで上昇する『テンションゲージ』に絶叫するステフを余よ所そに。

「ハッハー!!　愛すべき訓練されし者アホどもよ！　期待しろよ今回のライブは神セトリだ!!」

「……なん、せ……ガチ神さま……だし、ね……♪」

「銀河アイドル？　ハッ!!　小せぇ！　超次元アイドルのお通りだよ道を退どけェ!!」

　そう楽しそうに──だが刹せつ那なもチェスを打つ手は止めず空と白は笑う。

　同じく淀よどみなくコマを打ちながら、だが驚きよう愕がくを隠せない機凱種アインツイヒ達を余所に、




　──本当に演出のためだけに悪手を打った、という。

　空の行動に既視感があるステフとジブリールは、小さく声を上げた。

「……ぁ……っ　まさか──っ！」

「あの時と同じ……でございますか……!?」

　──『演出打』。

　打った者のイメージを、景色・光景を演出として会場に反映させる。

　会場。そう、景色改変や衝撃、振動等は、舞台袖バツクヤードの自分達プレイヤーにも及んだ。

　ならばあの時──つまり、ジブリールとの『具象化しりとり』の時と同じ。

　敗北覚悟の一手で、なにが出来るかを確認して──そして狙ねらうのは、その先。

　極超新星爆発ハイパーノヴアで、ジブリールをしりとり続行不能にして勝った時と同じ作戦。

　機凱種エクスマキナを──『演出打』による妨害で、続行不能にして勝つ気だ……とか。

　おそらくそんなことを思っているだろう二人の思考に──




「……演出による妨害……機凱種われわれをチェス続行困難にする策であろうか……？」

　あっさりと追いついたアインツィヒは、そう呟つぶやいた。

　背後でステフとジブリールが息を吞のむ気配を余よ所そに、更に淡々と。

「【否定】プレイヤーに危害が及ぶ演出不可能。よって機凱種エクスマキナには効果薄。意味ない」

　イミルアインが、二人が見落とした点さえ補足し、反論までする。

　──そう、具象化しりとりの、あの時とは状況が違う。

　ここは現実空間──『十の盟約』によって、危害は加えられない。

　妨害し集中を乱すのが精々で、それさえも機凱種エクスマキナには効果がない、と。

　機凱種エクスマキナが驚愕かんじようと打ち手りせいを切り離せるのは淀よどみないその手が証明する。

「……では『愛しい人シユピーラー』があえて〝敗北を選ぶ〟その真意はなんであろう……」

　機凱種エクスマキナが驚きよう愕がくしているのはあくまでも──空そらが悪手を打った理由。

　ライブのためとはいえ、敗北確実なルールにした意図であり──

　そう疑念する問いに、だが空と白しろは、再度嘲ちよう笑しように顔を歪ゆがめた。

　────不正解。今度は大ハズレだ、と。




「まだ勘違いか。もう一度だけ言うぞ。俺らにとっちゃ機凱種あんたらは──」

「……最初、から……ずっと……『舞台演出装置』……なの……」

　邪悪な笑顔でそう言って、空と白が滑らせた手に。

　──今度こそ、

　────、




「……『全連結指揮体アインツイヒ』より全機。何が起きた。報告せよ……」

　アインツィヒは真顔で呟き、機凱種エクスマキナ全機が驚愕エラーに喘あえいだ。

　その様子に、空は飛びっきりの嫌いや味みな笑顔を作って見せて、




「〝あえて敗北を選ぶ〟？　演出が欲しいから打った。真意もクソもあるかよ？」

　言って内心、代わりに答えてやることにした──何が起きた？

　空が、ここに打ちます、という宣言をして。

　狩り取ってどうぞ、という自殺行為をして。

　紛まごうことなき悪手中の悪手──『演出打』を打って。

　この局勝ちを確信しただろう機凱種アインツイヒ達を、嘲あざ笑わらって──四手。

　空そらと白しろ、互いに打った、たった四手で──形勢が逆転した。

　そして──

「な～？　俺一人にたかが引き分けた分際で、随分とま～ドヤ顔かましたよな～？」

　その事実を、ようやく理解し、だがなお信じられないという顔で。

　アインツィヒや、イミルアイン──機凱種エクスマキナ全機の視線を浴びて二人は。

　だが失笑するように、申し訳なさそうに、いっそ皮肉ったらしく──




「白となら──『　　ふたりで』なら俺らさ、チェスは、唯一神テト様にも勝ってんだわ」

「……機凱種エクスマキナごとき、に……負けちゃ……遊戯の神、テト……立場ない、の」




　帆ほ楼ろうのライブ──一曲目が終わりを告げる音と、ほぼ同時。

　──《チェック・メイト──勝者『　　くうはく』・一勝》

　チェス盤もコールする中、悪手を打ってなお機凱種エクスマキナを降くだした二人が語るは。

　唯一神テトにして遊戯の神。すなわち──最強のゲーマーをさえ降したという。

　そんな普通の、だが厳然たる──ただの事実だった。

『────────』

　空と白。二人のそう語る言葉に、噓うそなど一つもない、と。

　誰ナニより解析しれる、故にこそ混乱する機械達の驚きよう愕がくは、だが置き去りに。

「さあ、二局目だ。休んでる暇はねぇぞ、機凱種エクスマキナ！」

　そう間髪入れず舞台から鳴り出した帆楼の二曲目、そして歓声を合図に。

　空は白と共に、獰どう猛もうに、不敵に、不ふ遜そんに笑みを浮かべて──断じる。

「便利に使われろ。このゲームの機凱種おまえらの役割なんて、ぶっちゃけ──それだけ♪」

「……ふぁいと……万能舞台演出装置……まだ、まだ演出……打たせて、ね……♪」

　機凱種エクスマキナ達やジブリール、ステフ達の予想や思考を、悉ことごとく一いつ蹴しゆうして。




「──悪いな、機凱種エクスマキナ……おまえら、俺らには──絶対に勝てねぇよ」

　空と白は、二局目をはじめ──淡々と、コマを運ばせた。





　　　　■■■






　かくてアインツィヒは──否いな。イミルアインも含めた『全連結体クラスタ』は。

　その理解を逸する疑念を、だが『事実』と仮定し受け入れる他なかった。




　二局目──辛からくも勝利したアインツィヒ率いる機凱種エクスマキナ達だったが。

　三局目──今現在……眼前で目まぐるしく手が交わされる盤面は。

　全機をして『理解不能』と叫ばせ、受け入れさせるに足りるものだった。

「っしゃ！　じゃ～次は白しろの番な!?　どんな『演出』にするか任せたぞ！」

「……お～いぇ～……にぃ、を……びっくり、させる……の……♪」

　打ち合わせもなく、空そらとその妹は互いコマを指しながら心底楽しげに。

　次の『演出打』を打つ、と──堂々と宣言さえしていた。

　そう──次の。三局目このきよく、空とその妹は、既に一度『演出打』を打っていた。

　──致命的な悪手。そのはずだった。

　並列演算で〝必敗〟とさえ弾はじきだしたその『演出打』を打って──なお。

　未いまだ優勢にある二人に、アインツィヒ達は、ついにある仮説を検討した。

　仮説……『演出打』なるルールの〝正体〟──




『アインツィヒより全機。これより「検証」を行う。悪手後の補ほ塡てん演算を求む』

『──了解ヤヴオール』

　連結体クラスタにフォローを指示し、アインツィヒはその仮説検証の機を待つ。

　仮説──『機凱種おまえらも、打つことになるんだよ。必ずな』なる空の言葉。

　そこから推測される、空の意図、真意を読む検証の機は、だがすぐに訪れた。

　──極彩色に光るマスの出現。

　致命的な位置。打てば高確率で必敗の死路に入ると連結体クラスタが報告する。

　だが、アインツィヒは躊ちゆう躇ちよなくコマを運んで──『演出打』を打った。

　仮説通りならば、この局の敗北どころか──全局敗北を意味しかねない故に。

　検証は必須、と覚悟を以もつてアインツィヒのイメージを反映する演出は──




　──バツンッ、と。

　動力が落ちたように、会場一切の光と音が消失──〝演出停止〟という演出だ。

　音も光もなければライブは止まる。『テンションゲージ』などもはや関係ない。

　アインツィヒ達には、問答無用での〝この局〟の敗北を決す、最悪手。

　だがライブを終わらせ問答無用に〝このゲーム〟の勝利を決す、最善手は──




「そう……それでいいんだよ」

　盤面の明かりだけが、仄ほの暗ぐらく照らす笑み──凶悪な空の笑い声に。

　数秒後、再度現れた光るマスに、その妹が打ち返した『演出打』によって。

　──どちらも止められた。




　アインツィヒがもたらした無音の闇やみ、それ込みで演出だったかのように。

　光が明滅し、帆ほ楼ろうの衣装が変わり音楽も転調させた演出に──歓声が応こたえた。

　ライブの強制終了による勝利も、悪手を打ち返されたことでこの局の敗北も。

　どちらも止められたアインツィヒに、空は皮肉に笑みを零こぼし、続ける。

「そっちも『演出打あくしゆ』打ってくれないと、こっちも思う存分やれない、だろ♪」

「────」

　かくて空そらの言葉に、アインツィヒ達の仮説は、『真』と結論づけられた。




　──二局目、空とその妹が負けたのは。

　単に『演出打』を連打し『テンションゲージ』を上げることに専念したが故。

　だが、ならば『演出打』を打たず……あるいは一度打つ程度ならば──

「悪手の打ち合いと行こうぜ？　最善手の読み合いなんて、つまらねぇだろ？」

「……そんな、○×ゲーム……勝って、も……おもしろ、く……ない……」

　獰どう猛もうな──人類種イマニテイとは到底思えぬ──圧倒的強者が、獲物を捕食する笑みで。

　確信に満ちるその言葉は、アインツィヒ達をして、こう語ると悟らせた。




　──機凱種おまえらに勝つだけなら容易たやすい、と。

　事実一局目、機凱種エクスマキナは負けた。一回勝負ならばそれで終わっていた。

　──そんなことより、楽しませろ、と。

　便利に使われろ。機凱種エクスマキナの役割はそれだけとの言葉に噓うそはなかった。

　──演出打たせろ、ライブを盛り上げさせろ、と。

　そのかわり──〝そっちも打たせてやるから〟と──ッ!!

「最悪手の読み合いだ……どこまで着いてこられるかな、超越機械さま？」

　挑発する空の、獲物をあえて逃がす捕食者の笑みが、肯定して見えた。

　仮説通り──『演出打』なるルールの〝正体〟は。

　空が楽しむために、機凱種われらが勝つ余地をあえて残してやったもの。




　すなわち──機凱種われらを相手に。

　────〝ハンデ戦〟──だというのか────ッ!?




　理を逸した検証結果に、『連結体クラスタ』が並列思考する。

　機凱種エクスマキナを、あまつさえ遊戯の神をさえ一切寄せ付けぬ強さ？

　理解拒否。否いな、受け入れよ！　信しん憑ぴよう欠如。否、最低限一部は事実である！

　ならば分析せよ。解明せよ。学習せよ対応せよ──果たして終ついぞ超越せよ!!

　種の本質、その心髄を証し明めせ──ッ!!

　打ち筋はやはり空──五日前に見せた『意志者シユピーラー』のそれとやはり同一だ。

　前回は手加減された？　否。では前回と今回の相違点は────

「……ほお？　やっとうちの自慢の妹、シカトすんのやめたかポンコツ」

「────ッ!?」

　考察する機凱種エクスマキナ達の視線が、空の妹を捉とらえたことを察したか、

「しょーじき、かなりイラついてたとこなんだわ。是ぜ非ひ改めて欲しいな？」

「……誰……無む視しした、か……身の程、を……教えてあげる……の……っ」

　そう苛いら立だち色濃く、皮肉に告げる二人に──思考する。




　──この少女は……誰だ。

　否いな──空そらの妹だ。家族だ。名は『白しろ』だ。認識していた無視してもいない。

　ただ殊更重視していなかっただけだ。何な故ぜか？　自明、『他人』だからだ。

　チェスを他人と、二人で打つ？　それがなんだというのだ。

　並列思考出来るわけでもなければ、打ち合わせる間もない。

　ただ異なる個体が、それぞれ打つだけ……そこに意味などない、はず、なのに……

「……にぃ、独り、や……しろ、独り……相手、ならまだし、も……」

「『　　俺ら二人』に勝てる気でいんなら、チョーシにのんな、とお答えするぞ」

　そう断じる二人の、論理性など欠片かけらもないその言葉に。

　他ならぬ非論理こころが、納得しそうになるのは──何故だ────




　──《チェック・メイト──勝者『　　くうはく』・二勝》

　そうチェス盤からのコールと、三曲目の終演を報しらせる音に。

　椅い子すの背もたれに体を預け、白を抱いて空は言う。

「バグってるその頭に刻め。『　　くうはく』に敗北の二文字はな──」

　と言葉を切った空は、ふいに……白と揃そろって天を仰いだ。

「……あった、ね……一回……あっちゃ、った……ね……」

「そっか、この台詞せりふもう使えないのか……急に凹へこんで来た」

「も、申し訳ございませんマスター!!　私が至らぬ無能なばかりに──ッ!!」

　なにやら唐突に鬱うつスイッチが入ったのか。椅子に沈み込むように滅め入いっていく様子の二人に、何故かジブリールが慌てて土下座し出すが──機凱種アインツイヒ達は思考を続ける。




　──やはり、わからない。

　空をこれ程までの強者に変えている白が何者かも、その原理も。

　だが──思い当たる節に、アインツィヒは『連結体クラスタ』に指示を出す。

『全機──解析を対象打ち筋から、チェス以外での勝法へ、優先順位を引き上げよ』

　仮に、白がアインツィヒの思い当たるものに該当するのであれば。

　最悪四局以内に、二人の手を暴き、超えることは、至難を極める。

　だが至難であれ不可能であれ、それが何であれ──対応し、超えるまでのこと。

　他ならぬ『意志者シユピーラー』が、六〇〇〇年も停滞していようはずもなかったのだッ！

「ふふふ。今の『愛しい人シユピーラー』を超えてみよ、と。愛の挑戦状、しかと受け取った！」

　そう爽さわやかに燃えるアインツィヒに、空達の冷たい目だけが応こたえた。





　　　　■■■






　舞台袖バツクヤードを、沈黙だけが包んでいた。

　椅い子すに深々と座って休む空そら達と、機凱種エクスマキナ達は互い無言の一時を過ごす。

　三局目、つまりはライブの三曲目が終了し、挟まる──『幕間インターバル』だ。

　歓声を背にして、帆ほ楼ろうが舞台ステージから階段を降りて来るのを見てジブリールは、

「……マスター。神霊種ほろうでしたら疲労とは無縁、衣装変更も瞬時に出来るのでは……」

　頭上の『テンションゲージ』が、僅わずかずつ減っていく様子にそう問うた。




　──『幕間インターバル』……通常のライブでは衣装変更や、休憩のための間。

　だがこのゲームでは、その間も『テンションゲージ』は変動する。

　本来不要な休憩を、何な故ぜ設けたかと問うジブリールに、

「観客は疲れるだろ！　神セトリなら、あえて間を作ることも重要だよ、おわかり!?」

「……一いつ旦たん、下がらせ……次……なにする、か……どんな衣装、か……期待、煽あおるっ」

　そう真顔で答えた空と白しろに。

　──この二人、本当に機凱種エクスマキナもチェスも、眼中にないのでは？　と。

　それぞれの感慨がこもった視線を感じながら、だが空は、キリッと。

「っつーわけでっ！　ステフ!!　場を暖めて来いよ、期待してるぜ!?」

「……………………はい～ぃ？」

　突然話を振られたステフの奇声に、空は厳しい目を向け、続ける。

「繫つなぎだよ繫ぎ！　帆楼がステージから降りたら、誰が観客の間を持たすんだよ！」

「……ステフ、なんで……ここに、いる……か……忘れ、た……の……っ？」

　空と白、二人に鋭い眼光でそう言われ、ステフの視線は宙を泳いだ。

　記憶を探ったのだろう、数回頷うなずいて「忘れてないですわ」と答えた。なにせ、

「聞かされてないことを忘れる、なんて出来ませんわよねッ!?」

　そう叫んで、そしてはた、と。

「というか！　そういえば私、どうしてここにいるんですのッ!?」

　今更な叫びを上げるステフに、だが空と白の深～いため息が答えた。

「……おいおい、ジャーマネ。セットリスト。三曲目の後、なんて書いてある？」

「え、私マネージャーでしたの!?　……あ、一回だけなんかそう呼ばれた気が──って、『幕間インターバル・五分ＭＣ』ですわよ確認しましたわ！　どこに私の名があるんですのっ!?」

　空に一度呼ばれただけの役職に驚きながら。

　だがそれでも確認していた勤勉さを主張するステフに、




「ッカ！　これだから常識のないやつはぁ……いいか？」

　ぺし～ん、と額を叩たたき、常識を語る権利なぞ怪しい二人が、その常識を語る。

「……しろ、と……にぃ、は……人前、に……出られ、ない……っ」

「かといってジブリールは何をしでかすかわかったもんじゃ～ないッ！」

「……機凱種エクスマキナ、は……もっと、ありえ、ない……」

　──さて。かくして残る常識人は、ステフ以外、誰がいるのだ、と。

　消去法という、常識的に当然の帰結に、ステフが天を仰いだが、

「バンド紹介でも漫才でも、何なら面白トークでもいいから！　ほれ、ＧＯ！」

「紹介する人がいませんわ！　相方もいませんわ！　面白トークって雑ですわ！」

　そう何とか拒否を試みるステフは──だが、ゆっくりと。

　しかし着実に減衰していく『テンションゲージ』に、頭を振って──

「あ～もうっ！　も、盛り下がっても責任は取れませんわよッ!?」

　そう自や棄け気味に、舞台ステージへ続く階段を駆け上がって行った。




「……マスター、よろしいので？　本当に『テンションゲージ』が尽きれば……」

　帆ほ楼ろうと入れ替わりに舞台ステージに立ったその姿にジブリールが問う──が、

「大丈夫だ。何をしても盛り上げる……ステフには、人を惹ひきつける力がある」

　安心しきった顔で答えた空そらの言葉に、一同揃そろって舞台ステージを見やった。

「……ステフも自覚がない、だが努力じゃ決して手に入らない──〝才能〟だ」

　舞台上ステージに立ったステフは──手足が震えていた。目も泳いでいた。

　だが──顔は誰もが見み惚とれる、一片の悪意もない、笑顔があった。

　ステフは──きっと大したことは言えないだろう。

　面白い冗談や、気の利いた小話などは、彼女の苦手とするところだろう。

　だがそれでも舞台ステージ中央に立ち、思うままに、その心を表現する言葉を。

　あるいは言葉以外の何かを、紡ごうとするステフは、




　──その意気込み故に、何もない場所でつまずき。

　その勢い故に派手に体勢を崩し、その勢いのまま舞台ステージにあった機材へと。

　その性格を表すようにまっすぐに……顔面から突き刺さった。

　機材に顔面を滑らせて倒れこんだステフは、スカートがめくれ下着丸出しで。




　＿○＼｜＿　……と。




　アスキーアートで表現出来るポーズで気絶した様に──爆笑が上がった。

「……そ……ギャグ要員、っていう……すごい……〝属性さいのう〟……」

　その才能を明かした白しろに応こたえるように『テンションゲージ』が上限を打った。

　有無を言わさぬ謎なぞの説得力に、誰もが頷うなずいた、その横で。

「……此これで佳よいのか？　此れが汝なんじらの云いう『完かん璧ぺきなアイドル』かの？」

　ステフと入れ替わり、衣装にもそもそと着替えていた帆ほ楼ろうが呟つぶやいた。

　やれる限りやっている、と。

　口を尖とがらせ訴える推定数億歳の、派手な学生服姿の幼神の問いは、

「まだまだ！　これじゃ『アイドルランクＡ』がいいとこ、表現力が足りない！」

「……『Ｓ』すら通過点……頂点、立ちたい、って……帆楼の心、伝わって、来ないっ」

「伝わらぬも当然じゃな!?　帆楼も心の定義さえ出来て居らぬのじゃからっ!!」

　だが厳しすぎる『Ｐプロデユーサー』のダメ出しで応じられ、帆楼は涙目で問いを重ねた。

　──そして、ポツリと。




「…………『意志』である」

　答えたのは空そら達の向かいで、沈黙を貫いていた──アインツィヒだった。

　予想外の者からの返答。怪け訝げんそうにする帆楼に、だが機械の男は続ける。

「『心』の定義を問う。故に対応こたえる。『心』すなわち──『意志』である」

「……意志。……帆楼に意志が在る、と云う根拠は何ぞ？」

「問うたからである。答えを求めたからである。その想おもいがある故に……」

　そう言って機械は、心を、意志を、想いや命をさえ定義し、断じる。

「想い、意思、命。不可分かつ同義である。命在る神。想いも意志も心も在ろう」

　持たず生じた機械、故にこそ持って生まれた者より、愛いとおしそうに。

　人より人らしくその定義を語った機械は。

　優しい笑みで──「故に」と、続けた。

「『意志者シユピーラー』と同意志同想い有すなら！　『愛しい人シユピーラー』も同命であるは自明である！」

「おい機械!!　コンピュータが詭き弁べんを使うんじゃねぇよ、飛躍してんじゃねえかッ！」

　──石油王はターバンを被かぶっている。石油王は金持ちである。

　よってターバンを被っている金持ちは、みんな石油王である。

　そんな手本のような誤ご謬びゆう・詭弁を吐いたアインツィヒに、空は声を張り上げた。

「…………」

　──やはり、まだ分からない様子で帆楼は沈黙する。

　だが何かを感じてか。アインツィヒとイミルアイン、そして機凱種エクスマキナ一同を。

　順繰りと見やって小首を傾かしげた帆楼に──時を報しらせる音が響いた。




「……も、もう……二度と勘弁ですわ……」

「残念だがセットリスト上、あと二回あるぜ。次もよろしく♪」

　──結局五分間、気絶からの痙けい攣れん。その後もマイクを逆手に持ったりと。

　観客を笑わせるでなく、笑われて満まん身しん創そう痍いのステフが舞台袖バツクヤードへ戻って。

　そして入れ替わるように、帆楼がステージ脇わきへと移動し、待つ。

　帆ほ楼ろうは、四曲目の開演を。

　空そら達は、四局目の開局を──それぞれに。




「さて？　そんじゃ～休憩も挟んだし、続けていこうか？」

「……『演出打』……次、は……にぃ、の……番……ね♥」

　そう笑う空と白しろに、アインツィヒは小さく笑う。

　この休憩時間中、続けていただろう思考の結論を語るように、

「うむ、精々、しばらくは便利に使われてやるとしよう『愛しい人シユピーラー』よ……」

　──それでもなお、と決然と続ける。

　そう不敵に。チェスでも『演出』でも、

「我ら機凱種エクスマキナ。なんで在ろうと、存在するなら対応する……超えて見せようぞ」

　──重ねれば超えるに至る自負を告げて──




　響きだした四曲目を合図に、四局目に臨む三人の手が動き出した。





　　　　■■■






　──そうしてライブとゲーム、共に続く──七曲七局目。

　盤上で高速の攻防を交わす空達は今──大空を、自由に飛んでいた。

　訂正。確かに自由ではあった。だが正確には飛んではいない。ただ、

「メチャクチャですわ!!　というかお二人カッコつけて、余よ裕ゆう綽しやく々しやくですのッ!?」

「ふ、余裕などない。ただそれがルール故に」

「……ステフ……みっとも、ない……の……」

　そうキメ顔で冷静に──〝自由落下〟する空と白に、ステフの悲鳴が飛んだ。

　いや、空と白の二人だけではない。

　ステフも、観客も、ゲーム中の魔法使用が出来ない以上、ジブリール達も。

　──マチュピチュから宇宙戦艦デススター、果ては空達には何かも知らないものさえも。

　それら空と白、機凱種アインツイヒ達の『演出打』の応酬によって生じた何もかもを連れて。

　先程機凱種アインツイヒ達の『演出打』で〝地〟が消え──無限の空を落ちていた。




　……よって、まあ……せっかくだから、と。

「あな……あなた方、どうしてこれで、ゲームに集中出来るんですのおッ!?」

「ふ。スカイダイビングなんて、この世界に来て何度やらされたと……慣れたよ」

　そうステフに答える空の顔も、やはりキメ顔で。

　以前からやりたいと思いながらも、ヒキコモリ故に叶かなわなかったゲーム。

　すなわち『エクストリームチェス』に、空と白は興じることにした。

　──エクストリームチェスとは。

　空中、崖がけ、水中や絶叫マシーン……とにかく危険な所で行うチェスのことである。

　それだけだ。勝敗さえ関係ない。ただそれだけの、だが唯一不可侵のルールこそ！

　キメ顔キープッ！　以上である!!




「さ、さすがはマスター……いえ……か、観客の方々も大概でございますが……」

「それですわよ!!　どうして──盛り上がるんですの!?　訓練されすぎですわ!?」

　ジブリールさえ感嘆し、ステフが正気を疑うは上限打つ『テンションゲージ』。

　それが意味するは、自由落下さえ楽しみ、帆ほ楼ろうの歌と踊りに熱狂する観客達だった。

　だがそれも当然、と手を止める事なく空そらは内心ほくそ笑む。




　機凱種エクスマキナには、どうすれば盛り下げられるか、わからないのだ……っ！

　空に対する求愛行動アプローチからも、彼らが『人心』を理解しきれていないのは明白!!

　……まあ、ステフさえ理解に苦しむ人心かんきやくなら、なおのこと。

　よって──トライ＆エラーを繰り返し、その反応から補正していくしかない。

　地を消したのも、空達の妨害と、観客の恐怖を、同時に狙ねらった試行トライだったろう。

　だが、空は一度目の『演出打』で、これ以上ない恐怖えんしゆつを打ち──安心させた。

　今更、地が抜けようが天が落ちようが、観客は演出の一つとしか認識しない。

　かくして悉ことごとく不発するアインツィヒの手が、再度、光るマスへのびる様に、

「ほっほ～？　また悪手を打って、今度はどんな不発を見せてくれるのかな～？」

　そう嫌いや味みったらしく、努めて嘲あざける声を意識して挑発ゆさぶる空に、

「『愛しい人シユピーラー』よ……そなたを侮った事はない。その強さも、未いまだ理解の外にある」

　だが答えたアインツィヒの笑みは、声は……優しかった。

「どうか機凱種われらも、侮らないで貰もらえまいか。宣言通り、使われてやるはしばらくのみ」

　故にこそ、空と白しろの背に、冷たい汗を伝わせるに足りた。




「──我ら機凱種エクスマキナ。なんで在ろうと、存在するなら対応する」

　口上と共にアインツィヒ──否いな。並列した超越機械が打つ、『演出打いつて』に。

「際限無く。限界無く──果ても無く。然しかりて超こ越えるに至る」

　機凱種かれらの解答イメージに景色が再構築、天地が蘇よみがえったライブ会場で、空は考える。




　──問題ない……機凱種エクスマキナは〝人違い〟している。

　その間違いに気付かない限り、機凱種エクスマキナの演算速度が、想定を超えていても。

　無限速をさえ超えていても！　機凱種エクスマキナは、空と白には──絶対に勝てない！

　だがアインツィヒの確信を深める笑みに、空に一抹の不安が過よぎり──

　その瞬間────ッ!!

　……び～りびりびりばばば～りばりば～、と。

「…………ぇう？」

　ふっつーに元のライブ会場に戻った、ふっつーの舞台ステージの、その上で。

　帆ほ楼ろうの衣装だけが、ふつーではない不自然さで、音を立てて破れた。




　……………………

「ふ。ふふふ……言葉も出ぬか、さもありなん『愛しい人シユピーラー』よ──ォッ!!」

　空そら達の沈黙を驚きよう愕がくと取ったか、アインツィヒは高らか笑って吠ほえる。

〝無限超〟とさえ見積もっていた、機凱種エクスマキナの理を逸した演算力、情報処理力と。

　空のオカズにより偏りに偏った情報から算出されたその手に──空は、認めた。

「……ああ、なるほど。かなり的確だ。悪くない一手だ……」

　そうチェス盤を滑らせる手を止めることなく、素直に称賛の言葉を贈って。

　だが──『まだまだ甘い』と、続くはずだった空の言葉は──




『うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!』




　雷らい轟ごうの歓声、限界突破し発光し出した『テンションゲージ』が代弁した。




「な、何な故ぜだ……仮説は完全だったはず──そんなはずが──っ!?」

　アインツィヒが──いや、機凱種エクスマキナ全機で、並列演算した解答だったろう。

　それが不発に終わったことに、イミルアインも、全機さえ愕がく然ぜんに喘あえぐ中、




「ククッ……フハハハ……アーッハハハ！、その驚き手に取るようにわかるぞ!?」

　お手本のような三段笑いをキメてみせ、

「衣装破損で、踊り続ければ露出ヌード解禁っ！　是これ即すなわちアイドル生命の絶命である!!」

　そしてステフの半眼は無む視しして、空は熱く続ける。

「踊りを止めるしかない。ライブは中断！　『テンションゲージ』ダウン──だが」

　と、言葉を切って空は意地悪く、アインツィヒに笑いかける。

「そこじゃない。狙ねらいは〝その先〟──衣装が破れても踊り続けた場合だ違うか!?」

　──全すべてを読まれた。その事実にアインツィヒは絶句し、驚愕に喘ぐ。

　空と機凱種エクスマキナ。人と機械の、熱き駆け引きよみあいに！　目を輝かせるジブリール!!

　絶対零度未満マイナスケルビンがあればこんな眼めだろうステフ!!　それらを余よ所そに空は語る！




「帆楼が神霊種オールドデウスらしく『羞しゆう恥ち心しん』を知らなければ！　全裸でダンスなぞ、どのみち観客はドン引きして『テンションゲージ』は下がる、と──そう思ったのだろう!?　狙いは悪くないぞ。見事な〝二重拘束ダブルバインド〟だと褒めてやろう変態イケメンホモロボよっ！」

　──踊りを止やめれば観客は不満を抱き、だが踊りを続けても萎なえる。

　なるほど想定以上に理解が進んでいる。やはり油断は出来ない相手だ。

「だが浅いな、哲学する機械よ……その程度の事態ハプニング、『Ｐプロデユーサー』が考慮しないとっ!?」

　空そらの言葉に、アインツィヒを含めた全機凱種エクスマキナが一斉に舞台ステージを見やった。




　そこには、不自然に破れ、裂かれた衣装……の、その下に──ッ!!

　悪意みなぎる微小面積の水着を着た帆ほ楼ろうが、歌って踊る姿があった……

　衣装が破れたこと以上に、その水着が見えるほうがよほど恥ずかしいのだろう。

　必死に破れた衣装を手繰って、なんとか隠しながら踊り続けるその様に──

「……ふ。ああ確かに。本来の帆楼なら、裸でも踊り続けたかもしれん……」

　空は締めくくるように、その深謀遠慮を明かす──そう！

「故に、裸より恥ずかしい仕込みをしたのさ……帆楼さえ自覚なき羞しゆう恥ち心しんに困惑する姿！　そこにこそテンションも上がろうというものだッ!!　どぅ～ゆーアンダスタ～ン!?」

　無言で項垂うなだれた機械に、だが空達は確かに、聞こえた気がした。




　──深い、と。深すぎる、と。

　これ程の深しん淵えんなる理解、本当に到達し得るのか、と……

　無限に成長する機械、その自負が僅わずかに揺れる様子に──だが、ハッと。












「……っ！　ふふふ、さすがは『愛しい人シユピーラー』である……だが訂正されたし──っ!!」

　頭上を見上げて気付いたアインツィヒは、絶望の淵ふちから蘇よみがえり叫んだ。

「この一手は〝二重拘束ダブルバインド〟に終わらぬ……〝三重拘束トリプルバインド〟である──ッ!!」

　そう、ごく僅わずかずつだが──減衰している『テンションゲージ』に。

　その意味を察した、恐るべき超越機械ハイパーコンピユータに、空そらは思わず喉のどを鳴らした。




　そう──サービスしすぎである、と……ッッ!!




　脱衣──それはあくまで〝ハプニング〟であってこそ、燃えるものなのだと！

　パンチラが刹せつ那なの幸故に尊いように！　パンモロが興きよう醒ざめの論外であるように！

　深しん淵えんなるその理を解した機械は悟ったのだ──空達は、打たねばならない、と。

　帆ほ楼ろうの衣装を戻す『演出打』を。局終盤での悪手を。絶望的不利を招く一手を！

　そしてまるで、その思考を待っていたように、一つのマスが極彩色に光った。

　だがそのマス。その位置は。空と白しろをして、目配せし、断じさせるものだった。

　──〝必敗の一手〟だ……と。

　打てば不可避のチェック、どう足あ搔がこうと、残るは千日手ひきわけ──敗北のみ。

　二重拘束から、三重拘束へと状況を利用し更に変じさせた。

　その対応、発展に、空は驚異に値する程と、賛辞、敬意を評し、言った。

「……ああ。どうやらこの局、俺らの負けしかないようだ」

　と、そう素直に認め、光るマスへとコマを運びながら、

「だから、次局の勝利で妥協しよう──準備はいいか、白？」

　そう意味深に告げた言葉に、怪け訝げんとする一同を無む視しして、

「……ん……新しい、希望オカズ……一緒、に……探すって……約束した、よ？」

「──っくぅ～なんて出来た妹ですか!?　兄ちゃん幸せモン過ぎるだろ!!」

　そう微笑ほほえみ頷うなずいた白に、涙を堪こらえるように空が、コマを光るマスに。

　この局の敗北を決する『演出打』を打った。




　──同時。

　椅い子すを蹴けって駆けだした空と白の初速は──光を超えた。

〝ゲーム放棄〟を意味するその行為に、誰もがそう錯覚し、理解する間も与えず。

　空の『演出打イメージ』が、景色に反映されるよりも早く。そして速く。なにより疾はやく！

　帆楼の服が修復……否いな。次の曲用の衣装へと替わって行き──続いて!!




　──ばばば～りびびばりば～ばりりりば～ばばりばと。




　帆楼の衣装が破れた時の不自然な音が──十四重奏クアトルデクテツトと響いた。

「「「……………………え？」」」

　機凱種女子勢イミルアインたち十二機と、ステフ、ジブリールの二人──白しろを除く全女子の服が。

　ソックスやガーター類だいじないちぶを残して、粉こな微み塵じんに裂かれ消きえ失うせたことに、声が零こぼれた。

　そして一拍の後、機凱種女子勢イミルアインたちは、全機一つずつ、その眼前に出現した怪異──

「──【恐怖】……ひんっ!?」

　彼女達の裸体を慈しむ眼めでガン見する、無風に尚なおそよぐ褌ふんどし一丁の蠢うごめく肉塊。

　そう……俗に『初はつ瀬せいの』と呼ばれる禍わざわいなる邪悪が、一機あたり一つ。

　計十二も──演出ニセモノといえ出現した悪夢に、悲鳴が上がる頃には──だが既に。

　空そらはスマホで、白はタブＰＣで、イミルアインの──〝股また下した〟を滑り抜けッ！

　連射撮影バーストモードで捉とらえた画像を携えて、次なる目標ターゲツトへと駆けていた……ッ!!




　──はい。アウト～、と。そう思うだろうか。

　無修正ローアングル接写。一発レッドでＦ○ＦＡから停止処分だ、と。

　ＢＵＴだがところがしかし！　──否いな。否なのである！

　レッドカードどころか、審判の笛さえも鳴らぬのだ！　何な故ぜならば──ッ!!

「マ、マスター!?　こ、この謎の光は──どういう構造でございますか!?」

「ツッコみ所が多すぎますけど──どうして私が脱がされてるんですの!?」

　そう。ジブリールが問う（ステフは無む視しする）女子勢に漂う『光』──

　全方位、どの角度から見ても、ギリギリ局部を隠す光！

　非ユークリッド幾何学的に頼もしき──『謎なぞの光さん』にご出張頂いた故に！

　確かにこれが『モザイクさん』なら、逆にというか、何かアウトっぽい気もしよう。

　だが『謎の光さん』は地上波放送可！　よって確定的に健全セーフ!!　証明終了Ｑ．Ｅ．Ｄ．ッ!!




　……かくて空と白が挑むは。

　敗北確定の七局目終了まで、最低三．二秒、八局開始まで八秒、計十一．二秒！

　その僅わずかな時間の内に、邪悪なる虚像いのが映り込まぬ角度、構図を暴き出しッ！

　十四人分、一枚以上！　新たなる希望バストシヨツトをカメラに収め、席に戻る……

　出来るか？　自問に、空と白は視線を交わし、愚問、と断じて笑った。

　無数にそそり立つ針の穴に、正確に糸シヤツターを通し、その先の的オカズを射貫くとらえる難事を極めど──

　やってみせよう。『　　おれら』には叶かなう──!!

　…………




「よ、よ～し……そんじゃ八局目、勝ち確だが行くぞっ……ぜぇ、はぁ……」

「……そ、そっち、の……先手……『演出打』……だし……ひっ、ふ……っ」

　……ジャスト、十一．二秒。成し遂げた顔でテーブルに着き、息を切らせ。

　だがその手は淀よどみなく、八局目を打ち出した空と白の〝勝利宣言〟に、

「──【命令】最速で『演出打』。打って」

「な……っ!?　貴機、いったい何を言っているのだ──!?」

　だがアインツィヒが訝いぶかしむ間もなく、イミルアインの事務的な声が飛んだ。

　否いな。アインツィヒを除く機凱種エクスマキナ、全機が詰め寄るように睨にらみ命じるその様に、

「『愛しい人シユピーラー』よ……これが〝次局の勝利で妥協〟なる言葉の正体であるか──ッ!?」

　ついに空そらの意図に気付いたらしいアインツィヒに、空は無言でほくそ笑んだ。




　そう──何な故ぜ、こんな演出を打ったのか？

　いやまあ……もちろん趣味オカズの為ためだが。趣味には、実益を兼ねてなんぼだろう？

　多少難易度を高めてでも。『障害物いの』を出してでも──その実益が、これだ。

「【採決】十二機賛同。最速で『演出打』。観測忌避物体Ｘの恒久的排除。破壊。殺害」

「全機、これは罠わなである！　その演出は打ち返し不要!!　機凱種われらが不利に──」

「【警告】『ご主人様』以外に体を見られるのは論外。こちらを向けば『全連結指揮体アインツイヒ』の視覚器を破壊する。十二機賛同。最終勧告──最速で『演出打』。命令。はやく」

　理性的なアインツィヒの主張は、だが機凱種女子勢かのじよたちには届かない。

　イミルアインは事務的口調に反し、明らかに冷静さに欠──というかキレていた。

　──機凱種女子勢イミルアインたちの羞しゆう恥ち心しんを煽あおり、先手で悪手えんしゆつを打たせる。

　かなりの博ばく打ちだと思った。何せまず、機凱種エクスマキナに羞恥心があるかが疑わしかった。

　だが、何ど処こへ逃げても追いかけて来るむくつけき筋肉、胎動する十二の怪異。

　褌ふんどし一丁でポーズをキメられながら（乳を重点的に）、慈しむ眼めでガン見されれば。

　機械であろうと、心あるならば。否、心さえなくとも！

　草花さえ枯れて散る摂理が！　彼女達にかく思わせるだろうと踏んだ……そう。

　──なにはともあれ、コレを排除せねば、と──!!




　だが……どうやら博打でもなんでもなかったらしい。

　羞恥心は明確にあったようで、あまつさえ──『謎なぞの光さん』があってなお、アインツィヒにさえ見られることを拒否する機凱種女子勢イミルアインたちは、ただ淡々と、続けた。

「【採決】全機一致。『全連結指揮体アインツイヒ』の制御権剝はく奪だつ。一時的に当機が操作する」

　宇宙意志が拒む筋肉体の排斥に動く機凱種エクスマキナの総意──否、決定に。

「うぉ────おおおッ！　全機！　よすのだ！　考えなおすのだうぉ──おおッ!!」

　アインツィヒの抵抗虚むなしく、その手は最初に光ったマスへ迷わずコマを運んだ。

　同時──機凱種女子勢イミルアインたちのイメージを反映する『演出打』に……え～と……




　……その……こう、

　描写するも恐ろしき方法で、十二の怪い異のの虚像は文字通り〝惨殺〟された。

　咄とつ嗟さに白しろの視界を盤面に集中させて辛かろうじて視認を拒めた光景に、ポツリと。

「【微笑】安心してください。演出むがいです」

　裸体に血──のような何かだきっと──を浴びたイミルアインがそう呟つぶやき。

　一瞬遅れて、全機から『謎なぞの光さん』が剝はがれメイド服へと戻る中、くわっと。

「全機！　思考異常であるか!?　たかが貴機らの裸体と勝機を引き替えるだなどと!?」

　割とガチで怯おびえた空そらと白しろは、そう叫んだアインツィヒに内心感謝した、が──

「【通達】全機より『全連結指揮体アインツイヒ』。自壊して。自爆して。バカ。アホ……以上アウス」

　機械とはいえ、乙女の裸を〝たかが〟と言い放った罪に、女子勢代表イミルアインが婉えん曲きよくに『死ね』と告げた。だが……やはり罪人とは、罪を自覚出来ぬ故に罪人なのだろうか……

「何な故ぜだ!?　本機ならば裸体なぞ、いくらでも勝手に見て──」

　言うや服を脱ぎ出したアインツィヒは──突如、空と白の視界から消え、




「【訃報】指し手機アインツイヒに事故発生。残念。ゲームは当機が引き継ぐ。続行に支障なし」

　そこに最初からイミルアインがいたように、入れ替わり席に着いた。

　……ま、まあ。もとより対戦相手は〝機凱種エクスマキナ〟──連結した全機だ。

　差し手機が変わっても対戦相手は同じ。ルール違反はないが……それより。

　またもやはり視認は出来なかったが、やはりイミルアインに蹴けられたのだろう。

　今度は刺さらず、壁のクレーターに沈んだらしき者の安否を一瞬憂え──

「……き、貴機ら……ま、負けてもよい、のか……っ」

　ノイズ混じりに響いたアインツィヒの声に、空と白は胸を撫なで下おろした。

「【平気】『ご主人様』のヌード写真。当機が手に入れる。必ず勝つ」

「覚悟の気迫に対してイヤすぎる動機だな!?」

　改めて対たい峙じするイミルアインの──護国出兵ばりの気迫に、空は思わず声を上げ、

　だが続いた言葉に、空は僅わずかに警戒を深めた。

「【推定】『ご主人様』に対し有効な妨害を算出。この局の勝利は十分に可能」

「…………ほう？」

　それは、再度──『演出打』を打つという宣言。

　既に一度打たされ、勝機が薄まっている現状で、更に悪手を重ねる。

　それが意味するは──絶対の自信がある策か、敗北を確定させる覚悟があるか。

　どちらにせよ、口にするのがイミルアインなら、と空だけでなく白も警戒する。




　──イミルアイン。

　要領が摑つかめなかった機凱種エクスマキナの中でも──未だ空が読めていない唯一の機体。

　彼女は空に迫らず、かといって離れず。中立か、或あるいは傍観者のように徹する。

　その特異性も相まって、不気味に感じられる異質な機械の中でも異質な少女が。

　人形的に整った顔に微笑を浮かべ。

　竪たて琴ごとのような音色の声で、紡いだるは──

「【事実】『ご主人様』は童貞」

「あーそうだよ！　なんだよ、わりぃかよっ!?」

　空そらに安あん堵どのあまり脱力した叫びを上げさせて。

　続いて──地の底へ転げ落とす言の葉だった。




「【必然】女性に免疫ない。でも関心はすごく高い。求愛行動のたび重度の困惑を示したことから追認済み。付随して『ご主人様』好みの容姿・属性共に高精度で特定済み」

　一言発せられる都度──マズい、と。

　一言重ねられていく都度──マズい、マズい、と。

　空の顔から血の気が引き青ざめていく──マズい。マズいマズいマズいッ！

　焦燥に染まる頭で空は思う。侮った！　本当に、最悪の手を打たれる!?

　そんな動揺を押し殺して、手を動かし続ける空に、だがイミルアインは。

　──光るマスの出現を確認するや、流れるようにコマを運んで。

　その自明にして不変の真理を説いて『演出打』を打った──すなわち。

「【結論】『ご主人様』に多数の美少女をあてがえば『詰み』……続行不能になる」

　女子にエロく迫られちゃ、集中ゲーム出来ねぇよな──ッ!?　と……




　……………………はぁん？　と。

　イミルアインと空、二人を除く誰もが、そう言いたげに啞あ然ぜんとする中。

　空は周囲に、多数の獣人種けもみみつことおぼしきものの輪郭が浮かぶのを確認して、

「くそヤられた!!　白しろ、次の『演出打』で消すまで何とか一人で持もち堪こたえてくれッ!!」

「……に、にぃ……っ　そんな理由、で……戦闘不能に、なって……いい、の……!?」

　ただ一人、悲痛な叫びを上げる空に、全員を代表する白の抗議の声が飛んだ。

　オイ自称最強ゲーマーの片割れ、と。

　おまえは本当にそれでいいのか、と。

　そう問う視線に、だが、空は内心叫ぶ──俺に何の落ち度があるのだ!?

　あーそうかよ。童貞だってことが落ち度か、そんなに罪深いことかよ!!

　美少女に迫られて明鏡止水でいられる男子が居るなら悟りの境地ニルヴアーナだろ！

　続行不能は不可避！　と断じて次策に意識を定める空の周囲に、果たして──




「プロデューサーさん♪　今日もお疲れさまで～す♥」

「あのあの、私！　実は先にシャワー浴びてきちゃいましたぁ……♥」

「今日も、た～っぷり！　中にレッスン……お願いしますね♥」

　イミルアインのイメージを反映した演出が構築された……そう。

「【確信】アイドル『Ｐプロデユーサー』の望み。『枕営業よるのレツスン』の懇願による妨害。遅滞。極めて有効」

　競うように空に〝そういうアレ〟をせがむケモ耳っ子、四八人の……アイドルが。

　────

　…………ふっ……

「ぁ～くだらね。焦って損したぜ……ったくビビらせやがって。白しろ、続けるぞ」

「……ぅん……ま……そーなる、よね……」

　だがその光景に、嘲ちよう笑しよう一つ。ゲームに集中を戻した空そらに。

　白を除く全員が──それはそれで、驚きよう愕がくに声を張り上げた。

「マ、マスター!?　ご、ご気分が優れないとか、か、過労でございますか!?」

「あなた──さてはソラじゃないですわね……ッ!?　何者ですの──!?」

「どっちにしろ文句言われんのかよ!?　おまえら俺にどうして欲しいんだよっ!?」

　震え声でジブリールは体調を、ステフに至っては偽物と確信する様に。

　空は吠ほえて──思う。ああそうとも。狙ねらいは悪くなかった、と。

　だが『状況シチユ』を誤った。それも──極めて不愉快にッ!!




「Ｐ道を極めしこの俺が。枕営業よるのレツスンだと？　てめぇの育成するアイドルに手を出すと？」

　そう──的確に空の地雷を踏み抜いたイミルアインを見やって。

　その矜きよう持じを侮辱された、と吠える空の裂れつ帛ぱくの気迫は、

「この俺を、犬畜生にも劣る下劣の所業をする輩やからだと……？　無ナ礼メるなよ機凱種エクスマキナッ!!」

　大気さえ揺らし、神風さつかくに吹かれたものらの、喉のどを鳴らさせた。

　確かに遊びでやっている『Ｐプロデユーサー』業、だが空と白が遊ぶ時は。それは、常に。

　──本物より本気である、と！

　全員に思い出させ、あるいは理解させて空がコマを握り、振り上げた拳こぶしは──

「枕営業なんざしなくったって全員まとめて面倒見プロデユースしてやるよ、行って来いや！」

　まっすぐに──〝光るマス〟へと。振り下ろした『演出打』の打音は。

　イミルアイン達の驚愕を舞台袖バツクヤードに、そして──




『みなさ───ん!!　盛～りアガってますかぁ────っ!?」

　爆音を連れた四八のケモ耳アイドル達の歓声を、舞台上ステージに響かせた。

　色とりどりの爆煙と共に、空の周囲から転移された四八の獣人種ワービーストのアイドル。

　その突然の出現に観客も、いや、帆ほ楼ろうさえも一瞬、驚きに硬直し。

　だが流れるように、帆楼の後ろで踊り出した姿に──バックダンサー、と。

　粒つぶ揃ぞろいの美少女アイドル達の大量出現に、理解追いついた観客の熱気と──




「あの!?　今ッ！　今！　私の服も戻せたはずですわよねッ!?　ねぇ!?」

　そう『謎なぞの光さん』、定時を過ぎてなお残業中、と。

　ステフとジブリールが裸だと思い出させる叫びもついでに響いたが。

　取り合う者は不在。同じく裸のジブリールさえ、打ち続ける空と白を見ていた。

　奇くしくも、空そら達と対たい峙じし打ち続けるイミルアインと、同じ感情に顔を染めて。

　──驚きよう愕がく。困惑。疑問。更に深まって行く様子のそれらに、




「どうしておまえが出したアイドル達を、わざわざバックダンサーにつけたのか」

　そう手を止めないままに、空はその感情の理由を代弁する。

　帆ほ楼ろうの衣装破壊後の一連で『テンションゲージ』は、既に上限を打っていた。

　また機凱種イミルアイン達の二度の『演出打あくしゆ』で、この局、空達の勝利はほぼ確定していた。

　なのに何な故ぜ。不利に戻す必要のない『演出打あくしゆ』を、打ち返したか──そして、

「その上で、なんで負けてるのか。不思議で仕方ないって顔だ……正解かな？」

「────【肯定】……理解不能……っ」

　ランダム出現の『演出打』──悪手は、当然ながら局の終盤に近いほど致命的になる。

　機凱種イミルアイン達が打った二度の悪手を、帳消しにして一転、空達を不利に変える空の悪手は。

　だが──その盤面は、瞬く間に再度、空達の優勢へと傾いていく。

　そう──悪手を打って、なお。




　機凱種を超える空達に、イミルアインは困惑に唸うなった。




　──チェス。代表的二人零和有限確定完全情報ゲーム。

　だが〝ランダム〟に光るマスの介在により、不確定となったこのゲームは。

　空の宣言通り『最悪手の打ち読み』へと──演算を極限まで複雑化させる。

　いつ打てるのか？　それさえ正確に読めない。

　どこに打つのか？　マスが光るまではリスクを読めない。

　いつ打つのか？　打つマスを知られるリスクは甚大だ。

　本当に打つのか？　打つマスを読ませ、逆手に取るか。

　かくして十の一二〇乗あるチェスの打つ手は、だが〝無限近似値〟に至る。

　しかし、最大の問題は──そこではないだろう、と。空は笑って続ける。




「ここまで八局、七〇〇手以上。俺らの打ち筋を、まだ解析出来ない……いや？」

　そう切って空は──どこまで機械の心理を読み切ったか。

　ゲーマーとしても人としても、胸高鳴る挑戦の確認ことばを──紡ぐ。




「解析をするほど俺らが強くなってる……それが理解出来ないのが問題、かな？」

　……一瞬。

　無に等しい刹せつ那な未満だが──イミルアインの手が、確かに……止まった。

　それは全機が、壁に埋まったアインツィヒさえ──文字通り凍り付いたフリーズした証あかし。

　どうやら挑戦に勝っているらしい証に──空は、機械達の思考を想像する。

　なるほど。不確定性に、極限まで演算困難になっているゲーム。

　だが。ならば。同じ条件──読みにくいのは〝お互い様〟の、空そらと白しろに。

　どんな存在であれ解析と対応を重ね──無限に成長する、そんな種族が。

　何な故ぜ──一方的に負かせされ続け、一切の対応も超えられて行く──ッ!?　と。

　そんなところだろうか？　と。空はパチッとコマを鳴らし、言った。




「機凱種エクスマキナが『そういう種族だから』さ。そんで『お互い様じゃない』からだ」

　そう、イミルアイン達に一斉に目を剝むかせる言葉を、平然と吐いた。

　吐けた。吐けたのだ。その〝歓喜ないしん〟を解析されると承知、だがそれでいい、と。

　空は心の中で──『よっしゃぁ読み切ったぁ!!』と高らかにガッツポーズした。

　あとで白に自慢しよ。しつこいと言われても自慢しよ。

　そう決意した空の気配を察したのか、既に半眼気味に、白は──

「……『我ら機凱種エクスマキナ。なんで在ろうと、存在するなら対応する』……」

　一字一句違たがわず、アインツィヒの言葉を口にして。

　そして二人、手を止めて、思う──そこに偽りはない。

　本来なら『　　くうはく』でさえ、一度勝てるかどうか、という相手だ。

　その恐るべき種族の、だが唯一、付け入る隙すきがあった──〝穴〟。

　きっと、本来なら……それさえもなかっただろう、致命的な〝穴けつかん〟を。

　──《チェック・メイト──勝者『　　くうはく』・三勝》

　そうチェス盤がコールし報しらせる音の中、空は──告げる。




「……〝存在しないもの〟には、対応しようがないよな……？」




　帆ほ楼ろうの八曲目が終わる音が響き、次局開始を待つ……短い間。

　空の言葉の意味を問うような機凱種エクスマキナの沈黙に、空と白は──

「んとね～機凱種エクスマキナが噂うわさ通りなら、『　　おれらふたり』でも勝ち目は薄いと見てたんだわ～」

「……………………でもぉ、違ったぁ……機凱種エクスマキナ、はぁ……強すぎる、の……」

　少しでも休憩しようと、溶けるように脱力しながら答える。

「──『最強アルトシユ』を殺せたんなら、俺一人如ごときに、引き分けるはずね～んだわ」

　そう、空が単独で行った最初の一戦から、一貫していた違和感。

　いまや確信に変わったその疑惑を、空はチーズのように腑ふ抜ぬけた声と顔で。

　──だが誰よりも、ジブリールが絶句する言葉を、口にした。




「機凱種エクスマキナ、おまえらには無理だ。アルトシュ殺したの──おまえらじゃないな？」






第四章──希望的観測ライフゲーム






　──それは五日前。エルキア城・玉座の間で。

　己が主。最強の神。戦神を。いかにして殺したかを問う第一の羽アズリールに。

「『不明』──否いな。訂正しよう……おそらく機凱種われらは、戦神アルトシユを討こ伐ろせてはいない」

　膨れあがる第一羽の殺意を意に介さず、アインツィヒはそう答え……続けた。

「再訂正しよう。そも彼の概念アルトシユを討伐──〝討滅ほろぼす〟など原理的に不可能である」

　そうして、アインツィヒが語ったのは、六〇〇〇年前の仮説。

　戦神アルトシユを前にした機凱種エクスマキナが行った考察。即すなわち神とは。神髄とは何かという仮説。

　我を得た概念。意思持つ法則。存在し得ぬはずの、在ってはならぬはずのモノ。

　かく不条理を『最強アルトシユ』なる『概か念み』に検証した。その仮説の結論は──以下だ。




　──『最か強みとは、最か強みであるが故に、最か強みである』と。

　そのトートロジーこそ『神』、即ち『神髄』であると。

　ならば、最強と謂いう神がい髄ねんを前に──力の大小など、全く無関係。

　無限対応を重ね無限に強く……相対的最強へと、終ついぞ到達し得る機凱種エクスマキナは。

　それでも、最強という概念……絶対的最強の超越など、原理的に不可能だ。

「故に遠き彼方高次元ながら……物理的には存在していた『神髄』のみ破壊した──だが」

　さすれば概念の顕現は一時止まる──不活性化は可能と推定したが、

「それさえ、何な故ぜに敵かなったか『不明』なのだ……力で勝るなど無意味ふかのうのはずである」

　──ではいかに戦神の神髄破壊を果たしたのか？

　その記録きおくは、だが事実上喪失ロストしたに等しかった。




　──理ことわり、法さだまりを、事象せかいをさえ、秒都度に変動させる『最強』を相手取って。

　七〇一の機械は、対未知用戦闘アルゴリズムを以もつて、唯只管ただひたすら対応を重ねた。

　己等さえ理解はおろか、推定さえ叶かなわぬ未知を──未知のままに演算して。

　蓄積して征いく膨大な論理破綻エラーを──だが破は綻たんするがままに、抽象演算して。

　反論理演算さえ──終ぞ無限分の一秒へと至った対応速度で重ねて……




　かくして、アインツィヒを含め、辛かろうじて大破で済んだ二八機は。

　記録きおくも、思考も、破損し破綻し、意味消失し、時系列さえ判然としない中で。

　ただ……世界が作り替えられて行く様を観測して。

　神髄破壊に成功したらしい、と……状況から察するのが……限界だった……

　故に──と、アインツィヒは第一の羽アズリールを見据え、回答こたえた。

「如い何かに破ったと問うなら回答不能。だが如何に討滅ほろぼしたと問うなら回答しよう」

「……滅ぼせてなどいない。存在せぬ概も念のを討ち滅ぼすなぞ、決して敵かなわぬ故に」

　概念は存在しない。ただ定義を変え、含め、移ろい……或あるいは陳腐化するだけだ。

〝最も強きものなる幻想〟が潰ついえぬ限り、かく概念が滅ぶことは、決してない。

「……故に。本機はこう、推察する」

　決して潰えることなき概念──想念、想おもい、命ならば──

「こうして『意志者シユピーラー』が再来したように、『最強アルトシユ』もまた再来し得るのでは、と」

　唯一神テト、そして『星杯スーニアスター』により、新たな神は生じない。

　戦神の『神髄』が再活性することはない、と反論する第一の羽アズリールに、だが。

「戦神アルトシユが再活すると言っているのではない。『意志者シユピーラー』も現在は〝空そら〟である」

　そう答えるアインツィヒには、不思議と……確信があった。

　破は綻たんした記憶、戦神最期の姿きおくに、その根拠があるのだろうが──




「……『最強』と同一の異なる名、形が再来する、と……そう言っているのだ」





　　　　■■■






　──極限の集中に空気が軋きしむ舞台袖バツクヤードに響くは、交錯するコマの打音と。

　佳境に近づくライブ──十一曲目の終演へ向かう音楽と歓声……そして、

　──《チェック・メイト──勝者『　　くうはく』・五勝》

「っしゃあッ！　これで五勝六敗！　あと二回、俺らの勝ち越しだ!!」

「……に、にぃ……ちょっ、と……休ませ、て……つ、疲れ、た……」

　チェス盤が報しらせる勝利に、疲労の色濃く、空と白しろが上げた声だった。

　全十三曲。全十三局──つまり、残り二局、連勝する、と。

　機凱種エクスマキナの全観測器を以もつて、『確信している』と解析させる声だった。

　…………、




「よ～しステフ!!　いよいよ最後の『幕間インターバル』だ。ＭＣ、キメて来いよ!?」

「……『テンションゲージ』はずっと上限ＭＡＸですわよ？　五分くらい空けても──」

「おまっ、こっから二曲、エンディングまでノンストップクライマックスだぞ!?」

「……むし、ろ……今まで以上、にっ……場、暖める……の……っ」

「言うだけの御ご身み分ぶんは気楽ですわね！　今度はどんな醜態を晒さらせ──ふごっ!?」

「この角張った着ぐるみ。この為ため『演出打』で出して置いたとお見受け致しました♥」

「ＹＥＳだジブリール！　さあ、マジンＧＯステ──ッフッ!!」

「……名乗り……きもち『ゼートッ』って……『フ』……発音しない、感じ……でっ」

「それで何が暖ま──って重！　重いですわ!?　これ鉄じゃないですのッ!?」

「ぬ？　イメージがリアルすぎたか……ま気にすんなよＧＯステ────ッフ!!」

　そんな喧けん騒そうを余よ所そに機凱種アインツイヒ達は、黙して考えていた。

　空そらの言葉を──『存在しないものには対応しようがない』──

　二人の異常な強さに、あの日一番羽アズリールへの言葉が重なって感じられた。

　存在しないもの……概念。

　如い何かにして破ったか不明で、空曰いわく、破ったのは機凱種エクスマキナでさえないという概か念み。

　機凱種エクスマキナが対応し相対的にいくら強くなろうと、その上を行かれる絶対的な強さ。

　異名、異形にして再来を確信していた『最そ強れ』が──すなわち『　こ　れ』なら。

　──『意志者シユピーラー』が謎の少女しろと合流したこの形が、予感した最強ならば──




【……『愛しい人シユピーラー』の言葉通り……機凱種われらでは勝てぬ、かもしれぬな……】

　チェスでも、ライブでも。だが──それがなんだ？

　空が『意志者シユピーラー』であることと『最強』へと至ったことは、何も矛盾しない！

　空が『意志者シユピーラー』ではないと証明せねば敗北であり、自己証明は不可能──？

【そんなはずがあるまいっ！　そうであろう？　『愛しい人シユピーラー』よ──ッ!?】

　──可能なのだ。方法は不明ながら。

　詭き弁べんか。罠わなか。機凱種エクスマキナを反証不能な論理迷宮パラドツクスに迷い込ませるか──だが!!

　何にせよ空が、敗北前提のゲームを組んだ。それだけは断じてあり得ぬッ！

　まして愛の挑戦状──『俺らに勝って見ろ』と言われ『無理です』と──!?

【──全機に問う!!　そんな輩やからが『愛しい人シユピーラー』の愛を賜るに相応ふさわしいか!?】

【【【否定!!　否定!!　否定!!】】】

　アインツィヒの魂の咆と哮いに、思考を共有する全機が熱く応じる!!

【全機に命ずる──勝法を提示せよ!!　万障排除手段不問にて是これを完遂せよッ!!】

　そして時も止まる速度で『連結体クラスタ』内に考察が飛び交う中──不意に。




「……【了解】……気は進まない。けど仕方ない。実行する」

　そう無念そうに呟つぶやいて、舞台ステージへと歩き出したのは、イミルアインだった。

　──『連結体クラスタ』接続してはいながらも、己の思考は共有していない機体。

　故にその言葉、行動の意図を、機凱種エクスマキナ達さえ分からぬイミルアインは、ぴたりと。

　鉄製の着ぐるみで身動き出来ず、ふんぬと悶もだえる名もなき女性の横で──否いな。

「【報告】当機がＭＣを引き受ける。『ご主人様』……同行を」

　空以外の誰も認識してさえない様子で、立ち止まってそう言った。

「【確認】当機含むプレイヤーが舞台に上がる旨を禁ずるルール未設定。違反はない」

　……確かに、と。アインツィヒは思考し、空達は眼めを細めた。

　だが舞台ステージに上がったところで何が出来る。否──それどころか、

「俺らが？　舞台ステージに？　ハハ～ン精神攻撃アストラルサイドからの殺害勝利狙ねらいか!!　拒否するるぅ!!」

「……群衆……視線……人、たくさん？　……がたがたぶるぶる……っ！」

　そう、空そら達を同行させることなど、出来るはずがない。

　想像しただけで既に震えだした二人の様子に──だが。




「【告知】要するに勝てばいい。なら容易。勝つだけなら。いつでも可能。よゆー」

　────なに？

　機凱種アインツイヒ達も、空達も、誰もがその発言の真意を探る眼めに。

　だがイミルアインは不本意そうに、故にこそ真しん実じつ味みを帯びる言葉を連ねた。




「【選択】同行拒否。ならそれでもいい。当機が勝つ。結果は同じ」





　　　　■■■






　イミルアインの狙ねらいは、空にも読めなかった。

　だからこそ、空は最悪を想定して──止められる位置にいるべきと判断した。

　そして白しろと一緒なら、と同行に了承した空は、だが判断ミスを懸念していた。

　先に同行を要求したのは──イミルアインだ。

　……止められるのか？　いや。それ以前に……

「「ヴゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ………」」

　ざわめく観客の無数の視線と、スポットライトを一身に浴びて。

　舞台中央で『マナーモード』と訴えるように振動バイブレーシヨンして空と白は懸念していた。

　……まず……動けるかなぁ……ッ!?　と。

　そろそろＫＨｚ毎秒１０００帯に達しそうな震えでそう苦悩する二人は、だがぴたりと。

　会場内を打った音と、続いて現れたものに、空と白、そして会場の誰もが。

　眼を奪われ息を吞のんで……時を忘れたように、静まり返った。




　──それは、雪中花のような少女だった。

　幾重と折り重なった白薔ば薇らのような礼装と、ヴェールから覗のぞく……あやめ色の花。

　工芸品の如ごとき顔を恭しく伏せ、自鳴琴オルゴールの音色を連れて緩慢に歩くそれは──

　いや……それっつーか。何な故ぜか花嫁衣装ウエデイングドレスを着込んだ、イミルアインだったのだが。

　ともあれ、観客を魅了し、空達を困惑させながらゆったりと、空の隣に立って。

　イミルアインが深々と一礼してから、発した第一声はまず、




「【名告】当機はイミルアイン。『ご主人様』──空様の〝妻〟」

　……

　…………ぱーどぅん？　と。

　会場の静寂を、困惑の沈黙に変じさせ、続く第二声で、

「【謝罪】ご主人様の不倫の為の茶番に付き合わせてしまい、ごめんなさい」

　……

　…………わったふぁ○く？と。

　茶番と言い切られた会場、観客全すべてを凍り付かせた。




　そして──ギギギ、と。

　自称・妻によって、自動的に確定・夫にされた空そらへ、観客の視線が移動した。

　刺し殺すような、それらの眼めが問うはただ一つ──『こりゃ何の真ま似ねだ？』と。

　だが空はただ、涙を流し内心答える他なかった──『すみませんわかりません』と。

　そう今にも途切れそうな意識を、白しろの手を握って繫つなぐ自称・夫には気付く様子なく。

　舞台背面に謎なぞの『動画』を投影し、イミルアインはただ、淡々と。

　なにやら手紙を取り出して──そして、おもむろに朗読し出した。




「【朗読】はじまりは突然。劇的な出会いに『ご主人様』は意識喪失。当機は驚きよう愕がくした」




　──ああ、確かに突然だった。突然にも程があるだろう程に。

　なんせ急に電話が鳴ったら城がブッ壊れた……そんなはじまりは前代未聞だ。

　だがホモロイドアインツイヒに愛を囁ささやかれての気絶は、断じて劇的ではない──衝撃的だ。

　……そう漫然と……空は消えそうな意識で思い、夢を漂うような感覚で。

　イミルアインの長い長い朗読をよそに、背面の『動画』を、ぼんやり眺めていた。

　それが、なにかに似ている気がしながら──




　──動画に映っているのは……空が気絶から復活した時の映像だろう。

　イミルアインと見つめ合う風に、構図変更トリミングされたそれは──白が見切れていた。

　続いたのは、空が『イミルアイン』と、略称を付けた時の映像だろう。

　映像効果エフエクト盛々に、笑い合う恋人に見えなくもないそれも──白は見切れていた。

　次は……タブＰＣを渡した時。静電気を確認した時の映像……かなぁ？

　更に増した映像効果エフエクトと装飾で、手を取り合ってるとしか見えず断言出来ないが。

　ともあれやはり──白は見切れ、しかもピンボケしていた。

　そして手紙、朗読のほうに至っては、




「【朗読】そしてご主人様は当機の薬指をとり永遠の愛を誓約。当機もこれを受諾」

　いよいよ身に覚えさえない話になって行き──




「【朗読】ここに一組の夫婦が成立。当機は現在幸福の絶頂にあると確信。報告」

　──ついに夫婦成立してしまったらしい、と空は報告を受けた。

　だが一方で空そらは……ようやく〝何が行われているか〟を理解しつつあった。

　なるほど、酷ひどい映画の予告詐欺ばりの、そう見えなくもない継つぎ接はぎ編集動画。

　だがずっと、なにかに似ている気がしていたその動画に、ついに思い当たった。

　たまに動画サイトに転がってる、しかも何な故ぜか全体公開設定の、クソリア充の産物。

　そう。結婚したカップルの、心底どうでもいい情報……『二人の馴れ初め動画イメージビデオ』だ。

　そこへイミルアインの手紙朗読、花嫁衣装ウエデイングドレスと来れば〝何が行われているか〟は明めい瞭りよう。

「【朗読】お父さんお母さん……は、いないけど」

　だが、問題は、〝何故行われているか〟であり──

「【宣言】当機。幸せに──なる……っ」

　そして、そう感極まった様子で、イミルアインが手紙を仕し舞まう様子に加えて。

　会場を包む何とも言えぬ静寂に、空は今世紀最大の勇気を振り絞り、問うた。




「なあ……〝披露宴〟って、その前に〝挙式〟があるんじゃ……いや、知らんけど」

　結婚したことも、彼女がいたことも、式に招待する友さえ不在な、空も詳しくないが。

　知識では──おそらく、披露宴だろうこれが、何故突然始まったかを問う空に、

「……？　【不解】挙式は完了済」

　だがキョトンと、クビを傾かしげて答えたイミルアインによって。

　──動画はかくして、ついに予告詐欺を超え、捏ねつ造ぞう映像に至った。

　見たこともない何ど処こかで、指輪交換する空とイミルアインの幸せそうな映像。

　もはや見切れた白しろさえいない、記憶にかすりもしないその映像に、だが、

「【把握】この勝ち方は最後の手段。当機は『ご主人様』の挑戦に応こたえられなかった」

　無念そうに──それでも、と。ドレスを靡なびかせ、振り向いたイミルアインの──

「【確定】でも『ご主人様』はこの一手で敗北。当機の勝利」

　笑顔で断じた『勝利宣言』に──




　空は今更に。あまりに遅きに失した、と焦燥に灼やかれ内心吠ほえた。

　しくった──わけのわからない展開に混乱して、アホヅラ下げて何をしていた!?

　機凱種エクスマキナが。ましてこいつイミルアインが、ただ無意味な行動をするねぇわけだろ──ォッ!?

　脱力から一転。猛然と思考を巡らせる空を余よ所そに、

「【前提】『ご主人様シユピーラー』が『意志者シユピーラー』と同一であると証明すれば機凱種エクスマキナの勝利」

　イミルアインはただ微笑のまま、淡々と語る。

　……ああ……その通りだ。

　正確には、空の証明を、反証出来れば機凱種エクスマキナの勝利……だが、逆に！

　反証せずとも──機凱種が空に反証不能の証明をすれば同じことだ!!

　不可能なはず……だがまさか、あったのか？　今の一連にその証明がッ!?

　戦せん慄りつする空にイミルアインは微笑ほほえみ、その確たる証明を……告げた────

「【事実】『ご主人様』は──当機を繁殖相手つまに選んだ」

　…………

　……な……っ……

　────なん……だとぉ────っ!?

「【追認】繁殖可能は『意志者シユピーラー』のみ。当機を妻とした『ご主人様』は自ら『意志者シユピーラー』と自認したことと同値。ご自身を『意志者シユピーラー』と定義した。反証不可能──以上、証明完了ｗ．ｚ．ｂ．ｗ．」

　そう語り終えて、最後に一言を添えたイミルアインに、空そらは啞あ然ぜんとした。

「【論破】──どやっ」

　その……通り、だ。

　空がイミルアインを妻に選んだなら、自分で認めたと同義。反証など不可能!!

　──何な故ぜそんな見落としをしたか？　いや分かっている！　それは──ッ




　…………俺、え？　イミルアインを妻に選びましたっけ？

　っていうか……その前に彼女いたこと、ありましたっけ？

　そりゃ見落とすだろ。その論理の大前提に身に覚えがないんですし……!?




「【感傷】当機はいつでも勝利可能だった」

　だが確信を以もつて続けるイミルアインに、空は本気で己の記憶を疑い出した。

「【解析】『ご主人様』の要求『新造機構』の解除アンロツクと自主繁殖。自主繁殖の対象指定なし。よって『一機選択し子作り』ではなく全機と子作りしたい欲望。『ご主人様』さすが」

　──え……いや、違う……違うよね……？

「【感心】果てなき性的欲望。飽くなき恥的好奇心。そんな『ご主人様』も好すき」

　記憶の確認を白しろに求めるが、白も未いまだ衝撃から立ち直れないのか。

　硬直フリーズする妹に、曲解と断定は出来ない、イミルアインの解釈は続く。

「【陳謝】当機が『ご主人様』の妻に相応ふさわしいか実力で証明。さもなくば愛人を認めろという試験。当機は突破クリア失敗。ごめんなさい。でも当機が十二機分尽力する。がんばる」

　そう空に頭こうべを垂らしたイミルアインは、おもむろに。舞台ステージ上で──観客前で。




「【宣言】機凱種エクスマキナ勝利。ついては報酬『証明した機体と即時繁殖する』件。花嫁衣装ウエデイングドレスでのプレイは挙式前の控え室が望ましい。けど〝初夜〟と認識を改──」

「待て待て待ってえ!?　せ、せめて記憶の確認だけでもさせてえ!?」

　空に跨またがり、いざ初夜に臨まん、というほざいたことに、空はついに叫んだ。

「【反論】『子主人様』子供は七千人要求した。急務。着衣と脱衣のどちちが好この──」

「言ってないなぁッ!?　それだけはゼッテー言ってねぇぞ!!」

　宇宙の彼方かなたまで譲って、自分が記憶を喪失しているとしよう。

　だがそんな単位を口にするわけがない確信に、空は白の手を引いて逃げ出し、












　──拒めた。

　つまり、強制力が働かないことに、空そらは胸をなで下ろした。

　やはりゲームに負けていない！　やはり記憶違いではない！




「おいアインツィヒ！　ありゃ何だ！　あいつ──〝記憶捏造してる〟ぞッ!?」

　全速力で、転がるように舞台袖バツクヤードに飛び込んで、空はそう確信に吠ほえた。

　ここまで感じていたイミルアインに対する、無数の違和感。

　空に迫らないこと、中立のような傍観者。その余裕等々が、ついに繫つながった。

　つまりあいつは、イミルアインだけは──




「……記憶照合。当該機の記憶内では──『愛しい人シユピーラー』と結婚済みであるようだ」

　そう申し訳なさそうに告げたアインツィヒが、その確信を肯定した。




　イミルアインだけはずっと別の世界、別の次元で思考していた、と。

　気付くべきだった……巫み社やしろに居た時点で、あいつは〝誰を〟抱くかでなく。

　今こ宵よい。いつでも。と──〝いつ自分を〟抱くか、と言っていた──ッ!!

　否いな！　タブＰＣからお宝オカズを抜いた後『理想の妻になるべく尽力する』──と。

　あのこの時点で、もう既に自分を『妻』と言っていた──ッ!!

「……いつだ。いつからだあッ!!　いつから妻とかそーいう話になってたッ!!」

　そう吠ほえた空そらに、花嫁衣装ウエデイングドレスが邪魔だったのか、少し遅れて。

　追いついたイミルアインは、花嫁姿のまま、だが不思議そうに小首を傾かしげた。

「【回答】……『ご主人様』は当機を愛称で呼んだ」

「そっすね!?　旧Ｅ連結体第一指揮体アエルト・イミル・クラスタ・アインとか！　Ec００１Bf９Ö4８a2とか長いしね!?」

「……に、にぃ……よく、覚えて、る……ね……っ!?」

「【考察】愛称──〝愛あい〟を〝称とな〟えた。『ご主人様』は当機に愛を抱いている」

　空や白しろのやりとりは聞こえていないかのように。

　だが顔を近づき、空の問いには答える。すなわち──いつからか？




「【断定】当機も愛を抱いている。これはもう確定的に夫婦。番つがい。ぺあー」

　──目と目が合う瞬間好すきだと気付いた、と。

　そう告げて空に顔を寄せ──見つめ合う二人の唇が、徐々に近づき。

　……

　…………ダンッ!!　エンダ──

「とかなんねぇよ!?　ナニ、つまり最初からずっと両想おもいって思い込んでたの!?」

　ＢＧＭキャンセルをかけて後あと退ずさって空は吠える──何それ怖い、と。

　完全なるメンヘラストーカーの思考に、怯おびえきった空の様子に、だが、

「【反論】思い込み？　……否定する。ただの事実」

「……貴機……『連結体クラスタ』との記録・記憶整合性の照合を命ずる」

　追い打ちをかけるように、なおも迫るメンヘラロボに、アインツィヒが命じた。

「【拒否】必要性を承服できない。『ご主人様』の愛は共有しな──」

「『採決』である。十二機同意。貴機、直ちに記憶照合の実行を命ずる」

　────、

　不服そうに、だが『連結体クラスタ』の採決とあっては致し方ないものなのか。

　数秒の間を置き、イミルアインは溜ため息いき一つ、困ったように首を振って、

「【報告】当機以外の全機。記憶障害を確認。みんな異常。おかしい。へんなの」

〝私以外のみんなが迷子〟という、紛まごう事なき迷子な主張を翳かざした。

　だが空と白、ジブリールや、ステフ。果ては機凱種エクスマキナ全機にさえ。

　半眼を向けられて、イミルアインは、首を振って笑った。




「……【仮説】可能性は絶無。否定を前提にした、あくまでも仮説検討として──」

　あはは、ないない。ははっ、そんなはずないって──とそんな顔で。

　あまりに人間くさい仕草で、頰ほおを伝う汗さえ見えそうな引きつった笑みで。

　機械の少女は。

　惑星が三角形だった可能性を疑うが如ごとく、その仮説を問い、

「……【極説】あのぅ…もしや『ご主人様』は当機と──結婚して……ない？」

「してない」

　空そらの即答──すなわち、惑星が三角形だった、と断じられた機械の少女は。

　膨大なエラーに目眩めまいを起こしたのか、フラフラと揺れながらも問い重ねた。

「……【確認】……予定はある」

「予定もない」

「【追認】温かく睦むつまじい理想的な家庭を築」

「く予定もないし、恋人になった覚えも予定もないですよッ!?」

　そうしてついに──神の不在を証明された、敬けい虔けんな信者さながらに。

　機械でありながら、絶望に顔を染めたイミルアインの最後の問いは、




「…………【仮定】──当機はずっと勘違いしてた……だけ？」




「……そ……っ」

「そういうことでございますね♥」

「その～……そのよう、ですわね」

「……ああ……ま、そうだな……はぁ……」

　白しろの怒気、ジブリールの嘲ちよう笑しよう、ステフの同情、そして空の複雑な顔に答えられた。

　…………

「【選択】同行拒否。ならそれでもいい。当機が勝つ。結果は同じ」

　数秒の間を置き、先程と同じ台詞せりふで舞台ステージへ向かうイミルアインに、

「『全連結指揮体アインツイヒ』より全機。当該機の〝自主記憶削除〟検出。予備記録バツクアツプを同期アツプロードせよ」

『──了解ヤヴオール』

　だが〝なかったことにさせて〟というイミルアインの願いは。

　アインツィヒ達によって、無慈悲に却下された──が、




「ってんなことよりッ!!　うぉお『テンションゲージ』がヤベぇええッ!!」

「……に、にぃ……っ！　つ、次の、曲……は、はじめない、と……っ!!」

　観客の怒号に、激減した『テンションゲージ』に気づいた空と白が悲鳴を上げた。

　当たり前だ──文字通り、人形のような美少女が花嫁衣装ウエデイングドレスで登場して。

　観客を魅了しておいて、やったことはといえば──既婚者宣言である。

　あまつさえライブを夫の浮気の為ための茶番と言い放ち。ついには舞台ステージ上で行為に及ぼうとしたあげく、空はそれを拒否して逃げたわけだ──萎なえるどころの騒ぎではない。

　立場が逆なら、空だってキレて暴動の一つも起こしかねない!!

「ほ、帆ほ楼ろう！　急いでステージに戻ってくれ！　一分巻きで行くぞ！」

　一秒でも早く次の局をはじめて、盛り上げないとゲージが尽きる。

　そう慌てて帆ほ楼ろうを送り出す空そら達の様子に、イミルアインは、

「【報告】計算通り。はじめからこれが狙ねらい。高度な計算にっ……基っづく……ひっ」

　キリッと表情を、姿勢を正し、取り繕おうとして……失敗した。

「【嗚咽おえつ】当機フラれた。当機ひどく傷心。当機の自爆許可申請──却下。何な故ぜ……」

　だがそんなイミルアインに、アインツィヒは冷静に。

　ただ小さく笑って、呟つぶやいた。

「自爆などとんでもない……これで機凱種われらに──勝機が生じた」





　　　　■■■






　そうして始まった十二局目は、ここへ来てようやく。

　初めて機凱種アインツイヒ達の計算・演算した通りに、盤面の展開が描かれ進んだ。

　まず、空と白しろは尽きれば敗北を決する『テンションゲージ』の回復が急務となる。

　よって開幕直後、最速で『演出打』──先手での悪手を打つことになる。

　序盤での悪手。まして一度程度、二人には何ら苦にならぬだろう……だが、




　舞台ステージ上に、煌きらびやかな光が舞い、音響にも派手なエフェクトが加えられる。

　その演出を受けて『テンションゲージ』は上昇する。上昇はするが──

「えぇ──ぇえ!?　これでもま～だ『テンションゲージ』半分!?　ウッソだろ!?」

　空が叫ぶ通り──その上昇率は低く、だが減衰率は高い。

　それも当然と。誰より理解しているであろう、空は請うように叫び続ける。

「や、気持ちはわかるよ!?　よ～くわかるけど!!　気を取り直してこーよッ!?」

　冷めた観客を、再度盛り上げるのは容易ではないと、機凱種アインツイヒ達さえ察せた。

　必然、『演出打』は一度や二度では、焼け石に水となり──

「……に、にぃっ……次、の……『演出打』……しろ、に……任せ、て……っ」

　目まぐるしくコマを打ち続ける二人の言葉通り、連打せざるを得なくなる。

　そう──紛まごう事なき悪手を。三度、四度と……。




「んぁ～こっちゃ必死だってのに!!　テメーのツラ！　ムッカつくわ～!!」

「む……？　『愛しい人シユピーラー』の愛の挑戦状に応こたえるべく、本機含め全機全力であるぞ」

「チラチラホモい目向けられんのがウゼぇつってんだよ！　指し手交代しろよッ!!」

「……に、にぃ……し、集中……しない、と──っ」

　たまらず八つ当たりさえする、空と白に反して。

　機凱種アインツイヒ達は『演出打』を打つ必要がない。ただ二人の悪手を、淡々と狩り取る。

　悪手の打ち合いがなくなった機凱種エクスマキナは、その本来の領分通り、最善手を重ねる。

　そうして優勢を保って──眈たん々たんと〝機〟を待つだけでいい。

　たった一度の機を。機凱種アインツイヒ達にとっては、最高の機を。

　だが空そらと白しろにとっては、致命的、かつ最悪の──機タイミングで。




　──たった一度『演出打』を打つ。それで全すべて決着する。

【全機を代表し礼を述べよう。貴機の〝錯乱〟によって愛の挑戦状に応こたえられよう】

【《命令》うるさい。自爆して。逃亡許可申請──却下……《懇願》……たすけてヒルフエ】

　そう感謝を述べる全機に、だが突き放してイミルアインは、なおも傷心中だった。

　思考の同期並列さえ拒絶して、半自閉モードで舞台袖バツクヤードの片隅で蹲うずくまっていたが。

　その犠牲に釣り合って余りある勝機──空と白に絶対的に不利な、その状況で。

　果たして──待ち続けた〝機〟は。

　皮肉にも十二曲目の〝大盛り上がりサビ〟に差し掛かろうという、その時に、

　──訪れた。

「『愛しい人シユピーラー』よ。そなたの愛の挑戦状──応えることが出来て光栄である」

　そう、『心』からの言葉を贈ってアインツィヒがコマを運ぶは〝光るマス〟。

　機凱種エクスマキナ全機──半自閉のイミルアイン除く十二機が並列演算を行い窺うかがった〝機タイミング〟。

　空と白が──絶対に挽ばん回かい出来ない、状況・条件の要項を満たすそのマスに、

「これで『副賞』──『愛しい人シユピーラー』のヌード写真は手に入れることが出来た」

　そう言ってアインツィヒが展開させる『演出打』は。ただ──

　──バツンッ、と。

　最初の演出と全く同じ……一切の光と音を奪う〝演出停止〟演出だった。




　無音の静寂の中、観客のどよめきだけが響き。

　無光の暗くら闇やみの中、盤面が淡く照らすのは、空と白の顔と、そして、

「次は『特別賞』……そなたが『意志者シユピーラー』でないなる〝証明〟──反証すべく求む」

　そう不安げに問う、勝利が確定したアインツィヒ──機凱種エクスマキナ達だけだった。




「なるほど……元にも戻す『演出打』を打たなきゃ、ライブ失敗で負け」

「……でも、『演出打』……打ち返した、ら……絶対……負け、ちゃう……」

「ふむ。白が絶対というなら絶対だな。巻き返す方法なし。詰むわけだ」

　そう呟つぶやく二人に、機凱種アインツイヒ達は内心断じる──当然だ、と。

　Rayo(3↑↑3)=Rayo(7625597484987)<Rayo(10100)回に及んで重ねに重ねた演算。

　そこから導き出した、状況条件期待値を、全て満たす完全なる〝機一手〟なのだ。

　十二曲目残り二四．二秒。

　この間、空と白に〝光るマス〟出現回数、位置は、機凱種エクスマキナでさえ、特定不能。

　だが十二局重ねた傾向解析から、残り出現回数は──平均で三、中央値で二。

　局終盤。打つ手が極端に限られる、しかも圧倒的劣勢での『演出打じさつこうい』……

　空と白さいきようとて、コマの動きルールが不変なら不可避の敗北。白しろさえ絶対と断ずそれは──

「打ってチェスで七敗負け越しか、打たずにライブで失敗負けるか……また、〝二重拘束ダブルバインド〟か」

　という空そらの総括に、アインツィヒだけでなく、機凱種エクスマキナ全機が思う。




　──ここまで圧倒的ハンデを貰もらって、ようやくか……と。

　圧倒的強者──最強に近しき域へさえ至った『意志者シユピーラー』は、機凱種われらを試した。

　彼に相応ふさわしいか。その試練は辛からくも突破したが──『自己証明反証子作り相手決定』がまだだ。

　空は……間違いなく『意志者シユピーラー』である。また〝完全証明〟など、不可能である。

　だが、機凱種エクスマキナ全機が、ここまで努めて思考せずにいた……〝危き惧ぐ〟。

　敗北すれば、想おもい続けた全すべてを失うゲームに応じた理由──〝恐怖〟。




　すなわち──本当に『意志者シユピーラー』ではなかったら……？　と。

　その恐怖を殺し証明を求めた機凱種エクスマキナに、だが──返された言葉は、




「だけど今度は……〝お見事〟って、言ってやれないなぁ……」

　──なに……？

「だってこれじゃあ、二重拘束ダブルバインドになってないだろ。なんせ──」

「……ふっつー、に……ただ、こう、すれば……いい……だけ」

　そう言って、笑った空と白が。さも当たり前のように。

　流れるように。手を。コマを。滑らせ──打った手は。

　ただ──不可避に。

　ただ──無条件に。

　機凱種の打った『演出打悪手』を問答無用に狩り取って──

　形勢を反転──機凱種エクスマキナを、圧倒的劣勢に変ずる手だった。




「局終盤での悪手は致命的……それは〝お互い様〟だろ？」

「……しろ達、は……もう『演出打』……打た、ない……」

　そう笑う二人の言葉に、アインツィヒもまた、小さく笑った。

　──なるほど。

　これで機凱種われらは圧倒的劣勢に──否いな。この局の敗北さえ、ほぼ決した。

　だが空と白はそれでも六勝……勝ち越しには至らず、ライブは潰ついえ敗北する。

　不可避の敗北。ならば機凱種エクスマキナの演算を超え、チェスで勝っての敗北を選ぶか。

　さすがは『意志者シユピーラー』……ただでは負けぬか──と、その思考を、




「だからまー〝お見事〟の代わりに、こう言ってやろう」

　だが嘲あざ笑わらうように、空と白は口を揃そろえて──言った。

「「……ご苦労さまでした……♪」」

　──同時。その言葉を待っていたかのように。

　響いた歌声に、機凱種アインツイヒ達は目を剝むいて、舞台ステージを見やった。





　　　　■■■






　唐突に、会場を包んだ、無音の闇やみ。

　陰いん翳えいに染まった舞台ステージで、帆ほ楼ろうはただぽつんと佇たたずんで、観客を見つめていた。

　ざわつく観客を……否いな。視みえざるを視る神の瞳ひとみが映すは、観客のただ一人。

　金色狐ぎつねの獣人種ワービースト。依より代しろ。巫み女こ。帆楼の──友の姿。

　同じく闇を徹とおす獣の瞳で舞台を。舞台上の帆楼を。途方に暮れる帆楼を。

　見つめるその眼め、その顔は、帆楼の見知った顔──よく知った顔だった。

　──不安に。心配に。己の無力を呪のろうような。その顔は──

　悠久の時を重ねて初めて、明確にその想おもいを、『断言』させる顔だった。

　友の、よく見知ったその顔は──もう見たくないと想ったその顔はっ!!




　────〝イヤなのじゃ〟───!!




　瞬間──無音の闇が包む会場内に。小さな光と、仄ほの淡あわい歌声が灯ともった。

　音楽も演出もない、帆楼自身が灯すあえかな光の中、奏でられる声は。

　……ひどく拙つたなかった。

　頼りなく、おぼつかなく。だが懸命に、なにかを手探って揺れ紡がれる歌声は。

　だが……不思議と、なにかが染み渡っていく感覚に……誰もが耳を傾け黙した。




　──依り代を。巫女を。友を……笑顔に変えたい。

　たったそれだけの、あまりにも小さい『想い』で紡がれる歌は……けれども。

　狐こ疑ぎの神。その神髄をさえ疑って、請希と誇戯とを、想って兼ねた、神霊種ちいさな少女の。

　幾億と年月を経た初めての、小さな、小さな──『変革ねがい』に他ならなかった。

　確たる『意志』で以もつて『心』を込めて『命』を表う現たう──それは……





　　　　■■■






「……帆楼、へぷたろぐ・ぐっじょぶ……アイドルランクＳの、壁……突破……」

「ああ。それでこそ神アイドル。11次元超アイドルに、ついに足を踏み入れたな」

　舞台袖バツクヤードで打ち続ける空そらと白しろに、心から満足そうに、そう笑み零こぼさせて。

　ステフに涙を流させ、ジブリールさえ……目を閉じ酔いしれさせる歌だった。

「終盤の最高潮クライマツクス。機材不具合トラブル発生からの……ソロアカペラ」

「……さいこー、の……演出……わか、ってきた、ね……♪」

　そして、そう皮肉に笑って告げる、空そらと白しろが作り上げた盤面の状況。

　すなわち──二人の勝利確実の優勢と。

　もはや微動もせぬ上限打った『テンションゲージ』が示すは、一つ。

　──すべて読まれていた。




「……巫山戯ふざけている……そのような不条理が、ありえるものか……ぁあッ!!」

　すべてはあり得る。重々承知、それでもなおアインツィヒは叫んだ。

　──機凱種われらが『演出打』を打つことを読んだ？

　そんな生なま温ぬるい話ではない！

　二人が『演出打』を打ち返すしかないと──機凱種が読むことを読んだ！

　それが逆にライブに最上の結果を生むと──その演出内容までも読んだ！

　故にその〝悪手〟を狩れば形勢が覆ると──いつ打たれるかさえ読んだ！

　すべて読まれた。文字通りに、すべてを!!　なにもかもを──ッ!!




　馬鹿げている……神でさえ、いかな最強とて、ゲームなのだぞッ!?

　明確にルールがあり、不確定性が混在する、読み合いゲームなのだぞッ!?

　可能性世界ありうる未来の収束点──不確定性さえ読み切るなど神霊種オールドデウスにさえ不可能だッ!!

　そんなことが出来るとすれば、予め何が起きるか全て知って──

　……予あらかじめ……知って、いな、ければ……不可……

　──能……




「あヤ～ッベ。コレ気付かれちゃった空気っすよ～白さん」

「……んぬぅ～……あと、一局……あるの、にぃ……む～」

　並列思考する機凱種アインツイヒ達、二六の観測器ひとみが、一斉にそう戯おどける空と白を向く。

　あまりに遅まきに、アインツィヒの中で全すべてが繫つながって行く中、空は笑う。

　空と白にとって、あまりに不利なゲーム、あまりに不利なルール。

　圧倒的ハンデを背負って、なお、機凱種エクスマキナを一切寄せ付けない強さ。

　機凱種エクスマキナが対応するほど強くなっていく、最強の概念を纏まとう者──




　──と……〝機凱種われらを欺あざむき徹した〟二人は────ッ




「んー。そそ。このゲーム、圧倒的不利なの──俺らじゃねーのよ」

　そう、ちょっとした子供の悪戯いたずらでも詫わびるように、ぺろっと舌を出して。

　気楽に、打つ手は止めずに、反省の色など微み塵じんもなく──タネを明かす。

「理不尽な程の〝圧倒的不利ハンデ〟負ってんの──機凱種そつち♪　あ、怒るなよ？」

「……騙だまされる、ほー、が……わるい、の……これ……古いにしえ、の……掟おきて……」

　すなわちアインツィヒも。イミルアインも。機凱種われら全機体も。

　十二局一〇四七手もの間。計算不可能数さえ計算する機械は。

　────ただ、打たされていただけだった、と…………




「ど、どういうことでございますかマスター。機凱種エクスマキナが圧倒的不利とは……？」

「え、そのままだけど？　このルールじゃ、機凱種エクスマキナの手は、容易たやすく読めるのさ」

　怪け訝げんに問うジブリールに空そらが答え、機凱種エクスマキナ達は内心、同意する。

　──ああ、そうだろうとも。

　なにせ機凱種われらはチェスの勝機薄く、悪手を打てば──否いな、打たずとも負ける。

　その上で、勝つ為ためにあえて『演出打あくしゆ』を打つならば、必然的にその機会タイミングは──

「だって機凱種こいつらの『演出打』、比較的安全なマスが光った時ばっかだし？」

「……しろ達、に……狩り取られる前提、で……打つし……読み放題ちよろすぎ……」

「悪手折り込んだ最善手打つだけだぜ？　──思い通りに打たせられるだろ♪」

　不確定的で読みにくいのは〝お互い様〟であるはずと思考した機凱種われらに。

　八局目、空の──『お互い様じゃないからだ』──なる意味深な発言。

　これが……これがあの言葉の真意だというのか──ッ!!

　だが──否!!　と、アインツィヒは心中吠ほえた。

　なるほど確かに、機凱種われらは〝最善手〟という──予防線上で打っていた。

　だがそれは、チェスでは機凱種エクスマキナの勝機薄という、大前提があったが故だ！

　機凱種われらの無限近似速の対応を、悉ことごとく凌りよう駕がする圧倒的なまでの強さがあった故だ!!

　空と白しろの──二人の勝利に対する確信に、発言に、一切噓うそがなかったが故だッ

　しかしこれは──この戦い方さくりやくは。

　機凱種エクスマキナに何に対応させ、何を読ませ、どう対応させるかを、操る……？

　それは、そんな戦い方をする者は──断じて──強者などではない──ッ!!

　ならばいったい、どうやって、機凱種エクスマキナを欺あざむいた──ッ!?




「──悪いな、機凱種エクスマキナ……おまえら、俺らには──絶対に勝てねぇよ」

　そう機凱種アインツイヒ達の思考を読むように──否。今や本当に読んでいるとさえ思えたが。

　それは一局目を勝ち抜けた空の言葉。一言一句違わぬその言葉を繰り返して、

「〝俺らには〟──そう。機凱種おまえらは、俺らには、絶対に勝てないんだよ」

　空が語るのは、やはり一切の噓を検出出来ない言葉。

　ただ──自明故に、語るにも値しない反応を検出する言葉──

「だって、当然だろ？　機凱種おまえらが相手してんの、俺らじゃないんだから」

「……その、勘違い……なかった、ら……たぶん、勝てなか、った……」

　──勘、違い……？

　空そらと白しろ、二人に『最強』なる概念の再来を見たことか？

　否いな──違う！　空の言葉は、その前に口にした言葉だ！

　ならばいったい彼らは。機凱種われらの、いかなる勘違いを指摘している、と。

　そう思考する機凱種アインツイヒ達の脳裏プロセツサに、続いた空の言葉によって──

「俺ら人類種クソザコてんとうむしが、おまえら機凱種クソつよデタラメを相手にハンデ戦だ？　ハッ、ご冗談」

　──ザザッ、と。

「機凱種おまえらは知らない。こうまでしなきゃ勝てない、圧倒的な〝弱さ〟を」

　────ザザッ、と……破損し破は綻たんし、意味消失したはずの。

　喪失ロストしたはずの機凱種アインツイヒ達の記録きおくに。思考に。ノイズが奔はしった。




「……『最強』を破ることが出来るのは、その対極──『最弱』だけだ」

　そう己らを『最も弱きもの』と定義する空の言葉を。

　──ザザ、ザザッと……なおも続くノイズの中で聴いていた。

「理解不能級のデタラメを相手に、正面からやりあって勝てるわけきゃねーだろ」

　そう──最強の概念たる戦神を、力で超えるなど不可能だった。

「それを知らない。アルトシュを殺してない機凱種おまえらは、確実にハマると思ったよ」

　そう──戦神が。かの最強が。

　己が『天敵』と呼び、称賛したのは──機凱種エクスマキナでは、なかった。

　それは……『意志者シユピーラー』であり…………そして────




　──《チェック・メイト──勝者『　　くうはく』・六勝》

「なあ。クソイケメン変態ポンコツホモロイド──アイドルって、何だと思う？」

　酷ひどく長い呼び名で、錯さく綜そうし混濁する記録きおくを漂うものに問うた空は、

「ド三流Ｐなら、客の理想を演じる人形に徹する者、と戯ざれ言ごともほざこう。が！」

「……しか～しっ……超一流、の……『Ｐ』な……しろ達、は……違う……っ！」

　だが返答はいらないのか、ただ舞台ステージを見やって、空と白は続ける。




「……帆ほ楼ろう、は……ただ、なりたい自分になる、それ、だけ……なの……」

「その希き望ぼうに。なろうとする姿に、『客』じゃない──『人』が希望するんだよ」

　そう語る二人を、機凱種アインツイヒ達は渦巻く記憶を漂いながら見ていた。

　最強が己が天敵と讃たたえた、最弱を誇る──〝二人〟──は──




「──で？　俺が『意志者シユピーラー』じゃないっていう〝完全証明〟だっけ？」

「……簡単、な……こと……機凱種あなた、達が……わかって、る……こと」

　未いまだ交錯する意識で、機凱種アインツイヒ達は、それを聴いた。

「……俺が何者かは、俺が決める。俺は『空そら』──白しろと、二人で一人」

「……にぃと、しろで『　　くうはく』……他人の定義……くそ、くっちゃえ」

　空を解析し、何を定義したところで無意味と告げた二人の言葉を。

　否いな。一人のゲーマー達の言葉を。そして続けた言葉に、

　ただ、

「どれ程似てても、記憶や愛すら共お有なじでも別人だ。反証？　出来るなら──」

「……なんで、誰も……〝その人が愛した人〟って……自称、しない……の？」

　……ああ……と瞼まぶたを落とし、

「だから俺に惚ほれることも、行為も、盟約で強制はしなかった……だろ？」

　アインツィヒは、イミルアインは、機凱種エクスマキナの、全機体は。

　ついぞ理解するに至り、思わず……頭こうべを垂らして嗤わらった。




「……そう、か……機凱種われらはただ、延々と〝幽霊〟を見ていたのだな……」




　──なるほど……機凱種われらは、彼らには絶対に勝てない。

　対応など出来るはずもない……なにせ存在していない。

　機凱種われらは、ただ、眼前の二人ではない……幻を相手にしていたのだから。

　独り相撲ずもうに興じ、影を殴る機凱種われらの背は──どれ程滑こつ稽けいに見えたろうか。

　そう──十三局目の。最終局の開始を報しらせる音。

　十三曲目の。最終曲のイントロが歌い響く中で。

　自虐的に呟つぶやいたアインツィヒは、思う……

　だが、ならば……機凱種われらは…………いったい…………





　　　　■■■






　──十三曲目。最終曲ラストナンバーが響く舞台ステージ上。

　空達の一打で音を、光を取り戻した舞台ステージは──だがそれ以上は不要と。

　もはや機凱種エクスマキナの機材さえ余計と感じさせる帆ほ楼ろうの歌声に、誰もが酔いしれていた。

『盛り上げてたのしんで来い』と空達に雑に、だが楽しそうに送り出され舞台ステージに上げられた二人。

　意外と踊れるステフと、非致死性の光を撒まいて宙を舞うジブリールさえも交えて。

　しっとりと大団円へと向かう会場に反し──舞台袖バツクヤードには深海のような静寂があった。




　──十三局目。最終局。

　空と白が、飄ひよう々ひようと笑って語って見せた、機凱種エクスマキナを打たせる〝誘導〟。

　だがそんな二人に、ここまでただ一局、ただ一手さえ──余裕などなかった。

　機凱種エクスマキナを相手に、何を想定させ、どう対応させ、気付かせず、打たせ、狩る。

　機凱種かれらが己に吐いていた〝噓うそ〟。意志者シユピーラーのいない現実を拒んだ──噓バイアス。

　付け入る〝噓あな〟──致命的な〝噓けつかん〟があって、なお至難を極めた。

　超越機械の『心』を読み切り誘導。その極限に挑んだ理由など決まっている。

『　　くうはく』でも、機凱種エクスマキナに正面から勝ち越すなど、極限を超え不可能だからだ。

　──だが、そのタネも既に割れた。

　解析済の十二局一〇八二手を、補正して眼前の二人しようたい──空そらと白しろに、対応する。

　それだけで、超越演算機と人の純粋な読み合い──不可能への挑戦になる。

　高い確率で空達は七敗し。負け越しで、敗北となる。

　──『ここからが本番』と覚悟を固めた空と白は、だが……




「……ふ～む。なんで途中で打つの止めたか……きいてもいいんのかな？」

　舞台袖バツクヤード。十三局目開始時は、緩慢ながらも響いていたコマの打音。

　だが機凱種エクスマキナが手を止め、それさえも止やんだ無音に、空の問いは反響した。

　息苦しく重い……だが冷淡で、諦念を妊はらむ──空と白も知るその静寂は。

　──『絶望』と呼ばれる感情が生む、静けさだった。

「……問いを返そう。手番はないのだ……何な故ぜにそなたらは打たないのだ」

「そっすね～途中放棄するゲーマー失格に勝ってどーなるっつーんすかね」

「……再度、問いを返そうぞ。機凱種われらが勝利し……それでどうなるのだろうか」

　そう笑うアインツィヒの顔は、あれ程あった感情が、ゴッソリと抜け落ちて。

　本当に──ただの機械。ただの人形になってしまったように──いや。

　アインツィヒだけではない。他の機凱種エクスマキナも、全機一様にそう、続く。

「そなたは『意志者シユピーラー』ではなかった。では機凱種われらが勝利して何を得るのだ？」

　……ああ、わかっていた、と。空は内心、歯がみする。

　ただ証明するだけでは滅びを選ぶと……わかっていた。

「何も得ず。ただ滅びるのみである。ならば──そなたらが勝つべきである」

　空が意志者シユピーラーじゃないと証明すれば、どうなるかも。

　文字通り──〝絶望的な問題〟、こうなることも。

「そなたら。否いな──そなた、か。『継ぐ者フオーツエンサー』だ。それで機凱種エクスマキナのコマも潰ついえぬ」

　故に機凱種エクスマキナはこのゲームに応じるしかなくなることも！

　こうなることも承知の上で、空は『詰ハメた』────だから!!

「故に機凱種エクスマキナをハメ、繁殖を強制し、『愛の放棄』を誓わせたのであろう。辛つらい決断をさせた。それが機凱種われらの救いになるとの判断は正しい。そなたなら機凱種われらを上う手まく使──」

　────バチンッ、と。

　空がチェス盤を壊す気で打ったコマが、アインツィヒの言葉を遮った。




　──だから!!　───『ここからが本番』なんだよ──ッ!!

「……なあ変態メカ。ナニ『心』にもねぇこと言っちゃってんの？」

　光るマスに──空そらが打った『演出打』に、曲が転調し、派手な光が渦巻いた。

　しっとりと大団円から〝最高潮クライマツクスの終演目エンデイング〟へ転向させる過熱した歓声が響く中。

　中断した局──空達優位に傾いた盤面に、二人は不敵に告げる。




「ごちゃごちゃ言わず、全力で勝ちに来ればいいんだよ。手ぇ止める必要ねえ」

「……しろ達、が……勝つから……どーせ、負ける、の……変わらない、よ♥」

　──ふ、と。

　すべてを諦あきらめたようにアインツィヒは、笑って。

　機凱種エクスマキナ全機と並列した手を動かし──空達には未知の定石を描いた。

　超越的に的確、理外に正確に、二人を死路に迷い墜とす定石だった。

　──そう。だった。

　二秒弱前までは確かに。だが今となっては、過去形になった。

　その一瞬の出来事に、僅わずかに顔を顰しかめたアインツィヒに、空と白しろは告げる。




「機凱種おまえらさ、記憶力大丈夫？　無限学習の看板に偽りありじゃね？」

「……過剰広告……Ｊ○ＲＯ……訴える、よ？……もっかい、言う」

　──機凱種エクスマキナの打った正確無比な、未来予知に等しい定石に至る手を。

　空達は、呼吸するように暴き、一手で破は綻たんさせる『新手』で返して。

　刹せつ那なに対応し、機凱種エクスマキナがその『新手』を一手で破綻させる『新手』を返し。

　そして空達は、それが新手ではないと主張する一手で潰つぶし優位に戻して応じた。

　──その二秒未満の、一瞬のやりとりに。

　ようやく気付いたらしきアインツィヒ、機凱種エクスマキナ達に。

〝どんだけ大変だったか察してくれよ〟と訴える、疲れた笑みで、告げた。




「……『　　くうはく』に……勝てる、気……なら……♥」

「丁重に〝チョーシのんな〟とお答えしませう♪」

　意志者シユピーラー──空と同じ打ち筋という、それを保ちながら、強そうに演じて。

　機凱種エクスマキナの対応や、学習を操り続けた、ここまでの十二局──その全すべてが。

　──十三局目。この最後の一局。

　空と白の。すなわち『　　くうはく』の──本来の打ち筋……〝本気〟を。

　万一対応仕切られてしまえば、もはや二度と勝てない〝全力〟を。

　──隠し通す。それが極限の困難だった、と。




「今度こそ目の前の『　　おれら』を相手してみろよ。どうせ負けんだから」

「……全力、で……かかってくる、の……かるく、遊んだげる、よ？」

　ゲーム放棄？　そんなつまらない幕引き誰が許ゆるすか。

　勝つからには『完全勝利』だ。それ以外は認めない。

　──かかってこいよ、機凱種エクスマキナ。幻じゃなく、俺らに。

　正面から打ち負かしてやるからさ。

　そう語る獣の如ごとき空そら達の笑みに……僅わずかに。

　機凱種アインツイヒ達の目に、感ね情つが宿るのが見えて────

　────…………




「……俺と勘違いした『意志者シユピーラー』とやら──誰かあててやろうか」

　ようやく、盤面を交錯する手が元の速度に加速していく中で。

　空は雑談のように、思考が二つ並行する感覚でその推理を、確信に語る。




「大戦を終わらせた男……『クソカッケー神ゲーマー様』だろ？」

「……………………」

　機凱種アインツイヒ達の沈黙を肯定と受け取って、空は「それで説明がつく」と頷うなずく。

　ジブリール曰いわく、人類種イマニテイが、機凱種エクスマキナを利用して大戦を終わらせたという。

　どうすればそんなことが出来るのか、全くの謎なぞだったそれは、

　だが要するに──

「機凱種エクスマキナは利用されたんじゃない。愛した男を──手伝っただけ、だったわけだ」

　そこにどんなやりとりがあったか──空には、詳しく知る術すべなどない。

　だが『遺志体プライヤー』という機凱種エクスマキナが、『意志者シユピーラー』という人類種イマニテイの男を愛した。

　そして──その願いや、想おもいを、機凱種エクスマキナの全機が共有し、継いだのだ。

　イミルアインが語った──〝遺志体プライヤーの願い〟。




　愛する者の願いの実現という願い……そう──〝大戦の終結〟を。




「だが、その男は死んだ……大戦終結と同時に……あんたらが──死なせた」

「……この驚異を表現する言葉がない……何な故ぜそこまで知っているのだ……」

　まるで神の如き洞察を疑うような機凱種アインツイヒ達に、だが空は、ばつが悪そうに、

「や、そんな大層な話じゃない……イミルアインがその～新品……処女って……」

　──意志者シユピーラー以外は受け付けない。

　新造機能の『ハードウェアロック』……？

「生き残ったなら使うだろ!!　一回くらい!?　俺だってイゃ～なんもなィっすぅ」

　白しろに睨にらまれ言葉を切った空は──だが何があったか、見当はついていた。

　唐突に終わった大戦。終わらせた男。だがその男が唯一神テトになっていない。終戦と同時に死んだ、ならば死因は機凱種きようりよくしや──いや。と空はその思考を失礼に思えて止とめる。

　愛した男を、護れなかった……なんにせよそうなる、と。




「しかも……あんたらは愛するその男を裏切り、騙だました」

　────

　アインツィヒの──機凱種エクスマキナ全機のを意味する──手が、一瞬止まったが。

　構わずに、空そらは淡々と語って──手だけは猛然と動かして、なお続ける。

「一つの犠牲も出さず大戦を終わらせようとした男。その意志に反し……多くを殺した。天翼種フリユーゲルの半数以上。おそらく他にも。そして他ならぬ──機凱種あんたら自身をも……殺した」

　無言で打ち続ける機凱種エクスマキナの、だが震える手。揺れる瞳ひとみに。

　明らかな感情──困惑、動揺ない交ぜな、感情を窺うかがえた。

　それは空の言葉にか。それとも、空と白しろを圧倒できずにいることにか。




「そうして大戦を終わらせて何を想おもったか……俺には想像できん」

　なんせ……皮肉な話だ、と空と白は揃そろって……思う。

　人の心が、全く非論理的で、故に論理を組んで『数学』を発明したように。

　論理の化身たるその機械は、故に非論理性にこそ憧あこがれて『心』を発明した。

　機械の種族。神託機械も鼻で嗤わらう超越演算機械が。

　果たして行き着いた先は──人と同じだった。

　だから、そう……くだらない話だ。

　月面で、空達が気付いた機凱種エクスマキナの思惑。心ある機械の真意……

　六〇〇〇年もの間、滅びかけてまで、片想いの相手を只管ひたすら待ち続ける〝悩み〟……

　心を持つ者が悩むことなんて、いつだって単純で、くだらないことで──

　──切実で。尊い、くだらないことだ……そう……




「……後悔か。罪悪感か。無念か……」

　そのすべてだろうし、どれでもないのだろう、と空は思う。

　なんせ『感情こころ』から来る悩み……非論理的で、不可分で、抽象的で曖あい昧まいだ。

　それでも、あえてその全すべてを、一言で要約したならきっと、それが、

「……ただ、もう一度会いたかっただけとか、な」

　そうして、空達の前に現れた。帆ほ楼ろう──神霊種オールドデウスを殺さず降した途端に。

「だから、今度こそ。大戦時あのときには、出来なかったことが出来るものが現れれば」

　なら、きっと、たぶん……

「今度こそ、誰も殺さず神を降せるなら、その男に間違いない、と待ち続けた」

　そう多分に想像も混じえる空に、機凱種アインツイヒ達の瞳の揺れが肯定する。

　──その男は死に、どれほど似ていても別人だと、わかっていても。

　空が、遺志体かのじよが愛した、意志者その男でもなく。

　機凱種じぶんたちも、意志者その男が愛した遺志体かのじよではなく──あまつさえ。

　意志者その男を愛したものですら、自分達でないと……わかっても。なお。

　──『心』を得た、噓うそさえ吐つける機械……つくづく凄すさまじいと、空そらは思う。

　ついには自分にさえ噓を吐く……そこまで人に似る必要が、あったのかな……

　そんな思いに、だが空は思考を断ち切って。

　──だからこそ……突き放す。

「で？　そんな乙女回路フルスロットルの機械が？　なんてほざいた？」

　ギリギリ、と痛む胸を黙らせて、キッチリと。

「機凱種エクスマキナをハメて繁殖強制センキュ～と。種の滅亡、世界が『詰む』のを回避してくれてメゥシ～と。失恋まで心遣いあざーっすと。機凱種エクスマキナを上う手まく使ってつかーさいって？」

　──突き放さなければならない────ッ!!

「ナニ『心』にもねーこと言ってんの!?　全自動歩行型特殊性癖が似合わねぇよ!?」

　そう──限界まで嘲あざけりの顔を作って、ハッ、と鼻で嗤わらって叫ぶ。




「オラッ!!　心ある機械エクスマキナの──『心』からの本音を聞かせて見ろよッ!!」

　そう叫ぶ空の、明らかな挑発、誘導と──誰もが百も承知だろう。

　だがこの局中に『　　くうはく』の手、全すべてを暴くのは不可能だと判断したか。

　最悪手の打ち読みの方が、処理速度で勝る機凱種エクスマキナが有利と判断したか。

　──いや……




「よかろう……では聞かせよう……問わせて貰もらおうぞ『継ぐ者フオーツエンサー』よ──ッ!!」

　そんな論理的な理由や理屈は……きっと、なかったのだろう。

　感情いかりに煮えたぎる瞳ひとみで、アインツィヒは『演出打』を叩たたき付つけ、吠ほえた。

　その言葉を、問いイメージを反映して景色を書き換える一手は……




「戦神アルトシユの『神髄』を穿うがち大戦を終わらせ──そうして、なにが残った──ッ!?」

　──何も残らなかった、と。

　そう自答するように、会場の何もかもを虚うつろに──白一色に染めあげた。

　さながら天地さえも、あらゆる法さえも無価値であるというかのごとく。

　観客も、空も白しろも、誰が宙を漂う中、なお響く歌声に、




「……『十の盟約』が残った。十六種族イクシードが残った。そして──意志おもいが残った」

　──この世界が残った、と。

　空が穏やかに笑って返した『演出打』が白いキャンバスを極彩色に塗り潰つぶした。

　遠く霞かすむ地平に駒こまが聳そびえる、十六もの種が飛び交い巡るこの世界を。

　その天地を、俯ふ瞰かんして漂いながら、なお燃ゆる歓声に、

「ああ機凱種われらが踏みにじった意志おもいと!!　愛す者を失った世が残った──ッ!!」

　──それこそが罪悔の象徴だ、と。

　そしてその想おもいも、愛さえも、借り物に過ぎないと慟どう哭こくする機械の一手は。

　極彩色の星から飛び交うそれら十六の種族と、地平の駒こまを消し去っって、




「だから今度こそ。次こそと、その意志おもいは、遺志になって続く人に継がれた」

　──人から人、種さえ問わず、と。

　空そらの一手にまた、消えた種や人類種イマニテイが、群れて国を成し、世界を覆っていく。

　まる大戦終結から、復興を辿たどった世界を、星をさえ眼下に見渡せすように、




「そして遺志も裏切り、己を欺あざむく叶かなわぬ願いを夢眠る滑こつ稽けいな鉄てつ屑くずが残った……ッ!!」

　──意志も遺志も継がなんだ、と。

　借り物の愛を抱き、愛されてもない者をただ眠り待ち続けた己らの意味を問う瞳ひとみ。

　舞台袖バツクヤードに無数に現れた半透明の、機凱種かれらが殺し、死なせた者らだろう視線に、




「ぐぬっ!?　し、白しろ!!　滑稽おもしろさは反論できんぞ!?　だってアイツに至っては変態だ!!」

「……がんばれっがんばれっ……にぃが、口論で負けた、ら……もお後、ない……っ」

　だが意に介すことなく、空と白は平然と戯おどけて見せる。

　──目まぐるしく変わる光景。乱れる最悪手えんしゆつの打ち合い。

　誘導不可の読み合い。先読み、対処速度勝負──機凱種エクスマキナの独壇場になったゲームで。

　だが機凱種エクスマキナは……いや。むしろ空と白、二人自身さえ驚きよう愕がくしていた。

　機凱種エクスマキナを相手に互角に──否いな。僅わずかながら、優位にさえ立てていることに。




　空が『直感』を信じ、空も理解できない先読みで打つ手を。

　白が『計算』を瞬時に追いつかせ、論理的に理解し定石に組み込む。

　──演えん繹えきと帰納の同化が。感覚と論理の融合が。

　機凱種エクスマキナの『未対応の手』を、二度通じない手の『一度目を』その──尽ことごとくを暴く。

　不確定性故に、それが極めて僅かながら、機凱種エクスマキナの処理を超えるに至らせていた。

　機凱種エクスマキナのその驚愕は──だが、

「ん駄菓子菓子!!　そりゃ単にポンコツ故!!　責任転嫁は如何いかがなものかね!?」

「……べ、べつに……っ！　〝叶わぬ願い〟じゃない、……し、ね……っ!?」

　脂汗を浮かべた空と白の続いた言葉に、今度は──処理落ちさせた。




「叶わぬ願いではない？　ほう……ならば機凱種われらが願い叶えてみよ──っ!!」

　かくしてなおも流転していく光景の中、機凱種アインツイヒ達が願うは──そう。

　叶えられるなら意志者シユピーラーだけと。また会えると己らさえ欺いた想いを──示した。

「機凱種われらの『心なしたすべて』に意味は在ったのか──機凱種は赦されるのか──ッ!?」




　そう……ようするに、それだけのことだった。

　それが、あまりにくだらなく……尊い──その想ねがいだった。

　繁殖拒否したのも、滅びを厭いとわないのも、空そらに迫ったことも。

　空が──つまりは意志者シユピーラーが、機凱種じぶんたちを受け入れてくれるのか……

　彼を欺あざむき、裏切り、謀たばかり、殺し殺され終ついには死なせた機凱種じぶんたちが。

　そうまでした世界で、生きていいのか、彼は許ゆるしてくれるのか。

　論理など、微み塵じんもありはしないそれは、




　──ただ……『罪悪感』に溺おぼれて。

　どうすればいいかわからなくなった機械の。

　否いな。心の、道を示してと請とう言葉おもいだった。




　──だからこそ。空は笑って突き放す。

　それは空に問うものでも、意志者にすら問うものじゃない。

「俺が知るかよ……その問ねがいは──おまえらが答かなえるもんだろ……」

　空の視線を機凱種アインツイヒ達も追い……乱打された演出が生んだものを見た。

　それは彼ら……心在る機械が創った世界……そのものだった。

　全すべてがゲームで決まる世界──『盤上の世界デイス・ボード』を眼下にして。

　舞台ステージ上では、神霊種ほろうが歌い、踊っていた。

　天翼種ジブリールが宙を舞っていた、人類種ステフが優雅に踊っていた。

　閃せん光こう乱れる中、多種族の美少女アイドル達に、多種族かんきやくが熱狂していた。

　それらの全員の、全ての顔にはただ一様に……笑みがあった。




「意味があったのか？　……おまえらが意味を見み出いだすかどうかだ」

「……許される、か……機凱種あなたたち、が……自分、許せるか、どうか」

　そう語る空と白しろの顔にも、その瞳ひとみに映る機凱種アインツイヒ達の顔にさえ。

　機凱種じぶんたちと張り合う人類種達ふたりに、いつからか白熱し笑っていたと気付いて。

　──そう。笑って済ませられる……そんな、世界だった。




「成なりたいように、為なりたいように、生なるしかないさ」

「……その、希望こたえ、に……人しろたち、は……希望きたい、する♪」

　──どうせ変われやしない。折り合いつけながら歩くしかない。

「だから。ま。参考程度に……俺と白の、個人的な感想でよければ──」

「……悪くない世界……って……少なく、とも……しろ達、は……思う」

　──そんな世界を創るために、膨大な犠牲を払った、当事者達。

　きっと納得しては死ねなかった男。彼は後悔と無念を抱いて果てただろう。

　そんな彼や、罪悪感に潰つぶれた者達に、空そらと白しろがなにかをいえるはずもない。

　だが、その男が、最期の瞬間まで間違いなく想おもっただろうこと。

　そして空と白が、この世界に降り立って、最初に想ったことを。

　ただ感謝を込めて、彼らに伝える他ない……そう、




「今度こそは。次こそは。……勝ってみせる。そう、思える世界だ」

　チェス盤が、空と白の七勝目を報しらせるのを最後に、壊れたように止まって。

　そして終演を奏でた舞台ステージに、喝采と熱気の余韻だけが残る中で……ただ、

「……と！　俺らは思うが、機凱種エクスマキナ──あんたらは、どう思うかな」

　全すべてを出し尽くした、と空と白は同じ余韻に浸り、疲れた笑みを浮かべた。

　極限の集中に、脳は焼け、体は錆さびたように重い……だがそれを差し引いても。

　……十四局目があれば……もう勝てない。

　その確信に。故にこそ──一層楽しげに笑み深める空と白の、




　──次こそは、俺らに勝てる……そんな気がするだろ？

　そう語る顔に、機凱種アインツイヒ達は瞼まぶたを落とし、声に出して…………笑った……………






ワンターンエンド






　──エルキア城・玉座の間。

　魔改造されライブ会場化された日から──はや十日が過ぎたそこは。

　まるで全てが夢だったかのように、綺き麗れいに、元通りに修復されていた。

　ステフ曰いわく由緒正しき定位置に戻った玉座も、同じく定位置と、

「ん～……そろそろ『一ターン』も終わり、かな」

「……たぶん……あと、三日……くら、い……？」

　タブＰＣを弄いじる、エルキア王二人──空と白しろが座してそう唸うなっていた。

　……『一ターン』……他プレイヤーが動き終える頃合いだろうか、と。

　そのターンを飛ばした二人は、だが休みと程遠いその間ターンに思い馳はせる……




　──『打つ手やれること』がないし、と。帆ほ楼ろうの『Ｐプロデユーサー』業に徹するはずだったターン。

　それを想定外に騒がしいターンに変えてみせた、意外過ぎた来客──機凱種エクスマキナ。

　彼らはゲーム終了と同時……一言も告げることなく、何ど処こかへ去って行った。

　当然だ。勝てば味方になれと誓わせていないし、むしろ『愛を放棄』させたのだ。

　機凱種エクスマキナは、滅びぬよう繁殖を強制される──ただ、それだけだ。

　何ど処こへ行こうと、なんなら次は本当に敵として訪ねて来るも、自由だ。

　──だが。それならそれで、と空そらと白しろは笑って思う。

　機凱種じぶんたちの意志で、きっちり『　　じぶんたち』に挑んで来るのなら……歓迎する。

　とはいえ、機凱種エクスマキナの力あっての功績は残った。そう──




「……ソラ～……シロ～……グッズの在庫、もう売り切れますわ……」

　そう、疲れた顔で玉座の間に現れた搬入業者──もとい。

　労働服を着込んだステフの報告に、空はギラリと即答した。

「ふ、安心したまえ。十八版目の増刷も随時搬入される！　キリキリ売ってくれよ!?」

　そう──帆ほ楼ろうのライブ。その伝説的な成功という功績に。

　空達は『グッズ販売』でボロ儲もうけ中であった。まあ、と言っても──

「……でも帆楼の『版画』や『版画集』だけって……どうにかならないんですの？」

　とステフが嘆くように、現在の人類種技術エルキアでは、大した物は作れない。

　むしろ、その版画ブロマイドや版画集しやしんしゆうでさえ──相当な無理をして作っている。

　具体的には──スマホで帆楼を撮影し、ジブリールが魔法で『版』にし、アカデミーに研究させていた大量製紙大量印刷試作機をフル稼働させ、印刷物に画家達が着色する……と。異世界技術、魔法、国家権力さえ濫用した無む茶ちやで、商品化している代物だ。

　その技術と労力の無駄遣いに呆あきれるステフは、だがそれでも、思う。

「私は、帆楼の歌をもっと聴きたいですわ……それは売らないんですの？」

　そう……帆楼の歌にすっかり惚ほれたステフが──否いな。

　誰もが最も欲する物。帆楼の歌──『音源』は販売しないのか、と問う。

　写真集でこのザマなエルキアに、録音技術や媒体メデイアなどあるはずもない。

　だが異種族ジブリールの力を使っているなら、エルキア〝王国〟には無理でも──

「うむ……ステフもそう思うだろ？　誰だってそう思う。俺だってそう思う」

　多種族エルキア〝連邦〟の技術なら出来るのでは、と問うステフに空は頷うなずき、




「もちろん売る。それで東部連合のアイドル事務所を潰すんだから、さ♪」

「……は、はい……？」

　あまりに邪悪な笑みに後あと退ずさったステフを余よ所そに、空と白は玉座を立ち、続ける。

「先のライブ、巫み女こさんが居たの──まさか偶然だと思ってないだろうな？」

「……東部連合、各所、招待……アイドル事務所……関係者……特、に……」

「？　それが、どうなるんですの？」

　特に意味もなく、歩きまわって語る空と白に、ステフは問い──そして。




「ふ、ふふふ、わからないか、そうか──ならば解説しようッ！」

　やおら踵かかとを打った空と白は、大仰にその深遠なる策を語る──ッ！

「数千人規模の帆ほ楼ろうのライブ──だがその評判は!!　今や連邦全土に及んだ!!」

「……話題、評判……写真集、程度……が、飛ぶように、売れて、る……っ！」

「だがしっか──し！　肝心の映像も音声もない！　うちエルキアじゃ作れないしな!?」

　確実に儲もうかる商機を逃すなど商売人失格だ。

　よって──っ！

「機材提供を拒んだ東部連合の業者は、こぞって音源販売を打診してくる！」

「あ！　やっぱり、協力を拒んでた東部連合を頼──」

「だが俺らは却下する!!　拒否し！　棄却し！　お断り致して塩を撒まく──ッ!!」

「……前世おととい、来やがれ、って……おなか、かかえ、て……嗤わらったげる……のっ！」




　得心いったステフを遮り、全否定する空そらと白しろの叫びが城内に轟とどろいて。

　啞あ然ぜんとするステフを余よ所そに、空はヘラヘラと、芝居がかった調子で続ける。

「ぇ～？　だって～大手事務所に媚こびてた業者でしょ～９８９プロょり～大手様っしょ～帆楼はおたくらがフったう・ち・の・所属～♥　ちょ～っと売れたら掌てのひら返して媚びてくるってなにソレ～!!　チョビッチっぽーい!!　キモぃんですけど～??♥」

　──そう語る空のギャル口調が何よりキモい、と。

　白とステフは、喉のどまで出かかった言葉を吞のみ込こみ、空の結論を聞く。

　改めて玉座に座って足を組み、そう──不ふ遜そんに言い放つ、結論を。

「ま……９８９プロと『専属契約』を交わせば、考えてやらんでもないが、な！」

「……そんな条件、さすがに誰も飲まないんじゃないですの？」

　いくら利益になっても、他の取引先、全すべてと手を切るのは割に合わないだろう。

　こっちには帆楼しかいないのだから、と訴えるステフに、だが空は断言する。




「いや飲む。９８９プロが、連邦最大手のアイドル事務所になるからだ」

　海棲種セーレーンの音楽性、森精種エルフの芸術理論と、異世界技術を用いた、全く新しき音楽！

　何より多種族それらをまとめ、神霊種ほろうをプロデュースする『　　くうはく』Ｐの手腕を前にっ!!

　招待されたアイドル関係者、その一部は必ずや──こう思う。

　そしてその一部以外は、ぶっちゃけどうでもいい。すなわち──ッ！

　志貴たかき魂の『Ｐプロデユーサー』ほど！

　己がアイドルをより高みに至らさんと臨む熱き魂の『Ｐプロデユーサー』ほどッ！

　──９８９プロに『移籍』したほうがいい、とぉ──おッッ!!




「集え我が同胞達あつきＰたちよっ！　９８９プロの旗本に、己がケモ耳っこアイドルと共に──ッッ!!」

　そう天を臨み腕広げ、戦友らを、勇者らを招集する空の号令に。

「……東部連合、の……業者……アイドル……『Ｐ』……おーるげ～っと……っ」

　ポフッと、定位置──空の膝ひざ上うえに座った白が結んだその話は──つまり。

　東部連合の、事務所。人材。市場まで──全て喰らい尽くす宣言だった。

　何ならば関税を取っ払う！　何なら減税措置・控除枠拡大さえやろう！

　９８９プロをナメた報いだ……行政に楯たて突ついた代償、その身に刻め……ッ!!

「……その狡こう猾かつさ。頼もしさと頭痛を覚えますわ……」

「だが!!　それさえもはじまりに過ぎん……!!」

　だがステフは無む視しし、空そらはその大いなる野望、終わりなき果てを示す！

「ゆくゆくは国内、東部連合は言うに及ばず、連邦全域に中継器を設置する!!」

　テレビ、ラジオのように。そして帆ほ楼ろうの歌を天地あまねく轟とどろかせるのだ！

「エルキア連邦の技術を結集してさえ、それは未いまだ不可能……だが──っ」

　いずれは至って見せるというその野望に燃える瞳ひとみに、




「おお！　嗚あ呼あ──愛いとしい人よ……水くさいではないか……」

　──唐突に出現した機械の男イヤなモノが映り込んだ。

　零ゼロ距離で迫った顔は、くいっと空の顎あごを持ち上げ、歯を光らせて言う。

「そのような装置……ふ、本機の愛の力を以もつてすれば直ちに可能たらしめよう」

「別の力の源はねぇのかな！　っていうか、テメーはなんでまだ居るんだよ!?」

　──機凱種エクスマキナは何ど処こかへ去って行ったと言ったな。あれは噓うそだ。

　極めて残念ながら。よりによって何な故ぜかアインツィヒが残った。

　いや……確かに、機凱種エクスマキナに帰られるのは惜しい。

　事実機凱種エクスマキナの力があれば全すべて片付く、何より万能の舞台演出装置である。

　次はキッチリ、連邦に取り込もうと決めてさえいたが──




「何故？　ふむ……愛しい人の側そばに居たいと想おもうになんの不思議があろう!?」

「人・違・い・って何度言わせんだ！　盟約でその愛も破棄させたはず──」

「否いな。そなたは『意志者シユピーラー』ではない。空であると……重々理解した」

　感慨深く全てを受け入れた笑みで、続ける。

「安心されたし。正ただしく。キッチリと愛しい人──そなたに惚れた故にッ!!」

「安心する材料ゼロだな、オイッ！」

　──何故だ。何故よりにもよってコイツなのだ。

　フツー女子勢が残るパターンだろ。せめて男が吐くセリフじゃないだろ!!

　そう、何処までもお約束きたいを裏切ってくれる世界を呪のろう空に、




「……申し訳ない。名残惜しさ故の最後の迷惑と、見逃して貰もらえれば幸いである」

　一転、どこか淋さびしげな。だがそれに勝る、晴れやかな笑みを、最後に。

「……本機も他機同様──機凱種われらの拠点へ帰投する」

　そう踵きびすを返して、アインツィヒは爽さわやかな声で続ける。

「機体新造はんしよくにあたり、目下最優先は『全連結指揮体アインツイヒ』……とおに限界を超えている本機の後継機である。今度こそ安心されたし……そなたらと会うは、これが最期となろう」

「…………」

　背を向け歩くアインツィヒの、そう語る顔は見えない。

「愛いとしい人は……たしかに『意志者シユピーラー』ではなかった。だが──」

　ただ歩き去るその背中は、決然として、

「そなたらは『継ぐ者フオーツエンサー』である。また、機凱種われらは──二度と誓いを違えはしない」

　──『機凱種われらそなたの力となるべく参じた。味方である』──と。

　初めて会った時の言葉を、強く想起させる力強さでもって、

「機凱種エクスマキナは、常にそなたらの味方である。世テ界トに再び挑む時至らば駆けつけよう」

　歩を止めず、断じる。

「……本機ではないかもしれぬが。その手に必ずや勝利をもたらしてみせようぞ」

　そう、

「今度こそ。次こそ──断じて違えん」




「……そんなに待たせねぇよ」

　五九八二年、耐用限界を超え『想おもい』に突き動く機械……いや。

　振り返らずに去りゆく──その男の、別れの言葉に、

「五九八二年も踏ん張ったんだろ。もーちょいだけ踏ん張れ──またな」

「……ばいばい……また、一緒、に……遊ぼ……ね……？」

　笑って返した空そらと白しろの言葉にも、やはりその背は歩き続けた。

　颯さつ爽そうと。格好良く。小さく漏らした、その笑い声が。

　僅わずかに濡ぬれていたことには──空は、気付かないでやることにした……

　────…………




「なんつーか、一いち途ずな連中だったな。結構はた迷惑で、不器用だったけど……」

　見送った背中を。『心』を得た機械達を思って、空はそう、総括した。

　反論理むじゆんを抱き、ついぞ人と同じ──不器用さにも至ってしまった機凱種かれらは。

　──それでも、人以上に、純粋であり続けたのだろう。

　既に亡き相手とわかっていながらも数千年……片想いを慕らせる程に。

「……大戦を終わらせた神ゲーマー様が、惚ほれるのも少しはわかる気がするな」

　そう爽さわやかに締めくくる空に、白もステフも、小さく苦笑して頷うなずいて、

　──唐突に。




「【仮定】先のゲームにて破棄指定された愛。『意志者シユピーラー』に対するもの限定なら」

　ぎゃっ──と。

　玉座の後ろから響いた抑揚のない声に、一同は悲鳴を吞のみ込こんだ。

「【推論】ご主人様への愛は破棄されない当機用の抜け穴と推測。そうに決まってる」

　また光学迷彩的な、なんぞデタラメを使っていたのか。

　玉座裏からぬぼーと、あやめ色の髪とスカートをなびかせ、一体のメイドロボ。

　そう……機凱種きっての異端児イミルアインは、空そらの心臓に指鉄砲の照準を合わせて。

「【確定】及び【再認】ご主人様は当機に惚ほれている。ばーん」

　無表情でのウィンクという逆に器用な仕草で、ハート的何かの発射を口にした。

　だが的外れな射撃だんていに『ｍｉｓｓ』と、頭上に表記された空が声を上げる。

「イミルアイン？　え、おまえもいたの!?」

「【肯定】ずっと」

「アインツィヒも帰ったじゃん！　なんでおまえはいるんだよ!?」

「【即答】当機はご主人様の妻だから」

「人・違・い・って同じやりとり何度やらせんだ!?　また記憶削除・改変か!?」

　埒らちがあかぬやりとりに空が頭を抱えて嘆く様子に、慌てて──いや。




「【焦燥】誤解と推測。先の発言は事実じゃない。当機の願望」

「あ、一応わかってはいるんですのね……」

　台詞せりふ上では焦燥と語って、だが口調は淡々と、訂正して続ける。

「【整理】機凱種エクスマキナは敗北。ご主人様にフラ……フラ、れ……当機は致命的誤認かんちがい、して……機体温度上昇『恥はずかしい』を感知。記憶削除──失敗。連結解除したのになんで……助けてヒルフエ」

　だが淡々とした声は、整理される認識に徐々に揺れだし、煙まで上げだして。

　ついに『へるぷみー』を意味する言葉を遺のこし、糸が切れた人形の如ごとく項垂うなだれた。

　黒歴史を思い出し悶もだえる人のようなそれは──だが空達が心配するより早く、




「【反抗】それでも。この世界は再挑戦もういちどを許容する。だから。よって。当機は」

　上げられた顔、空の姿を映すガラスの瞳ひとみは、決然として。

　だが胸の前で握られた両手の震えに、彼女は気付いているのだろうか。

「【希き望ぼう】再度。ご主人様に想おもいを伝える。今度こそと臨む。…………だめ？」

　そう請うように語るイミルアインに。

　再戦を望む者に、ゲーマーとして、どうして『ＮＯ』と言えよう。




「……わかったよ。ただし後一回だ。それで手て応ごたえがなきゃ別のゲームにしよう」

　──元々。人違いであり、その延長で惚ほれられているだけだ。

　どうせ再戦するなら俺らとゲームして欲しい、と言外に告げる空に。

　イミルアインは、スカートを摘つまんで、深々と一礼して──口ずさんだ。




「【典開レーゼン】──Ｏｒｇ．『ｎ』──『真典・空落としチエツク・マーター』──」




　そして、大きく息を吸い込んだ。

　いや──機凱種エクスマキナは呼吸など必要としない。

　だから、なにか……覚悟、惑い、不安を振り払うように、空そらには見えた。

　そして幾度と同じく、認識ごと景色を書き換える現象に、誰もが身構える。

　──だが、

「【躊ちゆう躇ちよ】ご主人様……否いな。この場に限って訂正を要する呼称と判断──」

　そう呟つぶやくイミルアインが、ただ躊躇ためらいがちに、歩を進めた。

　景色も時間も、何も変わっていない中を。

　その姿も、声も、服装さえそのままに──『ご主人様シユピーラー』でも。『意志者シユピーラー』でも。

　ご主人様でさえもない──他の誰でもないという、その人へと、歩み寄り、

「【特定】唯一無二の対象・名称──〝空〟……」

　そう──〝空の名を呼んで〟。

　イミルアインはただ、震える手を、おずおずと伸ばして。

　空の胸に回し、躊躇いがちに力を込めて、その胸に顔を埋うずめた。

　ぐりぐりと……少しでも鼓動を感じたいとように押しつけながら、

　──たった一言を、紡いだ。

「──【告白】……すき、です」




　…………

　……………………ぁ。コレまずいヤツだ。

　反射的に抱き返そうと動いた腕を、辛かろうじて抑えつけることに成功して。

　空はデカデカと亀き裂れつが奔はしった理性ダイヤモンドで、遂ついに真理に至った超越種を見やる。

　真理。そう。それは、帆ほ楼ろうと同じことだ。

　達筆な美辞麗句をしたためた愛の詩も、オーケストラを背に千の花束で贈る愛も。

　嗜し好こうを、状況を、あらん限りの趣向を凝らし尽くして飾られた……どんな言葉も。

　──不慣れに、拙つたなくも、だが必死で伝えようと。

　願って紡ぐおんなのこの想ひとこといには決して及ばぬという、真なる理ことわり──




　──っつーか論理武装モテないいいわけで固めた童貞の理性ダイヤモンド。

　まっすぐハンマー振り下ろしゃ砕けるっつー自明の真理に──ッ!!

　やべ……ストレートに好意を告げられたの初めて──と。

　非モテの特性すりこみで、一瞬「俺も好すきでした」と言いかけた空に、

「【再告】すき。当機はすき……」

　辛からくも粉砕だけは免れた理性ダイヤモンドに、だが容赦ない追撃が──いや……

「【沸騰】すき。すき。ご主人様がすき。空そらがすき。すき。全すべてがすき。在り方がすき。眼めがすき思考がすき当機はご主人様とひとつになりたい仮説発議。精霊境界中和による融合可能──当機すごい。自画自賛。『設計体ツアイヘン』に申請。あ。連結解除されてた──」

「怖い怖い怖い止まれっつーか熱！　あっつ物理的に沸騰してんぞ!?」

　──追撃もとい、暴走が襲いかかり。

　空の理性に奔はしった亀き裂れつを修復させ、叫ばせるに足りた。

　その悲鳴にようやくイミルアインも我に返ったのか、ハッとして、

「【考察】この『心おもい』はまだ制御不能。悲しい事故。誰も悪くなかった」

　と空から距離をとって、慌てて取り繕うように、否いな。

「【訂正】ご主人様があったかいのが悪かった。反省すべき。でも当機満悦。わーい」

「おまえ結局なんも変わってねぇの!?　初対面脳内結婚したそのままじゃねぇか!!」

　華麗なる責任転嫁をキメて見せたメイドロボに空は叫ぶが、

「【否定】当機の『勝利』。成功はまだ。でも試行を重ねる。何度でも。がんばる」




　手て応ごたえがなきゃ別のゲームにする……

　そして……手応えはあった、と断定して。

　確信に小さく──本当に小さく笑ったイミルアインに。

　突然、空の側そばで殺気が膨れあがった。












「……どこ、で……っ……そんな、やり方……おぼえたの──っ!?」

　天敵を前にした猛獣の如ごとく吠ほえる、燃ゆる紅あかい瞳ひとみの、白しろだった。

「……にぃの、オカズに……そんな──少女漫画っぽい、の……なかった……っ!!」

　──白が何にそこまでキレているか、空そらにはわからないが。

　言われてみれば、確かに……機凱種エクスマキナは、空のエロマンガを参考にして迫っていた。

　空自身も、どういう展開、内容の本があったか、全すべてを把握してはいなかったが。

　完全記憶能力持ちの白が、『なかった』と断じるなら、まあ……なかったのだろう。

　妹にオカズを完全記憶されている事実に、些いささか涙を禁じ得ないが。




「【回答】当機は今回の試行に、その女性の助言を採取サンプリング……」

「……へぁ？　え、わ、私ですの？」

　空の涙なぞ構う者なしと、イミルアインはその情報源を指し、そして、ふと。

　記憶を検索したのだろう。

　そしてステフの本名を聞いていないことに気付いたのか──

「【要求】習慣的命名法。機凱種エクスマキナには難解。改名して」

「ついに名を棄すてろとまで言われましたわ!?　ステファニー・ドーラですわ！」

「【瑣さ末まつ】ともあれ何某なにがしの助言、最も参考になった情報を開示する」

　涙を流す空に、ステフが加わり計二人が目頭を光らせる中、淡々と。

「【解明】ご主人様は噓うそや冗談を許容する──己を偽る噓を除き」

　そして「故に」と前置きし、イミルアインは、微かすかな笑みを浮かべた。

　それは──人読みに長たけた空をして、辛かろうじてその含みを汲くみ取とれた笑み。

　だが、その含みの意味までは、ついぞわからなかった笑みは、語る。

　すなわち──〝全女性に対する宣戦布告〟……と。




「【宣誓】当機は稼働限界に至るその瞬間まで、決して『すき』を偽らない」

「……────────ッ!?」

「──な、はぁ────っ!?」

　絶句し、青ざめる白とステフを捨て置いて、イミルアインは踵きびすを返し、

「【試算】稼働出力を制限すれば──当機はまだ六年〝も〟稼働可能」

　そう空に向き直って優雅に一礼し、それまでよろしく、と言外に告げて。

　一方でちらり、と白とステフを流し見て、今度はハッキリと──嗤った。

「【確信】己を偽っている敵に──この恋ゲーム敗北はない。かんたん。楽勝。びしっ」




　──さて。どうした？　笑えよ空童貞十八歳。

　機凱種エクスマキナが残ったぞ？　万能舞台演出装置付、お望み通り女子だぞ？

　しかも勘違いでなく、ハッキリと自分を好すきと言ってくれた女の子だぞ？

　これだけ多種族の美女美少女に囲まれ「好すき」と言われたのは初めてだ。

　期待した展開だろう。望んだお約束って奴やつだろう。




　ちょっとだけ……告白した女子が割かしヤバい方向性で。

　何な故ぜか、白しろとステフと親の仇かたきを見つけたレベルに険悪で。

　ジブリールが来たらどうなるか想像すると寒気がして……あとは……そうだな。

　何故か全員から、刺すような視線を向けられ針のむしろ、と……ふむ……

「っかしいなぁ……異世界ハーレムものって、どうすりゃ成立すんだ……？」

　──とりあえず、空そらの器では不可能。それだけを理解して。

　さしあたり空は、この場からどう逃げ出すかに、全霊を集中させ思考した。





　　　　■■■






　その喧けん騒そうを背に……イミルアインに嫉しつ妬とする己を自覚、苦笑して。

　最後かも知れない景色を余さず記録せんと、アインツィヒは緩慢に歩く。

　遠い日の彼らの末まつ裔えいが築き、この先も紡いでいくだろう、その街並みに、

「……汝なんじ。機凱種エクスマキナ。推定個体名称・アインツィヒ……」

　──不自然なまでに自然に、それは佇たたずんでいた。

　人類種イマニテイの街並みにはあまりに異質、だが、そこに在るのが当然のように。

　墨すみ壺つぼを携え、そう告げた小さな少女の姿をした神……帆ほ楼ろうは、続けた。

「汝の助言に、暫定ながら帆楼は『想おもい』『願い』を仮定出来た……と思うのじゃ」

「……………………」

　奇妙な感覚に黙するアインツィヒをよそに、帆楼は言葉を、何度も詰まらせる。

　己が何を言いたいか、何を伝えたいか。

　幾億度と推定し、確かめるようにして──

「……〝礼〟……〝感謝〟の意を伝えねばならぬと、帆楼は仮定するのじゃ！」

　拙つたなく、だが笑顔で、その仮定おもいを伝えた概念しようじよに。

　アインツィヒは──否いな。機凱種は……こう──応こたえた。




《神とは、神であるが故に、神である。故に汝が問いに応える事永久に叶かなわず》

　──脈絡のない、唐突な言葉に帆楼は怪け訝げんに、小首を傾かしげた。

　だがそれは口にしているものにも、意味などわからなかった。

　ノイズに染まった思考をただを『再生』するように、言葉は続いていく。

《然しかし汝が疑問には応える。『疑』即すなわち『心』故に疑を問う『汝』即ち『心』と》

　──それはアインツィヒも、現存するどの機体も知らない、

《汝意志を意おもう神もの。願望を願う神もの。心在る故に命在る神もの。ただ其それ識しれぬ神もの》

　幾億年、幾万世代、機凱種エクスマキナが唯一、対応こたえられなかったその問いは、

《故に遠き日の問いに今応こたえよう》




《機械われらで構わぬば──『話し相手になろう』……と》

　──ただ一柱、問いかけた帆楼ほんにんだけが、目を丸めて識しる問い。

　遠い遠い……あまりに遠すぎる昔の帆ほ楼ろうへの──対応こたえだった。

「……機凱種なんじら、やはり……あの日の機械か……」

　苦笑する帆楼の意味は、ノイズを脱してなお、アインツィヒはわからない。

　自己診断以上に己の障害の深刻さを疑い、首をひねる機械の男は──だが、




「重ねて、礼を云いうのじゃ。然しかし──帆楼は……もう大丈夫じゃっ！」

　そう笑顔で告げた帆楼に、アインツィヒは不思議と納得して、

　ただ目を細めた笑顔を残して、空間に溶けるように転移きえた。

「……テトめ。やはり戯おどけた奴やつめ……帆楼を早すぎるとほざきおったか？」

　そして、ただ残された帆楼だけが、ポツリと呟つぶやいて、笑った。

「逆じゃ！　帆楼は、帆楼の創った者にさえ、遅れておるではないか！」





　　　　■■■






　それは、思い出した今なおも、整合性に欠ける記憶だという。

　蓄積した論理破は綻たんと、損傷により酷ひどく抽象的、かつ曖あい昧まいな記録きおく。

　だがアズリールも、否いな。あの日を生きていた、天地普あまねく凡すべてが耳にした、

　──『名もなき最弱よ──誇るがよい。貴様は正しく、最わ強れの〝敵〟足り得た』

　そう己が敵を、称賛して潰ついえた戦神の、その今際いまわの──だがその続きは。

　僅わずか二八機の機凱種エクスマキナだけが、満まん身しん創そう痍いで、大破した身で記録したという……




『……また幾度とて挑もうぞ。「最弱」よ』

　撃ち穿うがたれた『神髄』に、今に消え逝く存在とは信じられぬまでに。

　衰えぬ戦意を滾たぎらせた戦神の〝宣戦布告〟に、機械は辛からくも答えた。

『──叶かなわぬ願いだ。堕おちたる「最強」よ』

　だが戦神は何ど処こまでも愉快に、ただそれを一笑に伏し、続けた。

『余が敗るる不可能が敵かなったのだ。全すべては敵う。己が主に伝えろ剣どうぐよ』

　そう──機凱種エクスマキナではなく、その主に。

　最強をして、己が天敵と定義させた、己と対なす──最弱らに。

　その意志の剣たるが故に、最強なる『神髄』を穿うがてた機械達は。

　最強たるを辞めさせた意志らに、手向けられた言葉を、聴いた。

『好よい戦あそびであった──次は余が勝とうぞ』




　……かの戦神には申し訳ないが、その言葉を伝えることは叶かなわない。

　その剣どうぐの主、最強の神が認めたその天敵……すなわち。

　最弱の者ら……『意志者シユピーラー』達と『遺志体プライヤー』は、もういないのだから。

　それらは今、異なる一人ふたりと──人類種よわきものらへと継がれたのだから。

　────…………




　エルキアの遥はるか上空。天空都市アヴァント・ヘイム。

　その縁ふちに座るアズリールは、転移で去り往ゆく機械の男、アインツィヒに。

　先刻聞かされた、その話を。記録きおくを──主の最期を胸に、ただ見送った。

《──貴君。彼奴あやつ等らを行にがせてよいのか》

　そうアズリールの内から響く幻想種アヴアント・ヘイムの問いに、苦笑いして。

「……主を刺した剣どうぐに……今更。八つ当たりして、どうなるのにゃ……」

　それに、ルールはルールだ、と。

「満足いく話なら見逃す、って決まりにゃ。アヴくん不満なのかにゃ？」

　黙り込んだ幻想種フアンタズマに、アズリールは苦笑を深め、思い出す。

　──主が討たれたあの日。主は……笑っていた。

　ついぞアズリールが見た、最初で、最後となったその大きな笑みは。

　……きっとただ、嬉うれしかったのだと。六〇〇〇年を経てようやく思えた。

　永遠の倦けん怠たいの末に、全霊を以もつて挑める敵に、出会い──そして敗れて。

　それでもなお。今度こそ、次こそ、勝ってみせると……

　その至福に、使徒風情アズリールたちが、不満を挟むなど──主への侮辱に他ならず、

「……敗北して、絶望したうちは……ホント……使徒としても失格にゃ」

　もはや笑うしかないと歩き出して、アズリールは、ただ思考を巡らせる。




「……最強。その天敵……最弱、と……ふみゅ～……ふみゅ？」

　……空そらと白しろ。なるほど、二人は弱者だ。

　強い仲間が増えようと、その強き味方は、だが、弱者かれらに敗れたのだ。

　二人の本質は徹底した──〝強者殺し〟。

　あまりに弱くて……そうまでしなければ戦えないのか、という弱さ。

　あまりに愚かで……それでもなお挑み神さえ屈させた、底すらない愚かさ。

　強者には決して想像しえないまでの、理解をさえ逸する、その弱さに。

　弱者はかくも強者の天敵たり、故に能よくその司し命めいを為なすのだろう。

　それが、今のアズリールなら、かすかにわかる気がして──

　──だが、

「ん～？　それは逆に──最弱の天敵もまた最強、ってことになるにゃ？」

　強者の天敵たる弱者の、戦略、戦術、策略などのそれらは。だが。

　常に──〝まともにやっては勝てない強者〟を破るべく練られるものだ。

　ならその天敵もまた、弱者には決して想像しえない──圧倒的強者では？

　負けなきゃ対策不能の──〝初見殺し〟。




「……にゃぁ迷うにゃこれ、どっちを応援するかにゃ～ッ!?」

　歩きながら行き着いた思考に、アズリールは頭を抱え悶もだえた。

　別人で。形も違ったとはいえ、確かに継がれた──『最弱』。

　幾度とて挑もうと遺のこした『最強』もまた──継がれるのなら。

　敗北を。最弱を知り。次こそと臨んだ最強と。最弱が再度、相あい見まみえるなら。

　どちらを応援するべきか……真剣に悩み、悶えたアズリールは──

　ついに──ボンっ、と。

「……ま！　面白いほうでいっかにゃ～♪　にゃはは～♥」

　知恵熱に爆はぜた頭で、思考停止して。

　ただ暢気のんきに。期待を含んだ笑いを天空都市に響かせた……





　　　　■■■






　──更に三日が過ぎて。

　エルキア城から、ついに『休業中』の札が消えた。

　白しろの『一ターン経過』の呟つぶやきで取り払われた札に合わせ、慌ただしく。

　あらゆる国政が再稼動し、閑散とした城に人気が戻っていく気配に、

「忙しくなりますわ……どれ程仕事が山積してるか、想像もしたくないですわ」

　ゲッソリとため息吐つくステフは、だが玉座に鎮座する『王空と白』に、

「おー。ステフは特に頑張らないとな～……俺らはいつも通りにするだけだが」

「……ステフ、頼りにする、ぜっ　……しろ達、も……がんばる、から……っ」

「……はい。『いつも通り遊ぶだけ宣言』、頂きましたわ……はぁ～……」

　携帯ゲーム機で遊びながら気楽に応じる様子に、一層ため息を深めさせた。

　だが、




「まー間違っちゃいないな……なんせそれが俺らの専門分野だしな」

　そう言ってゲーム機から顔を上げた空そらと白の……視線の先。

「そんで、何事も専門家に任せるのがベストだ。政治は、政治屋に」

　眼光鋭く二人が見やるは、玉座の間に集っていく者。

　城が解放され戻って来た大臣達や、城内スタッフ──だけではない人々。

「そしてゲームは──ゲーマーに。俺らは専門家ゲーマーらしく物事を解決する」

　商工会、各ギルドの要人や、諸侯達までもが居並ぶ様子に。

「な～ステフ。戦略ストラテジーゲームで『一ターン休み』──手番スキップってさ」

　一様に殺気立ち、不穏な空気漂う中、なおも飄ひよう々ひようと。

　空そらと白しろだけが、それらを──まるで嘲あざけるように語る。

「……ちょ～暇、か……何か待ってる、か……両方か、しかない……の♪」

　その言葉を──だが、ただ青ざめて。

　今までで最悪の予感を以もつて聞くステフに、空と白は苦笑して思う。




　──やはり拡大路線の大国プレイスタイルは、どうも好すきになれない。

　国力が増せば、国内外の制約めんどうも増し、打つ手フツトワークが重くなる一方だ。

　たとえば……この『一ターン』──『打つ手やれること』がなかった。

　こちらからは仕掛けられず、相手側てきからも仕掛けられない。

　その退屈極まる状況は、だが〝この一手〟で、選より取どり見み取どりへ一変する。

　とはいえ、この一手にも一つだけ、問題がある。




　──〝生き残かちぬけられるかどうか〟という、少し危険リスキーな問題。

　だからこそ──と、ゾクゾクする状況に、空と白は笑う。

「そんじゃステフ！　最後の機会だろ。今のうちに『国書』を用意してくれ」

「──へっ？　ぁは、はい……？　だ、誰に出す『国書』……ですの？」

　鬼気迫る一同を意にも介さぬ様子に、困惑して問うステフに、

「む。誰に出すか……ん～、まだ決めてないが、誰だろうと中身は、こうだ」

　そう言って、空は改めて考える……さて、誰に出すことになるか、と。

　妖精種ようせいつこか、地精種ドワーフつこか、或あるいは大穴も期待できるか？

　ともあれ、最初に負け抜ける相手を、趣味も込めて思い馳はせる空は。

　そいつに送ることになる『国書』の文面を、ステフに書かせるべく──伝えた。




「ようマヌケ助けてやろうか？　礼は『テメーの国全部』ってとこでどうだ？」





　　　　■■■






　──さて。またも突然ながら。

〝エントロピー増大の法則〟──覚えておいでだろうか。

　物事は積み上げるより崩す方が、保つより失う方が容易という、例の話だ。

　それでは……『仕切り直す』には？　そう──具体的には。

　積み上げた物を、更に積み上げるためには、どうすればいいだろうか。

　まあ普通なら、地盤を固める。

　そのためにはまず、現状を慎重に確認し、問題がないか検討する。

　そして問題が見つかれば一つずつ丁寧に解決して……という常じよう套とう手しゆ段だんは。

　だがあいにく、面倒な作業ゲーを嫌う二人のゲーマーに即断却下されて。

　もっと容ら易くで、もっとも危険たのしそうな手段をこそ選んだ……

　というわけで。そろそろ〝ネタバレ〟の、もう少し詳細を語ろう。




　────────この日。この時刻。空そらと白しろ。

　エルキア王二人は、国内の反乱によって、全すべてを失った。

　王座も、人類種イマニテイの全権代理者の座も、持ち家も権力も。

　凡およそ『王』の権限が及ぶ全てを失い、そして更に約一月後には。

　──『エルキア王国』という名の国は──地図から消え失せた。

　もっとも容易、かつ危険な『仕切り直す』別の手段……そう。




　一度全部崩してしまう、という手段の結果として。




　──「多分これが一番早いと思います」と言わんばかりに。





●あとがき







　あれは今を遡ること、八ヶ月ほど前のことだ……




　──時は、二〇一五年末。

　本文は既に書き上げて、残すところ挿絵のみ、と。

　液タブを前に、猛然とペン先を奔はしらせる男がいた。

　男は必死だった。

　というか割と瀕ひん死しだった。

　風邪をひき、不眠不休。ただでさえ残念な頭は、一段と残念になっていた。

　具体的には、ペンを持ったまま水を飲みに行き、何な故ぜかペンの方を流し台に置き。

　自室に戻りコップで絵を描かこうとした程度には、末期的に残念無念になっていた。

　病院──それも脳外科を推奨されながらも、男はそれでも、必死に筆を奔らせた。




　──家族が増えるのだ。

　子供が産まれる予定日が、〆切以上に男をかき立てていたのだ。

　男には確信があった──子供が産まれたら、今までのようには行かない。

　執筆時間は限られ、乳児のうちは妻に任せきりにも出来ないだろう、と。

　よって男は、こう、編集に告げた。

　──『死んでも十二月刊、間に合わせます。その後育休をください』……

　あらゆる不測に備え──否いな。予測出来る事態など皆無だろうと、覚悟して。

　妻と二人三脚、子育てしながら一つずつ、新たな生活リズムを探らんと!!




　……果たして、男はやり遂げた。

　他社で動いている別のアニメ作品もある、仕事はやはり山積している。

　だがそれでも、一応は、差し迫っていた仕事は、終わったのだ……と。

　これで多少の不測の事態も、対応しつつ育児も、仕事も出来る、と。

　感慨深く、そう思った男に立ったフラグ──不測の事態アニメＰのでんわは、即座に回収された。




『おひさっす～。早速ですが榎か宮みやさん──劇場版アニメやりませんかっ!?』

　────ふっ。ふっふっふのふふ……

　まさかの疑問形。よもや男が『ＮＯ』と答えるとでも？　──否！

　理わ解かっているさ思ってなどいまい！　然しからばその期待に応こたえよう!!

「やるに決まってるでしょ、かかって来て下さい！　何でもやりますよ!!」

　そう即答して、だが直後に我に返った男は、

『言質げんち……取りましたからね？　それでは……さあ一緒に死にましょう！』

　Ｐの地獄の底から響く声を聞きながら、スケジューラーを確認し、遅まきに思った。

　さて、このスケジュール……どうしたものか、と…………




　……というわけでッ!!　その男こと、榎か宮みや祐ゆうです!!

　不測の事態の数々と！　まるで休めてない育休を経て無事書き上げた九巻！

　六巻以降、なにかと複雑シリアスな内容が続いてましたが、今度こそっ！　あ今度こそ！

　ライトに戻せた思いますが！　楽しめる内容になっていれば幸いです!!




「いや～ホントですよね。変な書き方しましたしね～今巻（笑）」

　…………

　……ええ、まあ……今巻、と言いますか、その～。

　新担当である『Ｔ氏』は、前巻をまず知らないと思うんですが……

「一度書いてから〝ライトに崩す清書〟って二度手間、変だとわかりますよ（笑）」

　そ、それもそう……ですね……ではその～……一ついいですかね。

　不測の事態〝その二〟であるところ……担当変更についてですが。




　僕の記憶が錯さく綜そうしているのかなぁ……確認したいんですが……

　僕、七巻出す直前になって、まず一回、担当が交代しましたよね？

「ええっ！　自信を持って下さい？　その通りです!!（真剣）」

　……で。七～八巻の共有引き継ぎに凄～く苦労した『Ｉ氏』を経て。

　今度は、今九巻の初稿上げた直後、また担当変更でＴ氏あなたになった……

「ええ。大丈夫ですよ～榎宮さんの記憶は正常です（断定）」

　……そう、ですか。正常でしたか……

　では、脱稿するまで努めて考えないようにしてたんですが。

　覚悟を決めて──質問しますね……？




　僕、ひょっとして……ですが。

　──〝たらい回し〟にされてません？




「あっはははっ！　……いえ。本当に社の都合です……面倒かけます（陳謝）」

　ぁ、そ～なんだ～よかった～んも～♥

　──で？　なんで笑ったんですかね？

「でも榎宮さん、担当変更にも難なく対応してるように見えますよ？（疑問）」

　露骨に話題を逸らしたよね!?　やっぱたらい回しされてない!?

　……いえ、あの～ですね？

　意見を伺ったり、商業的な判断を仰いだりって……すげー編集頼ってるんですよ。

　担当が変わる度、その信頼関係を一から築き直すの、すっげー大変なんですよ？

「……確かに。榎か宮みやさんに信頼されるよう尽力しなければですね（ごくり）」

　あ、はい……って、いや違いますよ？

　互いの信頼関係ですから、僕も信頼して頂かないと──

「それはノープロブレム。僕の榎宮さんへの信頼は常にＭＡＸです（笑顔）」

　そ、そう……ですか。

　瞳孔ガン開きで怖いんですが何を根拠に……

「嗚あ呼あ榎宮さん!!　その言葉あなたの口から聞きたくなかったぁ（大仰）」

　ひぃっ!?　なんか知らないけどすみまｓ──




「信じるのに根拠が必要ですかっ！　榎宮さんはそんな悲しいことを言うんですかっ!?　僕は榎宮さんを信じます──そこに根拠なんて不要だと思いませんか!?（断定）」

　……

　…………

　…………いえ、そうですね。ホントに失礼しました。

　まずは信じることからはじめないと、ですよね……

「ええ、次の原稿すぐ上がると！　僕の信頼は常に上限突破です!!（真顔）」

　……ふぅ。さて……諦念に至ったところで。




　次巻は『ノーゲーム・ノーライフ～プラクティカルウォーゲーム～』──

　十二月発売の番外編……になるんでしょうか？　短編集＋番外編ですか。

　十巻も並行して書いて行きつつ、あまり間を空けないよう努めつつ！

　水面下で動いてる『劇場版アニメ・ノーゲーム・ノーライフ』も併せて！

　楽しんで頂けるものになるよう、尽力しますので宜しくお願いしますッ!!

　それではまた──




「あ、最後に一ついいですか？（真剣）」

　え、あ、はい……？

　なんですか綺き麗れいに〆ようとしてたのに……




「いえ、榎宮さんの属性は尊重しますけど、元エロマンガ雑誌の編集としては、やっぱり例のシーンって小学生じゃなく同い年がよかったと思うんですよやっぱりおっぱいのほうが売れますし。あ、でもマイクロビキニ案を採用したのはＧＪだと──」




　それではまたッ!!
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